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はじめに







　本書は日本の家族のことについて、臨りん床しよう現場で活躍している臨床心理士の方々の抱く疑問に私がお答えする、というかたちで考えたことをまとめたものである。

　現在の日本において、家族、家庭ということはきわめて大切なことである。またそれだけに、家族──それも少し拡大して考えると──の中に「問題」がない、などという家庭はほんとうに少ないのではないかと思う。そして、それは「家族の恥はじ」のように感じられるので、他人に相談もできず、どうして自分の家族はこんなことで悩まねばならないのだろう、と思い悩んでいる人も多いのではないか、と思う。

　なぜこのように家族の問題が日本に多いのだろう。それについては本文中に詳しよう細さいに論じているのだが、思いきって単純にして言ってしまうと、欧米の影響を受けて、日本人の価値観、家族観が急激に変化しつつあること、および、経済的に急激に成長して物質的に豊かになり、そのために日本人の生活様式が変化したが、それに見合う生き方が考えられていない、ということの二点が、大きい要因であると考えられる。

　まず第一に、日本人は古来から「イエ」（家か名めい）を大切にして、家名の存続ということを第一義と考えて生きてきた。人間にとっては、自分の死後もなんらかの永続性とつながっていると信じることが、安心して生きていくために必要なことであり、自分の死後も「イエ」は残り、その「ご先祖」として子孫に祀まつられると信じることが、その人のこの世の生を支えるものであった。

　しかし、欧米の文化に接触した日本人は、とくに敗戦を経験したこともあり、欧米の文化から影響を受け、「イエ」の束そく縛ばくを逃れ、「個人」を大切にして生きていこうとする考えに変わってきた。一方、ヨーロッパ近代に生まれた個人主義はキリスト教の倫理観に裏づけられているので、欧米では個人主義が単純に利己主義になることを避けることができた。そして個人主義が長い歴史の中から生まれてきただけに、個人主義によって生じる「孤独」や「孤立」を避けるために、いろいろな工夫や努力をしてきた。本文中に論じているような、欧米の家族のあり方や、たとえば、子どもの個室の使い方などに、それが反映されている。

　ところが、日本人はそのあたりのことを考えず、表面的な真似だけをするので、非常にゆがんだかたちの個人主義が生まれてきて、これが家族問題の生じるもとになっている。

　次に、急激にモノが豊かになったために、日本人の生活様式が急速に変化してしまった。これは、単に生活が変わったということのみならず、日本においては古来から日常生活の中に宗教教育や道徳教育などが潜在的にうまく取りこまれていたのだが、それらがだんだんと破壊されていくという結果を招くことになった。一例をあげると、「もったいない」などということは、日常生活の中でよく言われることだが、これには宗教的な意味合いがある。あるいは、モノが少ないと兄弟でモノを分けあうことや、しんぼうすることなどが、自然に教えられたのに、モノが豊かになると、そんなこともなくなってしまう。

　日本人の生き方、道徳観などは、モノが少ない中で生きていくことを前提に、その中で生きていくあいだに、あまり言語によって伝えなくとも、自然に身についていく、という方法をとってきた。ところが、昔のままに自分の親がしていたのと同様のことをしていても、モノが豊かになってくると、根本の前提が変わってしまっているので、あちこちに問題が生じてくる。

　年中行事が大切と言っても、節せつ句くのお餅もちをおいしいと思って食べるから、祭りらしい気分があったのに、柏かしわ餅もちもちまきも食べることに魅力がないとなれば、節句の意味などはなくなってしまうのだ。

　このように少し例をあげるだけで、日本の家族に問題が生じていることが了解されると思う。そこで、以前に「講談社＋α新書」で『人の心はどこまでわかるか』の出版の際に行った方法が、たいへん好評を得たので、そのとき質問を寄せていただいた臨床心理士の方々に、今回も質問を寄せていただき、それにお答えすることによって、本書ができあがった。

　人間の考えというものは、人対人の関係の中で直接に問いかけられると、案外なことが引きだされてくるところがある。「質問者」の臨床の実体験を踏まえた真剣な質問によって、私も考えを刺激され、精いっぱいの努力でお答えしているうちに、ある程度読み甲が斐いのあるものになったのでは、と思っている。そのようなわけで、質問をしてくださった方々には、心からお礼申しあげたい。

　この書物が、家族のことで悩み、真剣に考えておられる方々に、少しでもヒントになることを提供できれば、真にうれしいことである。

　なお本書の成立にあたっては、前著と同様、講談社の古屋信吾、猪俣久子の両氏に企画の段階からまとめに至るまで格別のお世話になった。ここに厚くお礼申しあげる。
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居場所を確保する練習

ここが父親の出番
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「父なるもの」の心がまえ
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ただ見守っていればいい

面と向きあって話をする方法
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「永遠の同伴者」と生きる
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見えない壁ができたとき

手遅れになる前に

思いどおりにいかないとき

もう一つの社会貢献
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守るつもりが干渉に

子どもが夢想する家

波風が立たないようにすると

「心の叫び」が聞こえますか

悪いことが起こりやすいのは

まさかと思うようなこと

子どもが「悪いこと」をするとき

子どもの下手な叱り方

うるさいけど、いいところも……

一人っ子の注意点

兄弟喧嘩は当たり前

いい子になんか育たない

大きな損をしていませんか

しつけを学校に要求する親

なんでも外注していませんか

親の大きな勘違い
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心理療法家の心がけ

人間性が鍛えられる場所

人の人生の数だけ答えがある

自分の意志を超えた存在の大切さ

ユングが言っていること

日本的曖昧さのいいところ

宗教が答えようとしてきたこと

子どものしつけのヒントに

ファンタジーが持つ力

日本人の知恵の使い方

歳とともに大事になること

「この家に宗教はあるか」

精神的安定が得られるとき

「犯人探し」をしてなんになる

悩みを持つのは選ばれた人

百年後の家族

ままならないことがおもしろい

「厄介者」があらわれるのは

家族に受け継がれているもの

どう生まれ変われるかを探る

手っ取り早い解決策が最悪

問題を解消するとっておきの場所
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第一章　「家族」とはなんなのか












家族の結びつきが弱くなってきた



「どういうつながりのある関係を、家族というのでしょうか」

　島根大学教育学部助教授で、スクールカウンセラーをされてこられた岩いわ宮みや恵けい子こさんから、とても基本的な質問が寄せられました。

「血のつながりの存在や、同じイエに属しているということが家族の証あかしであるとはいえなくなっているように思います。離婚、再婚などの増加によって血のつながらない親子関係も増えていますし、単身赴ふ任にんやその他の理由で、長期間同居していない家族もあります。

　血のつながりがなくても、そして、同居していなかったとしても、信頼関係でつながっている家族も存在します。一方、信頼関係がまったくないのに、経済的な理由や社会的な必要性に縛しばられて家族というかたちを維持している場合も多いです。これは、本来の意味での家族とはもはやいえないのではないかと感じます。だとしたら、いまを生きる私たちにとって、どういうつながりのある関係を家族というのでしょうか」

　京都光こう華か女子大学人間関係学部助教授の石いし川かわ敬けい子こさんもまた、「血のつながりとはなにか。また、血のつながらない親が子どもを育てることの意味はなにか」と、血のつながりの意味を問うておられます。

　そもそも「家族」の定義からして、たいへんにむずかしい問題です。いろいろな考え方があり、時代によっても変わってきます。だから、学問的な定義はとてもむずかしいのですが、いくつかの要素をあげることはできます。

　たとえば、血のつながり、つまり、家族にとって血けつ縁えんというのは、世界的に見ても非常に重要視されています。

　昔は、血縁関係のある者の集まりとしての家族が、一つの国のような存在でした。血族＝家族が繁栄しなければ自らの繁栄もなく、家族の繁栄と自分の繁栄というものがほとんど直結していました。その意味では、血のつながりというのがもっともわかりやすかったわけです。

　ところが、時代の変へん遷せんとともに、従来は家族がやっていたことが、しだいに家族から離れていくようになりました。

　たとえば、昔は自分の身の安全は家族が守ってくれましたが、いまでは、家族に守ってもらわなくても、警察が守ってくれるようになりました。福祉の問題にしても、昔は歳としをとって動けなくなったときに、家族が面倒を見てくれなかったら死ぬしかなかったけれど、いまでは、そういうことは国がやってくれるようになってきたし、お金によって請うけ負おう業者も出てきました。

　このように、かつては家族にしかできないと思われていたことが、どんどん家族の手から離れて、それとともに家族の役割も希薄になってきたように思われます。

　そうなってきたのは、個人主義、つまり、一人一人の個人を大事にしていこうという風潮が高まってきて、個人を国とか公で守っていこうとする社会システムが発達してきたからでしょう。そして、そうしたシステムが発達すればするほど、血縁による家族同士の結びつきというものが弱くなっていくのは必然ともいえます。

　人間は、自分の理性、判断、あるいは意志とか努力などによって、そうとうなことができるようになりました。そうした考え方でいけば、とくに血縁というものは必要ではなくなっていきます。血がつながっていなくても、家族として一緒に生活したいと思えばできるわけですから。





なにを大事に生きていくか



　そうはいっても、人間も動物ですから、根底のところでは、まだ血のつながりというものは、現実問題としては生きています。

　たとえば、孫などが遊びにきたときに、おじいちゃん、おばあちゃんを見ただけで、自分から近寄っていって抱かれたりします。孫にしてみれば、理屈のうえでは血縁などということは全然わかっていないけれども、そういう行動をごく自然にとります。

　われわれが理性とか判断とかいっていることより、もう一つ前に先行する人間の感覚、情動というものがあって、そのレベルでは、まだ血のつながりというのは作用しているはずです。

　ただ、血のつながりばかりが重視されすぎると、「長男なら父親の家業を継つぐのが当然」とか、「おじいちゃんの面倒を見ろ」とかいったぐあいに、自分が自由に動けなくなるということも起こってきます。そうすると、血のつながりというものがわずらわしくなり、反発したい気持ちにもなってきます。

　しかし、だからといって、それが完全になくなってしまったとか、大事なものでなくなってしまったとはいえないでしょう。人間がいかに理性的な部分を発達させてきたといっても、やはり動物の一種であるからには、そういうものは必ず残っていると思うし、これからもなくなりはしないと思います。

　私たちの人生には、自分ではどうにもならない運命的な部分と、自分自身の意志とか努力とかによる部分との両方の要素がありますが、前者を代表するのが血のつながりと考えていいでしょう。

　そこで、いまのわれわれにとっての、あるいはこれからの家族にとっての問題というのは、そのどちらを大事にしていくか、あるいは、両方を大事にしながら、どのように折りあいをつけていくかが重要になってくるだろうし、それによって、家族というもののとらえ方のニュアンスも違ってくるだろうと思います。





「生活をともにする」大きな意味



　家族に関するいま一つの要素は、「生活をともにする」ということです。

　日本語には、「同じ釜かまの飯を食う」とか「一つ屋根の下に暮らす」といった表現がありますが、昔の旧制高校などでは、寮りよう生活をともに送った友人を、卒業したあともずっと大事にしました。あるいは、入社したてのころに同じ寮などで共同生活をしたことがある人たちは、たとえ血縁でつながっていなくても、お互いに強い信頼関係でつながっています。これは理屈ではありません。

　それらの人たちとの関係が、自分の人生の中で大きな意味を持っていることが多いのも、「生活をともにした」という体験が大きな影響を与えている証拠と思われます。生活をともにするということは、やはりすごく大きな力を持っているのです。

　しかも家族の場合は、とくに子どもは、生まれてまだ判断力がないうちからずっと生活をともにしているわけですから、精神的な影響ははかりしれないものがあります。

　その意味でも、生活をともにするというのは、家族というものを考えるうえでは大きい要素だし、だからこそ、幼いときに体験した家族との関係は、その人の人生観において、とても大きな意味を持ってくるのです。





生の感情でぶつかりあう場



　ところで、アメリカなどでは、理由はさまざまですが、養子とか養女など、血のつながっていない人を家族の一員にして、ともに生活している家庭がたくさんあります。それも、自分の子どもがありながらそうしている家庭も少なくありません。

　血がつながっていない人を家族として受け入れていく場合、自分はこの子を育てていこうとか、この人と一緒にやっていこうという意志からはじまると思いますが、どこかで運命を共有していこうという思いみたいなものが生じてこないと、やはりその関係は薄いような気がします。

　私自身、アメリカで何組かのそうした家族を見て感じたのは、家族としての人間関係がなんとなくあっさりしていて、とくに子どもに表情が乏とぼしい場合が多いということでした。

　見たかぎりではなにも問題ないし、家族の一員としてあつかってもらえています。その子が不自由な思いをさせられているわけではありません。けれども、なにか足りないものがあるような感じを受けてしまいます。

　理屈抜きでわがままを言ったり、怒鳴りちらしたりという感情のぶつけあいのようなものがあって、それでもなお、とにかく一緒にやっていかなければならないという感覚が芽め生ばえてくるならいいのですが、そういうところがなく、さらっとした関係でやっている場合、言うなれば家族ではなく単なる同居人といった感じになってしまっていると、あとあとむずかしい問題が出てくるような気がします。

　いまの若い人たちの中には、家族を大切にし、家族こそ自分の生きがいと考えている人が多くなっているといわれます。それ自体はすばらしいことだと思いますが、ただ、子どもの入学式とか授業参観日、あるいは誕生日会など、なにか子どもの関係の催もよおしがあるときに、父親が会社を休んででも必ず出席するとか、どうもかたちのほうに流れていく傾向が見られるのが気になります。

　かたちに流れると、お互いに生なまの感情でぶつかりあってやっていくという部分が、かえって薄れてしまうように思われるからです。

　たとえば、昔は、入学式に出席する父親などめったにいませんでした。けれども、家に帰れば、子どもを怒鳴ったり、引っぱたいたりする生身の父親がいました。そこには、生きていることを実感させられるような感情のぶつけあいがありました。

　いまは、むしろそういうのを避けるために、かたちのほうに懸命になるというふうになっていて、親のほうがそれを免めん罪ざい符ふにしているような面も感じられます。「入学式にも行ったじゃないか」「誕生日会だってやってやったじゃないか」と。そして、むしろ、それがむずかしい問題を引き起こしているような気がしてなりません。

　かつては、とくに男性の場合、家族のことより会社に忠誠を尽くすことが第一義になっていました。とりわけ高度経済成長期のころはその傾向が顕けん著ちよでした。ところがいまは、いくら会社に忠誠を尽くしても、どうもそれほどいいこともないらしいとわかってきました。

　では、自分の人生でなにを大事にしたらいいかと考えたときに、身近なものとして家族というものが視野に入ってきたわけです。

　だから、いま、家族を大事にしていると言いながら、どちらかといえば、形式的な面のほうが追求されている段階ではないかと思います。

　自分が外でうまくいかないから、それが家族に向かうというのは、家族にとってははた迷惑な話だし、たとえば、どこかの河原で家族でバーベキューなどをして楽しむのはいいけれど、平気でそのへんを汚よごしたまま帰ってしまい、子どもたちに社会的なマナーを教える場になっていない。

　こうしたことが、単なるかたちではなく、自分の心のエネルギーをどれほど投入しているかという観点から考えられるようになったとき、やっと家族の問題の本質的な部分もわかってくるのではないでしょうか。





孤独が教えてくれたこと



　ヨーロッパでは、近代にいたって個人主義というものが出てきます。ところが、個人主義を確立していくうちに、彼らは孤独というものを体験しました。そこで、やはり家族というのはつながっていないといけないということを再認識したわけです。

　その帰結として、家族のつながりというものを、ある意味では、日本人よりも強く意識しているところがあります。

　私がはじめてスイスに留学したときには、そのへんをたぶんに誤解していて、向こうは個人主義の世界だから血縁などほとんど意識していないだろうと思っていました。ところが実際はまったく逆でした。

　たしかにふだんは、親は親、子どもは子どもで、独立して暮らしています。かつての日本の大家族のような光景はあまり見られません。ところが、子どもが結婚し、独立して生活するようになってからも、ことあるごとに親に頻ひん繁ぱんに電話をかけるとか、誕生日とか結婚記念日とか、クリスマスとか、いろいろな機会にプレゼントを持参して訪問するとかしています。そういうことをしている頻度は、日本よりもはるかにヨーロッパのほうが高いし、それによって関係を維持しているという面が、とても強く感じられました。

　たとえば、父親や母親が養護老人ホームに入った場合、子どもたちがそこを訪ねる回数は、日本よりもヨーロッパのほうがずっと多いはずです。

　日本人のまとわりつくようなつながりとは質が違いますから、私たちにはちょっとわかりにくいかもしれませんが、彼らの、家族というものを大事にする感覚は、日本人よりもはるかに強いと思います。





家族がバラバラになっていく!?



　離婚・再婚の増加などによって、血のつながっていない家族が増えたり、父親がいても、単身赴任のために同居していない場合もあったり、家族といっても、いろいろなケースがあります。

　たとえばアメリカだったら、もともと個人を尊重する国ですから、べつに血がつながっていなくても、一人の人間として接したらいいということで、家族としてのかたちにはなっています。だから、一般論でいえば、そうした問題はすでにクリアされています。

　しかし、人間の心というのはそう簡単ではありませんから、それにともなう微妙な問題もなにかと出てきます。

　最近のアメリカの児童文学には、血のつながらない親に育てられた子どもが、一度も同居したことのない実の父親や母親を探し求めるといったストーリーがよく登場します。やはり、血がつながっているというだけで、なんとかして会いたいとか、話をしてみたいといった気持ちは、抑えきれないものとして存在します。もっとも、会って幸せだったとか、むしろ会わなければよかったとか、その結果はさまざまですが。

　その一方で、血がつながっている親子にしても、老人ホームに入っている親のところに月に一度、定期的に面会にいくというようなことで、世間的な、あるいは一般論でいうところの義務は果たしたという考え方が、アメリカあたりではすでに制度として確立している面があります。

　その意味でいえば、血がつながっていない家族が増えるというより、家族がバラバラになっていく傾向のほうが強くなっていくような気もします。あるいは、家族ということをあまり意識しないようになっていくと言い換えてもいいでしょう。

　そこで、家族とはなにか、家族のつながりの根本はなにか、なにを称して家族と呼んでいけばいいのか……岩宮さんのご質問の趣しゆ旨しはそういうことだと思いますが、その意味では、すでにご自身でも述べておられるように、「信頼関係」というほかないのではないでしょうか。これがもっとも大事な要素だと思います。

　石川さんは、「血のつながらない親が子どもを育てることの意味」も問うておられますが、この人と運命をともにしていくのだという気持ち、理屈を超えたつながりというものを大事にしていけば、体験できるということです。それが体験できれば、血なんてつながっていなくてもいいのです。

　実際に血がつながっていても、相互の信頼関係の面ではぷっつりと切れてしまっている家族はいくらでもあるのですから。





苦労をするからすばらしい



　山さん王のう教育研究所のスタッフである三み浦うら亜あ子こさんは、家族を持つことの意味づけについて、次のように述べておられます。

「これから家族を持とうとしている人たち、家族を持つことに尻しり込ごみしている人たち、家族の問題にいままさに苦しんでいる人たちに向けて、そして、われわれ心理臨りん床しよう家かがそのような方々とともに歩みつづけることができるように、なにか希望を抱けるような言葉をいただければ幸いです」

　当然のことですが、家族を持ったら、持ったなりの苦労というのをしなければならなくなります。それを苦労と考えるかどうかは別問題として、独身だったころにはしなくてもよかったことをしなければならなくなります。子どもが生まれれば、なおさらです。

　そして、そうした家族の問題で苦しんでいる人たちもたくさんいます。

　私はいわゆる「家族のための苦労」というものに価値があると考えていますし、家族のための苦労をするからすばらしいと考えていますが、当然ながらそういうものを好まない人もいます。子どもの不登校とか非行などで苦しんでいる家族が身近にいたりすると、わざわざそんな苦労を背負いこむことはないと考えて、家族を持つことに尻込みする人も出てくるわけです。

　昔だったら、自分の老後や死後のことなど、家族を抜きには考えられませんでしたが、いまはそういうこともお金で解決がつくし、家族がいなくてもお金があれば生きていくことができると考える人が増えてきました。そっちのほうが楽だからです。

　でも、ほんとうにそれで幸せなのか、それでもいいのかということを、もっとみんなで論じる必要があるのではないでしょうか。

　むしろ、家族を持つことの苦しみというものに大きな意味があるのではないか、手間のかかること、面倒くさいことをやるおもしろさというものもあるのではないか、そういうことをよく考えてみるべきだと思います。

　昔の人は、そういうことをあまりよく考えないで結婚していました。日本のすごいところは、そういうことをことさら考えたりしなくても、うまくやっていけた点だと思います。

　子どもをつくれば苦労は増えるわけですが、そういうことは当たり前のこととして、抵抗なくやっていました。そうやって、ご先祖さまから子孫まで、自分たちのイエ（家か名めい）のもとに自然につながっていくという仕組みになっていたのです。

　ところがいまは、イエとか家名なんて必要ないし、たいていのことが機械とかお金の力でできるようになりました。そこで、そんな苦労をさせられるくらいなら家族なんかいらない、というふうになってくるわけですが、ほんとうに自分の人生にとってそれがベストなのか、もう一歩踏みこんで考えてみる必要があると思います。

　昔は、自分も親のように生きるものだと、みんなが単純に思っていました。親の決めた人と見合いをし、結婚して、子どもをつくるということが、普通に行われていました。それで、「人生とはこんなものだ」と思いつつ、みんな生きていたわけです。

　しかし、しだいに、「そんなことはないのではないか」と思うようになってきましたが、そんなことがないのなら、ほんとうはどうなのかと考えなければならないのに、いまはまだそこまでいっておらず、中途半端なところでとまっている状態だと思います。

　そこを一歩踏みこんで、日本人がその先のところを自覚しだしたら、日本の社会のあり方がもう少し変わるのではないかと思います。

　年金問題でもそうですが、早晩、考えざるをえない状況になってくるでしょう。いましばらくは少子化が続いても、そのうちに必ず変わってくると思います。





おもしろい人生を生きるなら



　親の人生を見ていて、人生なんてこんなものだと考え、自分もそれで生きようと思ったら、親の職業を継いだらいい。これがもっともわかりやすいでしょう。親のとおりに生きて、親がたとえば喧けん嘩かばかりしている夫婦でも、人生なんてそんなものだと思えば、自分も喧嘩ばかりして、そのまま生きていけばいい。

　ところが、父親が農業をしていても、自分は医者になりたいと思ったらなれるとか、親が夫婦喧嘩ばかりしていても、自分は仲のよい夫婦になれるとか、変えようと思えば変えられるということがわかってきました。

　ところが、なろうと思えばなれるとか、自分の好きなことをして生きるとかいうけれども、それを現実に実行するには、たいへんな努力をしなければなりません。そのことを知らない人が、いまはまだとても多いようです。

「親がなんであれ、自分の好きなものになれる」というのは、スローガンとしては間違っていませんが、「ぼくはプロ野球の選手になる」といっても、誰もがなれるわけではありません。そのときになって、「なんだ、なんでも好きなものになれるというのは噓うそだったのか」などと本気で考える人がけっこういるのです。

　ほんとうの個人主義の国では、小さいときから訓練を受けていますから、昨さつ今こんの日本などとは根本的に違います。子どもに対する責任感を持たせるための訓練は、すごくきびしく行われます。

　ところが日本では、どうせ大人になったら親と同じように苦労を背負って生きるしかないんだから、せめて子どものうちは好きなようにして暮らしなさい、ということでやってきました。

　そこを変えるとなったら、ものすごく強くならなければならないし、さらに苦労を強しいられます。女性でいえば、結婚すればなんでもうまくいくと思いやすいけれど、結婚して子どもをつくって育てるというのはほんとうにたいへんなことです。

　このごろはそういうことがわかるようになってきたので、それくらいならやめておこうか、というようなことにもなるわけですが、私から見ると、そういう苦労をしない人生なんて、おもしろくもなんともないのではないかと考えてしまいます。

　手間のかかることとか、面倒くさいこととか、そういうことを一つ一つやるおもしろさというものを理解してほしいと思うし、いまはそうしていても、面倒を回避して生きていくのはおもしろくない人生なのだと、そのうちにみんなわかりだすのではないかと思っています。

　少し前までは、日本はモノがなかったし、自由もありませんでした。いまはモノもあるし、自由にもなりました。しかし、それだけではなにかもの足りないということが、だんだんとわかってくるのではないかと思います。

　苦労していないと幸福になれないということがあります。苦労するから幸福が見えてくるということもあります。このパラドックスが、もう少ししたらみんなにわかってくるのではないかと私は期待しています。

　私たちが子どものころは、ともかく苦労はしたくない、こんな苦労がなかったらどんなに幸福なことか、と思って生きていたものです。実際に、親が朝から晩まで働いても月給は安い、モノはない。こんな苦労がなかったらどんなに幸福だろうかといつも考えていたことを、私はいまだに覚えています。

　それで、やっとそうした苦労がなくなって、お金やモノが手に入るようになりました。そして、われわれが待ち望んでいた幸福というものが、じつはこんなに味気ないものだったのかということが、もう少ししたらわかってくると思います。





苦くる楽たのしいの最たるもの



　いまペットブームで動物を飼かうことがはやっていますが、犬とか猫もかなり手間のかかる存在です。ほんとうにその動物を愛し、家族の一員としてあつかい、それが死んでからも手厚く葬ほうむり、命日には墓参りを欠かさないという人もいます。

　その一方で、とくに子どもにせがまれて安易に動物を飼いはじめた人の中には、世話が面倒になると、簡単に野山に捨ててしまったり、施設で処分してもらったりするケースも少なくありません。単なる愛あい玩がん動物と考えるか、家族の大事な一員と考えるかで、動物の運命にも大きな違いが生じてきますが、そのへんのことを考えると、いまの家族というものに対する考え方の多様さというか、中途半端さがわかるのではないでしょうか。

　中には、自分たちの子どもを意識的につくらないようにして、夫婦でペットを飼って大事にしている人たちもいます。あるいは夫そっちのけで、ペットに入いれこんでいる奥さんもいます。子どもの場合は、自立させていかなければならないし、思春期以降ともなると、なかなか自分たちの思うようにいかなくなるけれど、ペットならいつまでも自分の好きなようにできる、ということなのでしょうか。

　ペットに対し、普通では考えられないような多額のお金をつぎこんで、それがほんとうにペットのためになっているかどうか疑問に思われるようなことをしている人がいます。それは、傍はた目めにはなみなみならぬ苦労に見えますが、私など、そういう苦労を家族に対してしたほうが、よほど自分の生きがいにつながるのではないかと思ってしまいます。

　以前、作家の遠えん藤どう周しゆう作さくさんとお会いしたときに、「小説を書くのは苦くる楽たのしい」と言われた言葉が強く印象に残っていて、いまでもよく引用させていただきます。ほんとうに楽しいことをつきつめていったら、必ず苦しみがつきまとうものです。

　でも、ただなんとなく楽しいというだけでやっていることからは、それほどの満足は得られません。家族というのは、まさに苦楽しいの最たるものではないでしょうか。





どうしても欠かせないこと



　一つの考え方として、このまま家族というものがなくなってしまうのではないかと見る人もいますが、私はそうは考えません。人間も動物の一種であるかぎり、種の保存という本能（ＤＮＡ）を持っているからです。

　たとえば、ご先祖さまから子孫につながっていくという考え方は、種の保存という本能に由来していると見ることもできます。夫婦の場合、離婚してしまえば他人ですが、子どもは、いくら勘かん当どうしても、完全な他人にはなりません。

　ただ、いまはそのあたりのきちんとした規き範はんとか価値観がないまま、中途半端な状態でみんなが勝手な方向に動いています。しかし、そういうものがなければ、人間としての社会生活は営いとなめませんから、家族であることの意味、父親とか母親であることの意味をもう一度意識しなおし、みんなで議論をしなければならない時期だと思います。

　昔は、意識しなくても、自然にうまくいくようになっていました。だから、ことさら夫婦の対話とか親子の対話など必要ありませんでした。黙っていたら、みんなうまいこといっていました。

　ところがいまは、そこを意識していくことが必要になってきたので、どうしても対話が欠かせなくなりました。これは難なん儀ぎなことですが、努力をしなければならないし、そこが現在のもっともむずかしいところだと思います。





会話下手なお父さんへ



　兵庫県でトライアル・ウィークということで、中学生が社会的体験を一週間するという企画を行っています。

　中学生がそれぞれ保育園とか、町の電器屋さんとか、自分の好きなところに行って手伝いをしてくるというものですが、そのあとで、中学生とその親からアンケートをとった結果、「家族との対話が増えた」という回答がとても多かったそうです。

　ただ、その受け取り方が、子どもと親とでは少し異なっていて、親はそのことでとても喜んでいるけれど、子どものほうは、親との対話が増えたことは増えたけれど、あまり満足していないようです。

　なぜかというと、子どもが家に帰ってきて、「お父さん、今日は保育園へ行っておもしろかったよ」と言っても、「ああ、そうか、それはよかった。これからもしっかり頑張りなさい」で終わってしまうからというのです。

　親のほうはそれで対話をしているつもりでも、子どものほうは、具体的なことはなにも話していません。そのときに、親が、「ほう、なにがそんなにおもしろかったんだ？」と聞き返せば対話になっていきますが、その前で親のほうがやめてしまうのです。どうも親は、子どもの言うことを聞いて一緒に考えるのではなく、自分の考え方で子どもをうまく動かそうとしているような気がしてなりません。

　母親のほうはわりと子どもと対話をしていますが、父親はあまりやろうとしない。なぜそうなってしまうかというと、日本の社会では、父親が組織の中に組み入れられていることが多いからです。

　組織に属する人間にとって、もっとも大事なのは組織を維持していくことです。だから、ほかの話をすることは、あまり推すい奨しようされません。上司になにかを命令されたときに、「それより、こんなおもろい考え方がありますよ」などと言ったりしたら、自分の評価が悪くなってしまいます。上司から言われたことを、口答えすることなく、迅じん速そくに処理していくのが好ましい世界なのです。

　そうしたシステムの中に組みこまれているため、家に帰ってもそこから抜けだすことができず、奥さんや子どもが話しかけても上うわの空で聞いています。それどころか、そういうのが世の中の役に立つ人間だと勘かん違ちがいし、子どもに対しても、そういう人間になることを望んですらいます。

　もちろん、こういうパターンの中にいると、ストレスがたまります。そこで、仲間だけで飲みにいっては、グチやら上司の悪口、会社に対する不平や不満を言いあう。しかし、それは飲んだときだけで、翌日になると、またなにごともなかったかのように組織の中に戻っていきます。

　飲んで発散したり、楽しんだりすることは、仕事の仲間としかできません。そういう会話は家ではしない。結局、家でなにもしゃべらないから、家族の中で父親がしだいに疎そ外がいされていくのは当然でしょう。





ときには対決も



　ただ、父親が家で話をしようとすると、けっこうむずかしいものがあります。

　世をあげて省エネが叫ばれていたころ、ある会社で電気代を節約するために、社員は階段を利用しなければならないという規則をつくりました。お客さん以外はエレベーターを使ってはいけないというわけです。

　ところが、規則を無視してエレベーターに乗ってしまう不心得な社員があとを絶たない。そこで、総務部の課長さんが柱の陰に隠れて見張っていて、不心得な社員をつかまえては叱しかり、規則を徹底させるようにしました。

　その課長さんの家での話ですが、いままで家で自分の仕事の話をしたことがなかったので、奥さんや子どもたちは、父親なんて会社で適当なことをしてのんきなもんだと思っている。そこで、自分がそんなに簡単に給料をもらっているわけではなく、そのためにいかに涙ぐましい苦労をしているかを知ってもらおうと、はじめて自分のしている仕事のことを話しました。

　父親としては、エレベーターの前で見張って、こんな苦労をしてやっと月給をもらっているんだということをわかってもらいたかったのですが、その話をしたところ、息子と奥さんは、腹を抱えて大笑い。

「日本の会社って、そんなアホなことをしていても月給をくれるのか。ええなぁー」

　この課長さん、せっかく自分の苦労話をしたつもりなのに、逆にバカにされて、かえって評価を落としてしまいました。

　これは実際にあった話ですが、対話というのは、ときには恥はじをかかされることもあって、なかなかむずかしいものです。それで、最初からあきらめてしまっているところがあります。しかし、これから新しくはじめることなのだから、一度笑われたくらいでやめてしまうのではなく、もう一歩踏みこんでいただきたいのです。

「おまえら、ゲラゲラ笑っているけど、鉛筆一本、消しゴム一個でも節約し、そんなつまらんこともやっていかないと、日本の会社は成り立っていかないんだぞ」

　そういうことを話したら、その先、いくらでも対話がつながっていきます。ときには、対決を通して家族のあり方をつくりだしていくことも必要です。

　たしかに自分の主張を述べるのは面倒くさいかもしれません。日本人は和の精神を先行させすぎるところがあって、自分の考えを口にするのが苦にが手てです。なるべく平和のほうがいいから、踏みこんで言うと喧嘩になるかもしれないと思ったら、そこでやめてしまう傾向があります。ようするに、表面的なおさまりのほうを大事にしすぎるのです。

　従来はそれがよかったかもしれませんが、これからは、そのあたりも少しずつ変えていく必要があります。いまのように個を大切と考えるかぎり、対決の必要性が生じてきます。だから、父親や母親がよほど頑張らなければならないのです。





家庭科で家族について学びたい！



　アメリカで開業されているユング派心理分析家のリース滝たき幸さち子こさんは、当然ながらアメリカの現状に精通し、そうとうにシビアな事例と向きあっておられると思います。こんな質問を寄せられました。

「アメリカでも日本でも、家族が傷つきやすい状態になっています。臨床の場でも感ずることですが、人間関係を築きずくというのは、実際の建造物をつくるのと同様、人が寄ってデザインし、どんな家庭を持つのかを考案するものだと、家族療法の領域では考えられています。それには専門技術が必要です。以前のように、自然に愛しあって自然に家族ができていく、親をお手本にして家族を育てていくやり方だけでは、どうも安心できないこのごろです。

　先生は公のお仕事もされているので、なにかこれに対する名案はないものかと思うのですが。たとえば教育の場です。家族のつながりを健全なものにするために、教育の場で家庭生活に必要な人と人との信頼関係を築く技術、話しあいをする技術、栄養や健康な体をつくるための技術などを子どもたちに早期教育をするというのはどうでしょうか。成人になるまで、そのレベルに応じた知識を学校で提供するのです。もちろん単なる知識だけでは役立たないでしょうが。

　私の時代には家庭科で、家計のこととか、サンドイッチとかマヨネーズのつくり方、お裁さい縫ほうのやり方などを習いましたが、もっと家族とか家庭生活、家族計画について学ぶときがきているのではないかと考えます。以前は家庭科の先生がそれを受け持っていたと思いますが、われわれ心理臨床の知識を持った者が、なにか将来の家族を築くために貢献できるのではないかと思うのですが、家庭生活を不健全なものにしないための予防策について、先生の考えをお聞かせください」

　リースさんの言っておられることで興味深いのは、ほんとうの意味での家庭科というのを、もう一度、考えてもいいのではないかという点です。

　日本では家庭科というのがしだいに家政学になっていき、「学」というのがついたために、いわゆる学問でないといけないということになってきました。そうすると、人間の家族の生き方というようなことは、学問にならないわけです。そして、家政学部というのが、だんだんと理学部とか工学部の下した請うけのようなことをするようになっています。本来の意味での家政とか家庭とかをテーマにしても、学術論文として受け入れてもらえないからです。

　そこをもっと、いまふうに工夫するなどして、生身の家族にとって意味を持つ学問にしていくことが必要ではないでしょうか。

　たとえば、ロミオとジュリエットの物語は学校でもよく習います。ところが、「自分が恋愛したときにはどうするか」「親に反対されたらどうするか」「結婚したあとで、べつの好きな人ができたらどうするか」というようなことは、生まれてからずっと誰にもきちんと教えてもらいません。

　実際の人生に役立たないことばかり習っていて、人生で大事な部分というのは、どこでもほとんど習っていないというのが実情です。

『源げん氏じ物語』を原文で読んで、光源氏のまわりにどんな女性がいたかということは習っても、自分が特定の異性をほんとうに好きになったらどうするのかということは習わないし、教えるほうも教えようとしない。せっかくいい教材があるのに。

　いまこそ大学で、そういう意味における本来的な家政科とか家庭科というのをつくったら、どんなに役立つことでしょう。

　ここが学問になりにくいのは、子どもの育て方にしても、夫婦のことにしても、決まった定説とか法則が成り立つ分野ではないからです。つまり、みんな個々に人が違うのだから、定説ができるはずがないわけです。

　しかし、大まかな理論はできるし、それを個々の場合にあてはめて、こういうときにはこういうやり方もあるとか、こういう考え方をした人はこうなったとか、そういうことを習うだけでも、ずいぶん役に立つと思います。

　あるケースが起こったときに、こういう対処をしてこうなった人と、またべつの対処をしてこうなった人がいるというようなことは、ある程度は体系化できます。もちろん、そのことを知っていたからといって、個々の場合に誰でも明快な答えを出せるわけではありません。人生とはそういうものです。

　ところが、たとえばある種の繊せん維いを燃やしたらどうなるかというようなことは、実験によって答えが出て、正確な統計もとれます。だから、一応、学問としての形態を成しています。しかし、それが私たちの人生にとって、なんのためにどれだけ役に立つかというと、たいしたことはない。日本のいまの家政学は、そちらのほうへ行きすぎていると思います。

　家政学だけではなく、このごろは保育学とか看護学まで、そういう傾向が目立つようになりました。現実の介かい護ごのための看護をするにはどうしたらいいかということより、医学とか心理学とかのちょっとした下請けみたいなことを習ったり、そちらに傾きすぎています。

　そうではなく、これからはもっと現実に役立つことを大学で教えてもいいのだということを、積極的に提唱していく必要があるのではないでしょうか。

　昔は、そういうことは家庭の中で親から子どもに自然と伝わっていました。その繰り返しで、だいたいはできていました。ところが、いまはなかなかそれもできないし、そのシステムもこわれてきています。だから、そういうことをいまの人たちはどこでも習ってきません。考えてみたら、課長とか部長が部下を使うより、家庭で子どもを育てるほうがはるかにむずかしいのに、そこがなおざりにされています。

　会社には利り潤じゆんの追求という目的があって、すでにそのためのシステムもできているけれども、家庭では自分でシステムをつくっていかなければならないから、とてもたいへんです。学校でも、そういうことをもっと教えるべきだと思います。





自分の答えをつくりあげる練習



　家族とか家庭生活を学ぶというのは、体系を勉強するのとはまったく違います。自分で考え、自分で対処し、自分でつくりあげるということを学ばなければならないから、教え方も大きく変わってきます。

　教える側が答えを持っていて、それを探させるというのではなく、みんなが自分なりの答えを、どのようにつくりあげていくかということの練習ですから、従来の教育システムとはまったく異なってきます。

　そういうことを大学の道徳教育の講義でやった先生がいます。たとえば、なにかのときに、友だちの言うようにしたほうがいいか、親についていったほうがいいか、迷うときがあります。そういう具体的なテーマを与えて、みんなで話しあいをさせる。それを「考える道徳教育」ということでやったところ、聴講生がすごく増えたそうです。

　一度、小学校でもそのような授業をやったことがあって、いまでも教科書に載っています。自分が前日に宿題をやったけれども、翌朝になったら、そのノートがどこを探しても見当たらない。しかたなくそのまま学校へ行く。そして、先生から「宿題はどうしたのか」と聞かれたときに、どう答えるか、というものです。

　小学生のほとんどが、「宿題はしてこなかった」と答えたそうです。「ちゃんと宿題をしたのに、どうしてしなかったと答えるのか」と聞いたら、「うちの父さんは弁解をするといつも怒る。ぶつくさ言わずに素直に謝あやまれって」。

　あるいは、「ほんとうはやってきたなんて言っても、どうせ噓をついていると思われるに決まっているから」という答えもありました。

「噓だと思われるほうがもっといやだ」と言う子に、別の子が、「やったものをやってこなかったなんて、おまえこそ噓をついているじゃないか」と言ったら、「うーん」と考えこんでしまったとか。

　グループで話しあいをする場合、多くても十人くらいが限度ですからむずかしい点もありますが、こういうことを大学でももっとやればいいのではないかと思います。





モノやお金に動かされすぎると



　リースさんのご質問の中の、「家庭生活を不健全なものにしないための予防策」についてですが、家族のためにやっていると思っていることが、ほんとうにそうなっているのかということを、いま一度、考えてみる必要があるのではないでしょうか。

　たとえば、家計を助けるため、子どものためということで、お母さんがパートに出ている家庭は少なくありません。ところが、自分は子どものために必死に働いていると思っていても、パートから不機嫌な顔をして帰ってきて、子どもを怒鳴りまくったりしているとしたら、どうでしょうか。

　そんなにいやなら、無理に働かなくても、家にいてニコニコしていたほうが、どれだけ子どものためになるかしれません。いまはみんな自分の欲望を満たすことばかりに気がいきすぎて、モノとかお金に動かされすぎているような気がします。

　父親も仕事、仕事で、帰りがいつも遅いから、家族全員で食事をとることなどめったになく、みんなバラバラで食べています。そんなことまでしてやっていることが、それほど意味を持っているのか、よく考えたほうがいいのではないでしょうか。

　お金も必要だし、働くことにも意義があります。しかし、それと家族全員の成長や幸福ということのバランスをよく考えなければならないと思います。

　昔の「イエ」は個人の自由を奪いすぎるので、われわれ日本人もそろそろ「イエ」を出て、一人の人間として自立していくことを考えねばなりません。しかし、人間は「自立」はできても「孤立」はできないのです。やはり家族のあいだの温かい人間関係に支えられてこそ、本来の自分らしさを生きられるのです。

　その意味では、やはり家庭が大切であり、それは従来の日本の「イエ」と異なり、家族の対話を大切にする「家」になっているはずです。そのことを私は、「イエ」を出て「家」に帰る、という表現で示しています。





第二章　親子・夫婦の不協和音












親から一番言われたくないセリフ



「家族のあり方にかかわったりするとき、『親である以上に親となる』『家族である以上に家族の一人になる』ことの大切さとむずかしさを痛感させられます。ほんとうに対決を通して家族のあり方をつくりだしていくことや確認する作業を、われわれ現代人が回避せずに向きあっていけるために、ご意見をお聞きしたい」

　金きん城じよう孝こう次じサイコセラピーオフィス所長をされている金城孝次さんから、親と子、家族の一員としてのあり方に関する質問がありました。

「家族とはなにか」については、第一章で述べてきましたし、三浦亜子さんの問題提起とも関連しますが、この問題をここでは親の権威という面から考えてみたいと思います。

　戦後は権力というものが否定されたため、同時に権威というもののよさまで捨てられ、忘れられてしまいました。

　父親や母親は権威を持っていなければならないのに、それを「私は子どもと一緒にやっています」などと言っているからうまくいかないのです。親と子どもは絶対に一緒ではありえないのに。

　親としての権威というのは、けっして独裁権力のことではありません。これは私も大嫌いです。そうではなく、自分はこういう生き方をしているのだというものを自覚的に持っていることです。これは内部からにじみ出てくるものです。どんなことがあっても、これだけは絶対に崩くずさないというものを持っている人は、傍はたから見ていても威い厳げんを感じさせられます。

　これはある意味では、金城さんの言われる「親以上に親になること」に通じるものがあるのではないかと思います。

　いろいろな家族問題を起こしている子どもが、もっとも親から言われたくないセリフは、「誰のおかげで飯が食えているんだ」という言葉だといわれますが、それを口に出して言うと、権力のふりかざしになります。そういうことを言わなくても、「おれはこういう人生観を持って生きているんだ」というものを持っていれば、それが自然に権威になるのです。

　昔は、家族を食べさせるというのが父親の最大の役割でした。「大だい黒こく柱ばしら」という表現にも見られるように、それをやっていたら一家の主あるじとしてはほぼ十分でした。それで尊敬されていました。その他のことは、ことさら意識しなくても、自然にできていました。

　だから、そのことを言いたがる気持ちはわかりますが、いまやそれだけやっていれば十分という時代ではなくなりました。それだけでは権威にならなくなったのです。

　昔読んだアメリカの本に、『土の父と天の父』というのがありました。一家を食べさせるのは「土の父」です。それに対し、「天の父」というのは、「人生はこうだ」とか、「おれはこう生きてきた」というのを打ちだすこと。それも持っていないと、ほんとうの父親になれないということです。

　その点、欧米人は共通の認識として神というものを持っていますから、そうした考え方が受け入れられやすいけれども、戦後の日本では、古いものを捨てたあと、神に相当する新しいものをまだつくりえていません。だから、よけいにむずかしいのです。

　日本人の父親が、五十歳を過ぎて会社が倒産したり、リストラされたりしたら、たいへんです。「おれはこう生きてきた」なんて、とても言えないでしょう。

　そのときにも、天なる父の系けい譜ふがあって、それを生きている父親は理解されます。「お父さんはいまは不運でそうなっているだけだ。だから、いまはわれわれが頑張ろう」ということで、一家がまとまっています。それは、父親に権威があるからです。





子どもの苦労を見ていられる強さ



　甲こう南なん大学教授で学生相談室のカウンセラーをされている高たか石いし恭きよう子こさんは、親の子離れの問題を取りあげておられます。

「学生相談の仕事をしていて、私が最近とりわけ強く感じるのは、親が子を手離すことのむずかしさについてです。相談に訪れる学生さん自身は、仲間関係をうまく持てず、孤独と自己不確実感を抱きながら引きこもっているような場合でも、親のほうはわが子にこうあってほしいという思い入れから、どうしても離れられないことが往々にしてあります。成人して何年もたった子が、司法試験を受けたい、医学部を受けなおしたいなどと言えば、多少無理をしてでも高額な費用を払いつづけようとさえします。そして、その『愛情』こそがわが子をさらに追いつめる危険性をはらむことに気づかないのです。ますます少子化が進むこれからの時代に、どうすれば親は子を手離す（子別れする）べき時機を的確に知り、実行する勇気を持つことができるでしょうか」

　学生相談における実例に基づいて、とても大事なことを指摘されています。

　親というものはなかなか子どもから離れられなくて、死ぬまで子どものことが気になると言います。私も母親からよく聞かされたものです。

「土をかぶるまでは、子どものことを考えつづけるのが親だ」などと言っていましたが、昔は幸か不幸か、考えるだけで、お金もモノもないし、日々の生活に追われていましたから、実際にはたいしたことはできませんでした。それでバランスがとれていましたが、いまは、しようと思えば、お金でたいていのことができる時代です。そこで、なにかとむずかしい問題が生じてくるのです。

　子どもがちょっとした思いつきで、「司法試験でも受けてみようか」と言ったら、「五年かかっても、六年かかってもいいからやりなさい。お父さんも頑張るから」ということが、言うだけでなく、いまでは実際に可能なのです。

　昔は、「自分は芸術で身を立てたい」などと言っても、「それなら自分で勝手にやれ」となるから、ほんとうに才能がない人はどんどん落ちていきました。ところがいまは、だめな人でも、親がお金を出してくれるから、いつまでも宙ぶらりんのままでいられます。そういうことも関係していると思いますが、フリーターみたいな人もたくさん出てきました。

　お金と時間を持つようになったら、その使い方でよほど鍛きたえられていないと、かえって不幸になるということをあらわしているような気がします。いま日本人は物質的には豊かになったけれども、心の準備が追いついていないため、問題があらゆるところに出てきているときだと思います。

　ですから、これから自分が親になって子どもを育てていく人は、子どもから離れて一人の人間として生きていく覚悟と、そのための準備を欠かすことができなくなります。そして、そのためには、親が確固とした自分の世界を持っていることがとても大事になります。自分が自分の世界を持っていれば、子どもには子どもの世界があるということも、おのずとわかるでしょうから。

　たしかに、親としては子どもに苦労をさせたくないというのが正直な気持ちでしょう。だから、子どもが苦労していなければうれしいと思ってしまうけれども、人間というものは、苦労なくして成長することはありえません。「かわいい子には旅をさせろ」の諺ことわざどおり、親には子どもの苦労を見ていられるだけの強さが必要です。

　そのためには、親になって子どもを育てていくということはどういうことかということを根本的に考えなおし、そのための準備をし、訓練もしていく必要があります。それによって、これからの家族関係に必要な父親の力、母親の力というものをつけていかなければならないのです。

　従来はそういうことをしなくても、いわば自然現象的にうまくいっていましたが、これからは、日本中が金持ちになってきたので、そうはいかなくなってきました。昔だって、特別にお金のある家は、むしろそのことで苦労していたものです。それを、みんながしなければならなくなったわけです。ですから、そういうことをどこかで教えていく必要があります。





いまは母性がもぬけの殻



　ノートルダム清せい心しん女子大学児童学科教授の平ひら松まつ清きよ志しさんは、虐ぎやく待たいの問題を取りあげています。

「家族の問題として、虐待が注目されていて、単純に父性、母性の未熟ではすまされない、現代日本の心理臨床的課題であると思われます。そういう中で、河合先生はかつて『現代の女性が個人を確立して自立的に生きようとするときに、子どもが〈母〉を求めてくると（同時に母親が〈母〉として応じようとすると）、個人を確立していこうとする生き方を否定する方向性として感じられる場合があり、そのことが虐待につながっている場合もあると考えられる』という見解を示されました。

　これは、旧来の母性優位の日本社会と、近年の西洋化・近代化によって個性確立への試みをしはじめた現代日本社会との狭はざ間まに生じた問題として虐待をとらえようとする、従来の虐待論議にはない、まったく新しい観点だと思われます。

　日本人の個性化（ユングの言う自己実現）という点に関しては、なお明確にはとらえられない課題が山積しておりますが、この『日本人の個性化』という課題と、虐待が注目を集める現代日本社会という点から、虐待という事象をとらえるための示し唆さを与えていただければ幸いです」

　父性と母性のバランスがとれているのがもっとも好ましいわけですが、これまでは、日本人の女性というのは、母性の下積みの部分を背負わされてきました。

　考えてみれば、日本の男性にしても、会社へ行って好きなことも言えないまま、組織に組みこまれてやっているわけですから、母性的に生きているといえます。ただ、その分、家に帰ってきてからいばることで帳ちよう尻じりを合わせているわけです。

　このように日本中が母性的な感じで生きてきたのが、いまは、それぞれにもっと自分のやりたいことをやろうという個性化の方向に変わってきています。ただ、男のほうはまだ相変わらず日本的に生きている人が多く、女性のほうが少しフリーだから、自分の生きたいように生きようとする傾向が強くなっています。

　母性には、子どもを養い育てる喜びというものがありますが、単純に、自立とか、生きたいように生きようということを考えだすと、母性とは反対の傾向が強くなって、母性を否定したくなります。

　自分が生きるとはどういうことかを深く考えれば、男でも女でも、父性と母性の両方をバランスよく持っているほうがいいということがわかるのですが、いまの日本はまだそこにいたる前の段階にあるため、どうしても母性に対する否定的な傾向が強くなってしまいがちです。これまで、あまりにも耐え忍ぶ面ばかりが強調されすぎたため、その反動でしかたがない点もあります。

　事実、日本の母親というのはとてもしんぼう強く、苦労の多くを背負いこんでくれました。それがわかっているだけに、日本人は母親のいい面ばかりを強調してきました。たとえば「お母さんは自分は食べなくても子どもに食べさせる」とか、「そんなお母さんのおかげで偉くなった」とか。

　そういう美談をばらまき、ほめちぎっているうちはよかったのですが、しだいに、そんなふうにおだてて苦労という苦労をみんな母親に押しつけてきたのではないかということがバレてきました。女の人たちのあいだで、そこに気づく人が増えてきて、「母性の押しつけはやめるべきだ」という声があがってきたわけです。

　また、「女というのはそういう役割を持ったものなのだ」などと平気で言ったりする人がいるから、よけいにその反動で、「そんなバカな話はない。私たちは自分個人として生きているのだから」という女性の自立意識が強くなってきたのです。

　母性に関する問題は、子どもが母性にあまり深く取りこまれると、自立できにくくなるという点です。そういう子どもが確実に増えてきています。そこで、母性が取りこむほうに傾きすぎると子どもの自立を妨さまたげるということもだいぶわかってきたので、よけいに否定的なほうが強くなり、いまは母性がもぬけの殻からになっている時期ではないかと思います。

　たとえば、否定的になりすぎるあまり、母親が子どもを早く自立させようとして、離さなくてもいいときまで手離してしまったりすることがあります。子ども遺い棄き事件に見られるように。その流れの中で、「私は子どもなんていりません」といった傾向も出てきます。

　いまは逆転して、女性も自分の人生を生きるのだというけれど、「自分の人生」の中に、いままでの母性の単なる裏返しではなく、母性も含めて考えていくのがこれからの新しい生き方ではないかと思うのですが。





どうすれば虐待がなくなるか



　母性に対する否定的な傾向は、母性的なことに対する評価が低かったこととも関係しています。母性的な仕事というのは、あまりお金になりませんでした。それが、女性でも外へ出て働けばお金になるということがわかりました。

　金かね儲もうけにはなっていないけれど、プラスになっているということを評価するのは、いまの世の中ではなかなかむずかしいものです。そこが正当に評価されるようになったら、みんな喜んでやると思いますが、いまはどうしてもどれだけお金になるかで評価が決まってしまいます。技術のほうがどんどん発達していくから、どうしてもそちらに引っぱりこまれてしまいます。

　自立してバリバリやることで自分の価値が認められると思っている人は、家族などいらないのではないかという考え方になっていきます。本来的な人間の幸福というものを考えたら、両面が大切だとわかりますが、いまはそちらの傾向のほうが強い段階です。

　女性が自立的に生きようとする意志は、職業を持つことに典型的にあらわれてきます。そのようにして職業を持ったりしているうちに、なんでも自分の思いどおりにできると思うようになると、ときに虐待が起こってきたりするわけです。

　いまはみんなの考え方が、働いてお金を儲けるというほうによけいに向かっているからむずかしいだけで、全体のことがわかってくれば、いくら女性が働いても母性には変わりがないということがわかってくるのではないでしょうか。

　日本人は男のほうも母性を持っていますから、家庭のことをすべて女性にまかせてしまうということもなくなってくるでしょう。そのときに、なにもかも思いどおりになるものではないし、それが当たり前で、母としての役割も楽しいものなのだということがわかってきたら、虐待など起こらなくなると思います。





こわれた家族関係が再生するとき



　平松清志さんはさらに子どもにとっての親のあり方を問題にされています。

「長引く不況や日本文化の成熟などのさまざまな要因により、父親も母親も仕事、という家庭が少なくありません。離婚や単身赴ふ任にんの増加による実際の不在だけでなく、両親が実在していても心理的には両親不在、あるいは片親家庭という場合も見られます。これは、ある意味では問題です。

　しかし、そのような状況にある子どもたちすべてが、問題を抱えているわけではないと思われます。たとえば、心理療法がうまく展開した場合などには、実際の親とのあいだではかなえられなかった心理的内容がイメージによって補おぎなわれるということを、臨りん床しよう心理士としてともに体験することがあります。

　心理療法を受けることができる子どもたちはかぎられていますので、特別に心理療法を受けることはないとしても、ふだんの家庭生活の中で、イメージによって両親の存在を感じたり、他のものでそれらを補ったりすることは可能ではないでしょうか」

　人の心の中には、実在の父親や母親を超えて、「父なるもの」「母なるもの」が存在します。それをなんとか自分の努力で引きだすことができるようにお手伝いするのが、心理療法の役割です。

　実際の父親や母親がいない人でも、そこを乗り越えることはできます。もちろん、越えるまでには、悪口を言ったり、嘆いたり、悲しんだりしますが、そのあとでだんだんと乗り越えていきます。

　実際の父親や母親でなくても、それにふさわしい人を見つけている場合もあります。たとえば、シングルマザーの子どもでも、小学校の担任の先生を父親のように思っている場合もあります。そういうものをイメージすることによって、子どもは安定していきます。

　先生が父親がわりでずっと続くときもあるし、最初はそう思っていたけれど、だんだんともの足りなくなって、ほかの人を探すという場合もあります。人によっていろいろですが、そういうことができるのも、心の中に自分なりの父親像というのを持っているからです。

　マスコミ等で片親の子どもの非行などが問題にされますが、統計的には、片親の子どもに非行が多いということは絶対にありません。母親がいないとか、父親がいないということが原因で、なにかの事件が起きたかのように単純に思いこんでしまいがちですが、実際の父親や母親がいても、子どもの心の中の父親像や母親像は不在だという場合も少なくありません。むしろ、こちらのほうが大きな問題かもしれません。

　たとえば、親がとても若いときに結婚した家庭などでは、親の年齢が若すぎて、心理的に親になりきれていないことがあります。これは日本でもアメリカでもあります。そういうときに、よく虐待などが起こってきます。親になりきれていない人にとっては、よく泣いたりぐずったりする子どもは、うるさいだけの存在ですから。

　もちろん、そんな親ばかりではなく、子どもができたことで、父親や母親が一段と成長する場合も少なくありませんから、若すぎる結婚が一いち概がいに悪いということもできません。

　平松さんも指摘されているように、家族の欠けている部分をイメージで補うことも可能です。そこが人間のすごいところだと思います。そうでなかったら、心理療法という仕事は成立しないでしょう。

　実際に、父親がアルコール依存症で、朝から酒を飲んで怒鳴ってばかりいて、小こ遣づかいももらえない子どもだって、私たちと会っているうちに、ちゃんと成長していきます。もちろんそこへいくまでにはいろいろな経過があって、はじめから「イメージを与えるから頑張れ」と言ってもどうにもなりません。やはり、嘆いたり怒ったりというところを通過しないと、乗り越えてはいけません。

　こうしたケースではほとんどがそうですが、まず最初に父親あるいは母親に対する恨うらみつらみといったものが出てきます。それを言っているうちに、それを乗り越え、そこを突き抜けて、やっと新しいイメージが心の中に出てきます。

　このようにして、家族関係がこわれていて、それがもとに戻らないという状況の中でも、自分自身の想像力で補うことによって、りっぱに再生していきます。

　こわれた家族関係を、私たちが補修することはできません。初期の怒ったり悲しんだりしている段階で、クライエントである子どもから、「先生からうちのお父さんに意見してほしい」と言われることがよくあります。でも、こちらがうっかりそれをやると、子どもをよけいに悪化させてしまいかねません。むしろ、こちらはなにもしないでいると、本人の心の中に違った動きが出てきます。

　このあたりが一般の人にはわかりにくいところで、先日もそういう事例の話をしたときに、「うまいこと治なおったみたいだけど、では、そのときに心理療法士はなにをしていたんですか」と聞かれました。

　普通の場合なら、父親役の人があらわれて、「頑張れ」と励ましてやることで治っていくということがありますが、私たちはそういうことはなにもしないで、ずっと相手の話を聴きいているだけです。しかし、それでうまく治っていくわけですから、不思議に思われるのは当然かもしれません。つまり、本人の治る力を引きだしていくのです。





早く答えを出そうとしない



　クライエントの心の舞台で癒いやしの劇が起こる状態になっていたときに、ちょうど父親役をする人が登場してきたり、母親役をする人が登場したりすると、クライエントの心の中で劇的に補修が行われて、急速に治っていくことがあります。

　本来はその舞台にカウンセラーは登場しません。ときどき俳優になったり、舞台監督になったりしなければならない場合もありますが、うまくいっている場合は、普通の人から見ると、心理療法士がなにをしていたかわからないくらいです。

　けれども、それだけの苦しい話を共感を持ってずっと聴いていくというのは、よほどのことでないとできないでしょう。そこにカウンセラーの存在理由もあるわけです。

　若くて、とくに熱意にあふれているカウンセラーには、ついつい父親役、母親役をやりたくなる人がいます。クライエントの中には、「先生は聴いてばかりで、なにもしてくれないじゃないか」とはっきり非難する人もいますから、焦あせりが出てきて、早く答えを出したくなり、父親役、母親役をやりたくなってしまうのです。しかし、それをやった場合は、たいてい失敗します。そのへんがとてもむずかしいところです。

　私たちのところに相談にこられて、いろいろなことをしゃべって、しばらくのあいだは、怒るためにきているのかと思うくらい怒りまくる人もいますが、こちらから「こうしろ」とか「ああしなさい」とか言うわけではなく、ただ聴いているだけです。それでも、ほとんどの人が、また次の週もきてくれます。

　人間というのは、自分で話すことによってイメージが確立されてくるものですが、とくに死に物狂いになっていると、思いがけない可能性が出てくることがあります。そこを引きだしていくのが私たちの仕事ですが、考えてみればじつに不思議なことだと思います。





同居離婚、お父さんお母さん夫婦



　現在、京都大学大学院教育学研究科助教授で、精神科医として病院勤務もされてこられた角かど野の善よし宏ひろさんは、夫婦関係の永続性について問題を提起されています。

「家族の基礎となる夫婦関係の中で、伴はん侶りよとなる人物は、実際にこの世で永続する関係を保つことのできる相手なのでしょうか。夫婦としてお互いの関係を強め、信頼を高める努力をしていたとしても、どうしても年月を経る中で内的なつながりが切れていき、心が離れていく場合もあるように思われます。夫婦にとって意識的な努力をしても、いかんともしがたいものがあるように思われます。現実に、お互いの性格においても実生活においても大きな不満がない場合でもです。このような場合、安易でない考え抜いた離婚も一つの必然的な選択できる道になるのでしょうか」

　理屈どおりにいえば、考え抜いたうえでの離婚も選択肢の一つになりうるでしょう。

　ただ、よく考えなければならないのは、子どもがいる場合です。もちろん、親の離婚によって子どもがみんな不幸になるとはかぎらず、うまくいっている子はたくさんいます。もっとも問題が大きいのは、父親も母親もともに「自分は子どもはいらない」というケースです。

　父親と母親とで子どもを取りあいしてくれたほうが、よほどましです。この場合、子どもは、自分はどちらからも好かれているとわかるけれど、どちらからもいらないと言われた子の心には、とても深い傷が残ります。

　最近は、父親が子どもを引き取るケースが増えています。これは、父親のほうがまだ考え方が保守的で、家か名めいを継つぐ人間がいてほしいと思っているところがあるからかもしれません。父親の両親にも、跡あと継つぎさえいたら嫁はいらないと思っているところがあります。

　それに対して、女性のほうはそうした因習からフリーになっていますから、なるべく面倒なことは回避して、自分の好きなことをしたいと思いがちです。

　それにしても、角野さんも述べておられるように、離婚をするにしても、考え抜き、話しあい抜いた結果であるということが大事です。むしろ、冷えきったままで、話しあいもせずに夫婦でいることのほうが問題です。この、いわゆる同居離婚というのが、いまけっこうあって、日本の大きな問題の一つだと思います。

　夫婦としてのつながりは切れても、子どもの親として同居している場合もありますが、これならまがりなりにもまだつながっています。「夫なんて思わないけど、子どもの父親だと思うから」というのが、じつは日本の夫婦関係にはとても多くて、夫のことを「お父さん」、妻のことを「お母さん」と呼ぶのも、日本的な夫婦関係の特色をあらわしているのではないでしょうか。これもなかったら、子どもはどうしようもありません。

　日本的曖あい昧まいさとも関係しますが、意識していないつながりというのを、日本人は持っています。表面上は、「うちの家内は自分で勝手にしています」とか、「亭主は亭主で勝手にやってるわ」などといって、論理的には切れているようだけど、意外なところ、あるいは深いところでつながっている夫婦というのが、日本には少なくありません。

　それこそ欧米流にいえば、「あんな冷えた夫婦がなぜ……」と思われるけれど、案外、底のほうは冷えていない。その点、多くの人が指摘するほどには、憂ゆう慮りよすべき状態ではないような気もします。





両親の離婚と子どもの心理



　それにしても、離婚が家族の消滅であることに変わりはありません。やはり、子どもには大きな出来事です。子どもにとってはお父さんとお母さんなのに、その両親同士が関係なくなるわけですから、考えたら大事件です。

　ただ、親が離婚した子どもで、しっかりやっている子もたくさんいます。離婚したときの子どもの年齢によっても、影響に差が出てきます。子どもに対する説明のしかたも重要です。

　子どもがある程度大きくなっていれば、親としてだけでなく、両親をそれぞれ一人の大人として見ることができますから、子どもによっては、「お父さんとお母さんはもう別れたほうがいいんじゃないか」などというケースすらあります。

　日本でも離婚はこれから増えるでしょう。日本はもともと「しんぼうする」という文化で持っていたところがありますが、モノが豊かになってから、しんぼうすることがなくなってきました。さらに、夫婦での年金の分割などがはじまると、ますます増えると思います。

　両親の離婚というのは、子どもにしたら、父親か母親が自分を捨てて出ていくことだと思ってしまいますから、どんなかたちであったにしても、子どもにとってはきつく、つらいものです。

　私のクライエントの中にも、親の離婚が大きくのしかかっているというケースが少なくありません。まだ小さな子どもは、自分の父親や母親を絶対的存在だと思っています。その絶対同士がいさかいあうのですから、それこそ自分の支えそのものをおびやかされることになります。その意味では、離婚の前の、子どもの前で行う夫婦喧げん嘩かも子どもにとっては大きな精神的負担となります。

　中には、自分のせいで両親が離婚することになってしまったのではないかなどと、罪ざい悪あく感かんを抱いている子さえいます。その逆に、見返してやろうという気持ちで、「お父さんなんかいなくたって自分は大丈夫だ」「お母さんなんかいなくたって私はやっていけるんだから」というところを無理に見せようとする子どももいます。

　人間の心は複雑で、一人一人みな感じ方が違っています。同じ人でも、年齢によっても違いますから、そのへんのところをよく考えて行動しないと、大きな禍か根こんを残すことになります。





トロフィーワイフと糟糠の妻



　人間環境大学教授であり渡わた辺なべ雄ゆう三ぞう分析心理室所長でもある渡辺雄三さんも離婚のことを問題にされています。

「身近なところでも離婚は珍めずらしい話ではない時代になりました。分析心理学では、結婚生活を続けるプロセスと心理療法のプロセスとを、パラレルに考えることがよくあるようですが（あくまでも本人自身の内的な課題として）、結婚生活を続けることにはどのような意味があるのでしょうか。

　離婚の危機に関してもっともよく見られる問題は、パートナーの新しい女性、新しい男性の問題であろうと思われます。新しい女性、新しい男性に対するエロス的関心には、どのような心理的内的意味があるのでしょうか。あるいは、そこにはどのような心理的内的関心が投影されているのでしょうか。

　繰り返される新しい女性、新しい男性の出現は、結婚のプロセスにおいて、むしろ必然的、普遍的な問題であるように思われますが（あくまでも本人自身の内的な課題として）、その問題は、どのように克服（そのたびに離婚し、新しい人と再婚するという克服の仕方も含めて）していくべきなのでしょうか」

　新しい女性、新しい男性の出現とエロス的関心にはどのような心理的意味があるかとのご質問ですが、俗っぽくいえば、いわゆる「浮気」のことでしょう。これは、ある意味では世界共通といえます。

　一人の男と一人の女がパートナーとなって一生をともに生きていく──考えてみたら、このほうが不思議なくらいです。むしろ、結婚という制度によって強制的に社会的秩序を守っているといえるかもしれません。

　たとえば、アメリカでよくあるパターンですが、若いときに結婚し、男性のほうは大学に通って頑張り、女性のほうが働いて生活を支える（女性が年上のことが多い）。そして、子どもができ、生活がある程度安定したところで、男のほうが若いきれいな女性を好きになって別れるというケースが見られます。

　その若い女性のほうをアメリカでは「トロフィーワイフ」という言い方をします。自分が偉くなったから、いわゆる日本でいう「糟そう糠こうの妻」を捨てて、トロフィーみたいに若く輝く女性に乗り換えるというわけです。

　日本では、いかに苦しみをともにしてきたかというようなことが大事ですから、糟糠の妻を捨てて若い女性に乗り換えたりすれば、それこそ非難囂ごう々ごうとなるのが一般的です。

　ところが、アメリカでは「愛している」ということが大事なので、「すでにわれわれのあいだには愛がない。自分は新しい愛を獲得した」といえば、誰も非難できません。愛があるということで許されてしまうのです。それくらい、お互いに愛しあっているということが第一義的な強さを持っていますから、いかに糟糠の妻であっても、愛がなくなったらしようがないというわけです。

　糟糠の妻のほうも、別れるまでは怒ったりわめいたり、いろいろと抵抗を示しますが、いったん別れてしまったあとは、いつまでも嘆いていると、逆に自分の評判を悪くします。それは、自分で生きる力を持っていないということを証明することになるからです。表向きは、「私は自分の人生を生きる」というふうにして生きていないと、社会的に認められません。

　もちろん、人間の心理はそう簡単に割りきれませんから、そこで、そういう女性はカウンセラーのところへ行って、怒ったり、泣いたり、怒鳴ったりするわけです。そこでは、どんなに本ほん音ねを出してもかまわない。「あいつを殺してやる」とか、「私は死んでやる」とか、さんざん怒鳴り散らしたあとで、最後には立ちなおるのですが、立ちなおるまでの感情の処理をカウンセリングの場でするわけです。アメリカでは、こうしたクライエントがとても多いようです。

　日本の場合、女性のほうが離婚届に署名捺なつ印いんしないで抵抗し、それを周囲が応援するということがよくありますが、アメリカではそういうことはありません。あくまで個人の問題であり、女性のほうが頑張って「離婚を認めない」と主張していると、「愛のなくなった男を引きとめようとしている」と思われ、社会的に孤立していきます。





新しい異性があらわれたら



　新しい女性とか新しい男性があらわれたときに、それを克服するためには、どっちを愛しているかなどといった単純なことではなく、なぜあらわれたのか、いかにあらわれたのか、それをどう考えるか、ということを真剣に問わなければならないでしょう。

　ただ、そこをお互いに真剣に話しあって解決していこうという人は、とても少ないと思います。

　男性であれ、女性であれ、自分の仕事を一生懸命にやり、家事をやり、子どもを育ててきて、中年くらいになると、自分の家族のかたちというものがだいたい固まってきます。ところが、子どもも大きくなり、肩の荷が少し軽くなってきたころになって、自分でも不可解な可能性というものが動きだしたりします。中年という時期に、たいていの人がそういうことを経験しているのではないでしょうか。

　その不可解な可能性の相手になるのが、いままでともに生きてきた配はい偶ぐう者しやではなく、べつの新しい相手になったときに、現実的な問題が起こってくるわけです。

　そのときに、新しい相手と結婚しないと自分の人生はゼロになってしまうなどと、新しい相手のことばかりを考えてしまうから、おかしくなってくるのです。

　そうではなく、自分の可能性とはなにかと、自分の心の内面のほうに注目するようにすれば、そういう可能性は、もとの夫婦同士であっても追求できるのではないか、という考え方も浮かんできます。その問題のほうに目を向ければ、よけいな悲劇は避けられます。そこがとても大事な点だと思います。

　この種の問題で私たちのところに相談にこられる人は、かなりたくさんいます。夫婦のどちらかがそういうことを起こし、それをどうするかということで相談にこられるわけですが、はじめのうちは相手に対する非難ばかりで、「私はこんなにちゃんとしてきたのに、浮気なんてして」とか、「不倫なんてけしからん」とか言って怒ってばかりいます。そういうことを言いあっている中で、しだいに新しい可能性のほうを考えるという修練を積んでくると、いろいろと解決策が出てきます。

　私たちは神ではありませんから、人間は誰でも限界を持っていて、すべてのことを獲得するとか、すべてをやるとかいうことは不可能です。それを無理にやろうとするから、ゆがみが生じ、なにかしらの不幸が起こってきます。

　そこで、自分の限界に応じた人生というものをどう設計していくかが、とても重要になるのではないでしょうか。

　そこまで考えてもなお、やはり離婚して、新しい相手と新しい人生を送るほうがいいと思うなら、それもいいでしょう。しかし、ただ単純に、愛しあっているから一緒になれば幸福になる、というような考え方をしていたら、絶対うまくいかないと思います。

　そうやって新しくてきれいなトロフィーをもらっても、しばらくするとまた同じことが起こったり、トロフィーの重さに耐えかねたり、結局、離婚・再婚の繰り返しになってしまいます。

　新しい異性というのは、つねにあらわれる可能性があります。そういうときに、新しい異性とのあいだである程度の楽しみを持ちながら、破壊にまでいたらないというカルチャーをヨーロッパ人はつくりました。社交的にちょっと遊んだりしながらも、お互いの家族との生活は守っている。そういう一つのパターンというか、伝統がヨーロッパではできています。多彩で洗練された「社交術」が生まれたのです。

　日本の場合、いまのところは、日本的和の精神とか、しんぼうの精神とかで乗りきってきましたが、これからは新しいいろいろな問題が出てくるかもしれません。そのときに、渡辺さんも指摘されているように、自分の内的課題として存在しているという自覚を持たなければならないでしょう。





長続きする夫婦、しない夫婦



　箕みの輪わ尚ひさ子こさんは民間企業で社員のカウンセリングを担当されていますが、職場内での恋愛を例に、結婚の問題点を指摘されています。

「同じ職場で男女が一日中一緒に仕事をしていれば、お互いの能力や感情も共有するので、自然と親しくなっていきます。とくに男性のほうに妻子があっても、関係が非常に希薄で、物理的な時間も職場の人たちとのほうが長く、家族とは土日だけの関係です。そこで、少しでも夫婦関係がきしんでくると、職場には好みの女性がいたりしますから、気持ちがますます家族から離れていってしまいがちです。このような場合、家族関係のために努力するという意識は、どうやって持てるようになるのでしょうか。

　また、結婚したいけどできない女性が増えています。彼女たちの結婚に対するイメージは抽象的で、そこらにはない幸せを描き、自分を大切にしてくれることが大事で、自分が犠牲になるということは考えられないのです。だから、いまの豊かな経済力を捨ててまで、結婚へ飛びこめないということのようです。また、自分の育った家庭環境から、家庭に自分の人生を託すことができないという方も見られます。

　家庭が崩壊しつつあるいま、彼女たちの生き方に対する価値基準として、結婚を肯定できていないことについて、どのように私たちは考えていったらいいでしょうか」

　ある意味で考えたら、いったん結婚したらずっとそのままでいけというほうが無理な注文かもしれません。人間の自然の感覚からしても、同じことの繰り返しに退屈してくるのは当然なのですから。

　キリスト教でもとくにカソリックの場合は、結婚したらそのまま一生いかなければならないという考え方が基本です。ところが、日本ではそんなことはなく、たとえば江戸時代など離婚がすごく多かったし、一人の男性に複数の妻がいたりとか、家名を守るという名目のもとにいろいろなことをやってきました。それを、キリスト教国の真似をして、一夫一妻制に切り換えてしまったわけですが、そのときにあまり考えないで西洋の真似をしたため、いまその弊へい害がいがあちこちに出てきているのだと思います。

　こういう問題は、もっとみんなで話しあって決めていかなければならないのに、なかなかオープンには話しにくいテーマです。文学作品などにはそうした事例がたくさん出てきますが、人間の生き方として、あるいは社会制度として考えるということが、ほとんどなされないできたため、現実にいろいろなことが起こるわけです。

　ですから、そうしたことをきちんと踏まえながら、家族というものの意味をしっかり考えていくことが重要だと思います。家族の意味を考えながら、その中で好きなことが出てきたり、したいことが出てきたりと、そういうふうにしていかなければならないでしょう。

　それから、同じことの繰り返しでは退屈するのは当たり前ですから、夫婦というものも、よほど変化していかないと長続きしないでしょう。その点、人間というのは、いくらでも変わる可能性を持っています。

　同一の相手と離婚・再婚を繰り返している夫婦がいますが、考えてみたら、これがもっとも手っ取り早い方法かもしれません。

　うまくいっている夫婦は、大なり小なり心の中で離婚・再婚を繰り返しているという一面もあるのではないでしょうか。むしろ、そういうこともなしに、平へい坦たんにいくのがよい夫婦だと思ったら、それは間違いでしょう。

　人間のことですから、必ずいろいろな人を好きになったり嫌いになったりします。自分のそうした人生の中で、自分の家族とか自分の生き方というものをどこまで真剣に考えるかがもっとも大事なことだと思います。

　男女関係でも、夫婦でも、変わっていかないかぎり、何年間かたったら退屈するのは当たり前で、そのときにいろいろなことが起こったりするわけですが、そこでもうひと掘り、ふた掘りしてみると、がらりと変わった局面が見えてきたりします。

　そうした努力を夫婦でやっているかいないかで、大きく異なってきます。新しい発見がなかったら、なにごとも長続きはしません。





これからの課題



　北海道浅井学園大学人間福祉学部教授の徳とく田だ完かん二じさんからは、とてもユニークな質問が寄せられました。

「家族の中には、夫婦、親子、兄弟など、さまざまな人間関係の軸じくがあり、それぞれの軸において、背後では元げん型けい的なものがはたらいていると思います（たとえば、夫妻、母子にかかわる元型）。ところで、このような個々の軸を超えて『家族全体にかかわる元型』のようなものを考えることができるでしょうか。たとえば、『〇〇型家族』『△△的家族』というようなものを（これは単なる類型論ではなく、家族全体の力動とか、家族の生成発展のプロセスとかを含んだものをイメージしています）。あるいは、家族に大きな変化が生じるときに（たとえば子どもの誕生、祖父母の死亡）、家族全体にかかわる元型的ななにかを考えることができるでしょうか。

　また、家族メンバーの喪そう失しつ（親が年をとって亡くなるというような自然な喪失ではなく、子どもが亡くなる、いずれか一方の親が若くして亡くなる、というような場合のことです）という問題についてお聞きします。メンバーを失うことは家族にとってどういう意味があるのか、喪失体験を乗り越えていくプロセスはどのようなものか、などについて、先生なりのお考えがあればお教えください」

　徳田さんの「〇〇型家族」というのはとてもおもしろい発想で、今後の研究に値あたいする課題だと思いますが、私はまだはっきりと考えたことがありません。というのも、心理的な意味では、これが元型だというような言い方はしにくいからです。

　かりに元型的なものを提示できても、結局のところ、その根拠というものを明確にできなければ意味がありませんから、そこがむずかしいわけです。

　夫・妻とか、母・子とかが元型としてあるということはできるでしょうが、徳田さんの言われるような家族全体としての元型というのは、いまのところ、私にはちょっとわかりません。

　これをやると、徳田さんも言われるように、結局のところは類型論に終始してしまう可能性があります。それでは意味がないし、おもしろくもありません。





昔からあった人間の知恵を活用



　二番目の喪失体験については、石川敬子さんも次のような質問を寄せておられます。

「『死んだ子の歳としは数えるな』と言いますが、これについて、学生から質問されました。『歳を数えたっていいじゃないか。そのことで亡くなった子どもの喪もの作業ができる人もいるのではないか』という意見でした。私はうまく答えられませんでした。これは、子どもの死のみを意味しているものではありませんが、日本の喪失体験に対する一つのあり方をあらわしているように思います。

　多くの事件や事故で子どもを亡くされる家族が増えています。私自身は、子どもを亡くされた家族の方の心理療法をしたことがありませんが、先生のご経験から、このことをどのようにとらえられますか」

　昔は生きていくこと自体、生活すること自体が難なん儀ぎでしたから、いつまでも過ぎてしまったことにとらわれていては、その日を生きていくことができなくなります。

　それと、大家族、医学の未発達、衛生状態の問題などから、家族の死というものは、それこそ日常的な出来事でもありました。実際に、子どもはよく死んでいたもので、子どもが死んでいない家はないくらいでした。生まれてすぐ死んでしまうということもよくありました。そこで、家名を断絶させないためにも、たくさんの子どもを生むのが普通だったわけです。

　ですから、そういう子の歳まで数えていたら、その日その日を生きていけません。いまもありますが、昔は、子が死んでも生まれ変わってくるという考え方が強く、それで精神的にはずいぶん救われていた面もあります。

　ところが、いまは子どもが一人か二人という時代ですから、その子を事故とか病気とかで失うというのは、たいへんなことです。石川さんも述べられているように、とくに交通事故や犯罪被害などで急に消えてしまったりすると、その悲しみや喪失感はとても大きなものになります。一人っ子の家はとくにそうです。おまけに核家族単位になり、モノが豊富にあるという状況の中で子どもが死んだりすれば、よけいに喪失感が強くなります。

　だから、そうした気持ちを癒す手段としては、喪に服する期間というのがとても大事になってきますが、いまはそれも忙しすぎていつまでも休んでいられないのが実情です。

　私のクライエントで、母親や父親が亡くなったときは忙しくて喪にも服していなかったけれど、いまになってほんとうの悲しみがよみがえってくるし、親の人生を思いだすことが多くなったと言われた方がいました。

　こんな子どものケースもありました。おばあちゃんが亡くなったのですが、いまは葬儀でもなんでも簡単に終わってしまいます。ところが、その子は学校に行かなくなってしまった。そこで母親に連れられて相談にきたのですが、その子が箱はこ庭にわをつくる（砂を入れた箱におもちゃを使って箱庭をつくってもらうことで行う「箱庭療法」と呼ばれる心理療法）と、必ずおばあちゃんが旅をするのがテーマになります。そして、おばあちゃんが箱庭の箱を越えてよその世界へ行き、そこに新しく住むところを見つけるというところまでいって、それからまた学校へ行くようになりました。彼にとっては、そこで喪が終了したわけです。

　箱庭で喪を行ったというのは、外国でも見た例があります。そのクライエントは、「なんで箱庭なんかつくって治ったんだろう」と自分でも不思議がっておられたので、私が日本の喪の話をしたところ、とても感激していました。

　出産後二十一日間は床とこ上あげをするなとか、親や子が亡くなったときには一年間喪に服せとかいうのは、昔からあった日本人の知恵であり、そこには必ず納得できる理由があります。

　昔はそういう知恵がありましたが、こういう時代だからこそ、そういう習慣を見なおすことも必要になってくるのではないでしょうか。





第三章　父親のどこが問題？












ほんとうの父性とは？



「家族という形態を持つという点で人間と動物とのあいだに一線が引かれるという考えがあると思います。そこでは父親という存在の有う無むが一つのポイントになると思うのですが」

　学習院大学文学部助教授の川かわ嵜さき克よし哲あきさんはこのように指摘されていますが、やはり「父親とはなにか」、さらにさかのぼって、ほんとうの父性とはどういうものかということも、いま一度、考えなおさなければならないでしょう。

　とはいっても、やはりこれもとてもむずかしい問題です。

　日本では伝統的に、原理としての父性はとても弱かった。原理としての父性と、父親が怖いというのとはべつの話で、日本の父親はいばってはいたけれど、父性原理はずっと弱いものでした。

　たとえて言うならば、「突撃！」と号令がかかったときに、まっ先に突撃して死ぬのがもっとも強い父性だと思われていました。しかし、そういうときに「どうして突撃しなければならないのか」と問いただすのが、ほんとうの父性なのです。日本では、「なぜわれわれは命令に服すべきなのか」とか、そういうことは誰も言ってきませんでした。

　突撃命令がくだったときに、最初に飛びだしていく者が強い男と思われていましたが、それは、肉体的に強かっただけです。父性原理からいえば、そのときには開きなおらなければならないのです。ところが、そういう父性は、日本人にはほとんどありませんでした。

　ほんとうに強い父親というのは、子どもに対して、「世間がどうであれ、自分の道を歩め。おまえのことはおれが守る」ということでなければならないのに、日本の父親は、「世間の笑いものにならないように」などと、世間の代弁者になってしまっています。

　よく、昔は日本の父親は強かったと言われるけれども、そういう意味では、私は本質的に昔から強くはなかったと思っています。そこを勘かん違ちがいして、いま、「昔の強かった日本の父権を復活させよ」などと言われるけれど、そうした考え方には疑問を抱かざるをえません。

　日本で、これから父親が強くなろうとしたら、まったく新しい父親像というものをつくりだす覚悟が必要です。明治の父親は強かったからとあれを真似しようと思ったら、大きな間違いを起こすことになります。あれは、父親がいばるための制度であったにすぎません。人間としては、鍛きたえられていませんでした。

　いま、とくに若い父親の中に、家族を大事にする傾向が出てきていると言われますが、それはそれでいいのですが、それは強い父親ではなく、奉仕する父親が多くなったということではないでしょうか。本質的には、なお母性的な側面が強すぎて、日本の家族問題をむずかしくしているのも、その点だと思われます。





生きるか死ぬかのところで



　日本の父親像をわかりにくくしているのは、日本が自然に恵まれすぎていたからだともいえます。自然条件に恵まれていれば、自然に生きていけます。ところが、これが遊ゆう牧ぼく民みんでは、様相がまったく異なってきます。しかも、同じ遊牧民でも、砂漠のそれと草原のそれとでも違います。

　草原の場合は、草があるところにしばらく腰を落ち着けて生きていけましたが、砂漠の場合は、わずかな草地を見つけたらそこで家畜に食べさせて、食べ終わったら、またべつの草地に移っていかなければなりません。次の草地に移動するのは、たいへんにむずかしい作業です。そのときに、グループの全部が一挙に行かなければならないし、そのあいだに羊たちなどがどこかに行ってしまったり、好きなことをするのがいたりしたら困るわけです。

　もし、羊の群れ、言い換えれば、自然を完全にコントロールできなかったら、自分たちが死に絶えてしまいます。

　そういう人たちと、自然環境に恵まれ、一つところに定住してやってきた民族とでは、人生に対する考え方そのものが違ってくるのは当然でしょう。

　台風がきて洪水になったりするけれど、二、三日も待っていたら、あとはうまいこといく。日本はそういうことをずっとやってきたわけです。一方、遊牧民たちは、ただ待っていたら、羊がみんないなくなって、自分たちが死んでしまいます。





弱い日本人の父性原理



　羊の群れには、グループ全体を誘導するオスがいます。羊の群れを動かすには、そのオスをコントロールしたらいいわけです。そして、リーダー格のオスのほかは、メスと子どもの羊しかいません。羊飼いが、オスの羊が一歳になると殺してしまうからです。一つの群れに大人のオスが何頭もいると、群れがバラバラになって、統とう率そつがきかなくなるためです。そのうちの優秀な一頭だけを残して、もう一つグループをつくることもあります。

　このことを、私は文化人類学者の谷たに泰ゆたかさんの著書『「聖書」世界の構成論理』（岩波書店）で知りましたが、他のオスを全部殺す、あるいは一頭だけ残すというのは、まさに父性原理そのものです。これほどきびしい父性原理というのは、日本にはありません。なにもそこまでしなくても、十分に生きていけるからです。

『聖書』には一歳の男の子を殺す話が出てきますが、『「聖書」世界の構成論理』には、羊の群れをコントロールして人間が生きていくという放牧のパターンと、『聖書』の話はほとんど一致すると書かれています。これを読んだとき私は、彼らの持っている父性原理とは、われわれ日本人には想像もできないものだと痛感させられました。

　それから考えたら、日本人の父性原理というのは、とても弱いものと言わざるをえません。食べるものが少なくても、じっと待っている。雨が降らなければ、降るまでずっと待っている。そういう忍耐とか強さは、むしろ母性原理といってもいいものです。

　西欧のきびしい父性というのは、個人主義をつくるための根本原理です。言い換えれば、「個人で生きる力のない者は死ね」というのが父性原理です。ですから、きびしい父性というものは、日本人はなかなか持ちにくいわけです。

　その意味では、日本人はほんとうの父性というものを理解できていません。「父親を強くしろ」と言っている人は、「怖い父親」のことばかりを思い描いています。怖い父親というのは、父性原理ではなく、母性原理の体現者として怖かっただけです。

　父性の存在感というのは、殺すか生かすかという生せい殺さつ与よ奪だつの権力と、それを行使する判断力や勇気を持っていなければ出てはきません。





「父親の居場所」がこわれた!?



　日本の場合、ほんとうの意味で父性原理を体得していたわけではなく、システムの中で「お父さん」としての役割を与えられていたにすぎないと言ってもいいでしょう。つまり、父親の居場所というものは、自分の強さではなく、家長・家か名めいを継承する者として、日本的システムの中で守られていたわけです。

　そういう意味では、昔の父親にはちゃんと居場所があって、実際にいばっていました。食事をとるときも、父親だけ高いところに座り、ほかのみんなは低いところで食べたりとか、父親だけ違うおかずを食べていたりとか、そういうのはよく見られた光景です。父親の次が長男で、「跡あと取とり」というポストを与えられ、これも特別あつかいされていました。

　日本ではそうしたシステムに守られていましたが、それがこわれてしまいました。これがこわれてしまうと、本来の強い意味での父性原理ではありませんから、急に居場所がなくなってしまいます。こうなると、人間としての存在意義を発揮しなければ居場所を獲得できませんが、困ったことに、日本というのは、一人の人間としてというより、ポジションで生きている国なのです。

　あるポジションについたら、たとえば部長になったら、みんな「部長、部長」と呼んでくれますが、それはその人そのものではなく、ポストのことを意味しています。個人はなく、全体があって、その全体の中でみんながバラバラでは組織としての運営がやりにくいので、各人に場所（ポスト）の名前がついていたのです。

　日本の昔の物語などを読むと、固有名詞はめったに出てきません。なにの中ちゆう納な言ごんとか、どこそこの大だい納な言ごんとか、ほとんどポストあるいは等級名などで出てきます。だから、日本の古典を読む場合、大納言とか中納言とかがわかっていないと、なにがなんだかわからなくなります。位くらいでしか書かれず、最後まで実名が出てこない人物も少なくありません。いまでも、会社などでは、たいてい肩書で呼んでいます。

　つまり、組織の中では、個人の感情が入ってくると危険なので、みんな地位（ポスト）として存在しているわけです。私も「長官、長官」と呼ばれるようになりましたが、この呼ばれ方になかなかなじめず、思わず新聞の「朝刊」に手を伸ばしそうになって困っています。

　私は自分個人で仕事をすることが多かったので、そうした呼称になんとなく違和感を感じてしまいますが、とくにサラリーマンの人たちは、呼んでいる人も、呼ばれている人も、どうもそのほうが居心地がいいみたいです。

　そういう呼び方をしていると、なんでもスムーズに決まっていって、安心できます。これはやはり、儒じゆ教きようにおける「長ちよう幼よう序じよあり」の精神なのでしょうか。日本では、家でもそれでやってきました。日本の家族では、兄、弟、姉、妹という序列がとても大事な要素になっています。

　兄弟の中で長男を特別あつかいしたのは、もちろん家名を相続していく立場にあったからで、そのかわりに、その長男が相続者にふさわしくないと思ったら、廃はい嫡ちやくにして、次男とか三男に跡をとらせたり、極端な場合は、従い兄と弟こを養子にして相続させたりしました。それほど、家名を存続させるということが重要視されたのです。

　もっとも、長男相続にこだわったのは主として武家で、商家などでは、その家の娘と仕事ができる番頭とを結婚させて家か督とくを継つがせるといったことも珍めずらしくはありませんでした。それが家を繁栄させていくもっとも堅実な方法だったからです。大阪あたりではこの傾向が強く、御寮人ごりよんさんというのが大きな力を持っていました。

　ともあれ、長男が家名と家督のすべてを相続するという制度が廃止されて、子どもたちが均等に相続するようになったのは、戦後に西洋のシステムが入ってきてからです。





居場所を確保する練習



　いまでは「家長」などということは誰も言わなくなりましたから、父親は家に帰ってもポジションがありません。自分が一個の人間として家族と接していこうと思っても、急にはできませんから、家庭ではどうしても居心地が悪くなります。つまり、家長でなかったら、自分が存在する意義がないということになります。

　そうした意味でも、これからの日本の父親というのは、ポストではなく、人間そのものとして居場所を持つという意識を持たなければならないし、そのための練習もしていかなければならないと思います。このままだと、もともと母性が強い日本では、父親の居場所は完全になくなってしまうでしょう。

　父親自身がはっきりした意識を持ってやっていけば居場所はできるはずですが、そのためにはそれなりの努力をしなければなりません。これまでは努力しなくても、役柄（家長）としての居場所がありましたが、これからは努力をしなければ、居場所を確保することがますますできなくなります。

　子どもがまだ幼いころは、父親がみんなとしゃべっても、ものごとをもっともよく知っているのは当たり前です。子どもと将しよう棋ぎをしても勝てるし、キャッチボールをしても自分のほうがうまい。はじめのうちなら、相撲すもうをしても勝てます。

　ところが、子どもが大きくなるにつれて、だんだんと子どもにかなわなくなってきます。だから、子どもがまだ小さくて、こちらが勝てるあいだにこそ頑張って、自分の居場所を確保しておくことが必要になるのです。

　そして、そうした父親の努力が、じつは子どもに対する訓練にもなっています。そこを、いまはみんな手抜きしすぎています。

　会社組織というのはわりと昔ふうのままで変わらないところがあります。そこで、会社では従業員何百人を顎あごで使うことのできる社長が、家に帰ったら、息子にたばこを買ってきてもらうこともできないなどという滑こつ稽けいなことが起こってくるわけです。





ここが父親の出番



　金城孝次さんからも、次のような質問がきています。

「家族のあり方を考えるとき、家族で起こる問題は先代から継承されたものであることも多く、家族・血族関係のしがらみであったりし、そこにあるものに強い嫌けん悪おを見せたり、共同体幻想と思えたりもして、そこでのあり方そのものの差異をどう生きていくかが問われます。そこにいまあるものと対決しながらも、新たなものを求めて生きようとするとき、すごく犠牲も強しいられます。同時に、それによって失ったものもあるでしょうし、迷いにも似たものが生ずることもあります。そのへんのご意見をお聞きしたい」

「継承」といっても、単純に過去の父親像をなつかしんで、「昔はよかった」などと言っていたのでは、なにもはじまりません。金城さんも言われるように、「いまあるものと対決しながらも」、多少の犠牲をはらってでも、これから自分たちで新しい父親像をつくるんだというくらいの意気込みがないと、簡単には解決しないでしょう。それくらい深刻な問題になってきているのです。

　動物の世界では、もっとも大事なのは母と子の関係です。たとえば鳥類などでは、子どものために食べ物をとってくるという点では父親も大事ですが、子どもがある程度育ったら、父親とは関係がなくなって、母親との関係だけになります。

　その父親の存在が大事になってくるのが、文明のはじまりではないかと思います。その意味では、父親というのは、人間特有の文明の所産ということができます。

　種族保存の原則でいえば、母親が子どもを生み育て、次にそのうちのメスの子どもが母親になってまた子どもを生み育て、そうやってずっと種が保存されていきます。オスはところどころで必要になるだけです。

　ところが、種の保存だけではなく、たとえばピラミッドをつくったり、宮殿を造営したり、男がいろいろなことをするようになったのが、ほかの動物と人間の違うところです。これを私たちは、「人類が文明を持って人間になった」と称しているわけです。

　考えてみれば、死んで生まれ変わり、死んで生まれ変わりということがずっと続いている中で、人間だけが、「自分が死んだらどうなるか」などということを考えるようになりました。死ぬことと生きること、昼があって夜があるとか、そういうことの区別を、だんだんとつけられるようになりました。

　そういう区別を明らかにして、ものごとを整理したりしていったところから、しだいに父親の存在意義も形成されてきたわけです。

　簡単にいえば、政治とか軍事とかが出てくると、そこに父性原理が登場します。敵から家族を守らなくてはならないし、共同生活上のシステムもつくらなければならない。そのあたりから、家族の中でもしだいに父親の存在がクローズアップされてくるわけです。

　それでも、存在自体としては、やはり絶対的に母親のほうが強いものです。巨大なお墓をつくったり、宮殿をつくったり、動物レベルから見たらまるで不必要なことばかりしているのが男であり、父親なのです。

　ところが、長い人類の歴史の中では、動物的には不要なもののほうが価値を持ってきます。たとえば、母親の存在より、陸軍大将がいないとみんなが敵に殺されてしまうというようなことになってくるから、だんだんと男性が強くなって、やがて男性優位の世界がつくられてきたのです。

　日本でも、平安時代あたりは女性のほうがそうとうに強かった。というのも、当時はあまり軍事が大事ではなかったからです。それが、武士の時代になってがらりと変わり、父親の存在がクローズアップされる社会になってきました。

　そのころから日本は父権社会になっていくわけですが、前述したように西欧で生まれたほんとうの意味での父性原理社会ではなく、母性原理社会を父権でやってきたというのが、日本の父親の特徴です。

　父親というものをもう一度、家族に戻してくると、この文明の世の中、この社会の中に生きていくという意味においては、父親の存在というのはとても大事になります。

　ところが、この社会に生きていくという原理とか秩序とかというようなものは、いまの女性たちも身につけています。だから、母親は、母親役は当然のこと、父親役もできてしまいますから、いよいよ父親の出番がなくなっていきます。

　いまの日本では、父親がいなくてもだいたいのことはやっていけます。だから、「家のことはおまえにまかせておくよ」ということでやっていけました。ところが、個人主義が強くなってくるほど、家の中に父性原理が不可欠になってきます。

　家族のほうが変わるほどには、社会のほうはそんなに変わらないからむずかしいけれども、そこで父親というのは、本来の意味での父性原理をきっちりと示すことができるようにならなければならないのです。

　しかし、いきなりそれも無理です。とりあえずは、なにもかも母親一人でやるのはたいへんですから、父親と母親が協力してやっていくことで、父親の存在というものもしだいにはっきりさせていくのがいいのではないでしょうか。これから、父親はそのあたりを意識してよほど頑張らないと、家族がバラバラになってしまいます。父親の存在、本来の意味での父性の役割が、これからはますます重要になってきます。





判断力と決断力と実行力



　一般の風潮としては、父親がしっかりすれば家族がよくなるかのように考えられていますが、それを、父親がしっかりすることがいかにむずかしいかという認識がないままに考えているところが問題です。

　本来の意味での父性というのは、日本の歴史にはなかったことです。だから、父権の復活ではなくて、私たちは父性をつくりだしていかなければならないのです。日本のカルチャーの中から、そういう父親を創造していくのだというくらいの気がまえがないと、達成することはできないでしょう。

　父親がいなくても家族が動く時代ですから、それをあえて持とうと思ったら、並たいていの努力では不可能です。「父親がしっかりしたらいい」というのは、昔のことをイメージするから簡単に言えますが、昔の父親像というのはまったく手本になりません。

　また、妻に怒られたり、子どもに怒られたりしながら、ぐっとしんぼうしている父親も意味がない。そんな強さではなく、これからは、的確な判断力と強力な決断力、不要なものはどんどん切り捨てていくくらいの実行力を持った父親が必要なのです。

　だから、言うならば、家から一歩出たら農耕民族で頑張り、家に帰ってきたら砂漠の遊牧民で頑張る──父親として頑張ろうと思う人は、このくらいの自覚を持って努力していかないと無理でしょう。





「父なるもの」の心がまえ



　渡辺雄三さんからは、「父なるもの」としての生き方についての質問も受けています。

「神なき時代、父なき時代と言われる現代社会において、それぞれ自身が父なる存在、父なるものになることは非常に困難な課題と思われます。このような時代において、よりよい父として生きるための心がまえをお聞かせください」

「父なるもの」としての心がまえですが、やはり、自分がこうだと思うことは、頑張って主張したらいいのではないでしょうか。父とは、そういうものですから。

　自分はこれが正しいと思っているとか、これは絶対に許せないとか、そういうことをはっきり言って、喧けん嘩かになったら喧嘩をすればいい。いまはそういうことを言わなさすぎると思います。いわゆる「ものわかりのいい父親」になろうとしすぎて、かえって墓ぼ穴けつを掘っているような気がします。

　私はこうだ、自分はこう思うというところを明確にしていかなければ、家族の対話にはなりません。

　世の中に、こういうのがベストだというような答えはありません。家族の形態とか結婚の形態にしても、これが理想型だなどというものはありえません。自分がほんとうに生きていること、あるいは自分はこう生きたということが重要なのです。

　そのかわりに、そう言うからには、責任をとる覚悟をしておかなければならないでしょう。それが、「父としての威い厳げん」につながります。

　その意味では、自分の命とか、自分の人生とか、死とか、そういうこと全般を支える宗教性がどうしても必要になってきます。

　欧米ではキリスト教をバックボーンにしてきたし、日本ではご先祖さま崇すう拝はいということでやってきましたが、いまはそういう側面があまり強くなくなって、自然科学の力で誰にも通用する便利な方法というものに頼りっきりになっている感があります。

　しかし、それに乗りすぎたら、自分がなんのために生きているかわからなくなります。生活の便利さという点で頂点に達した分だけ、各個人が生きるという点ではむずかしい時代になっているのです。

　そのむずかしいところが、たとえば虐ぎやく待たいというようなかたちで家族の中に集約的に出てきます。だから、いま学校へ行かなくなった子が多いのはある程度は当たり前で、「不登校が増えたから世の中が悪くなった」というような言い方では、なんの解決にもなりません。

　不登校の子がすなわちだめな子ということではありません。なぜそういうことが起こっているかということをみんなで考え、そこを解決するために、みんなが頑張っていかなければならないのです。

　これだけ世の中が進んでくると、獲得しなければならない知識がとても多くなってきます。知識を身につけていくのにはそうとうの時間がかかるので、いまはそっちのほうばかりに一生懸命になりすぎています。昔は、大人になるための情緒とか、そういう面での訓練がありましたが、いまはそちらのほうが極端におろそかになっています。

　以前は、遊んだり喧嘩したりして、子どもなりに大人になる練習をしていましたが、いまはそこをすべて抜きにして、知識獲得のほうばかりに突き進むから、知識的には大人だけれど、情緒的には子どもという人がすごく増えています。

　そういう観点からも、子どもの教育について、みんなでもっと根本的に考えていく必要があるでしょう。





母親二人状態にならないために



　東京家庭裁判所八はち王おう子じ支部で総括主任調査官をされている野の村むら二じ朗ろうさんは、最近の父親の変化について、次のように指摘されています。

「ここ十年来、家裁に申し立てられる離婚事件の中で一番悩まされる問題は、夫婦が離婚に際して、幼い子どもをどちらが引き取り育てていくかという問題です。ひと昔前であれば、離婚後は、幼い子どもには母親が必要なので、当然、妻が引き取るものと考えられていたように思います。ところが、子どもの父親である夫が子どもを引き取り、祖父母の力を借りてでも自分で養育していきたいというケースが増えています。

　このような紛争は、夫婦間のいざこざを子どもの奪いあいというかたちに置き換えて争っている場合が多く、夫婦関係のもつれと親としてのあり方の問題が混在しているように思います。しかし、調査官が子どもの生活環境調査のため家庭訪問をしてみると、妻に対する当てつけの感情からでなく、仕事をやりくりして、母親的な配慮もしつつ、一生懸命子どもを養育している父親がいることも事実です。このように、仕事以上に家庭生活に重きを置く父親（夫）が増えてきているように思いますが、こうした変化について、お考えを聞かせてください」

　少し前までは、男にとっては、職場が一つの家庭みたいなものでした。ほとんどのサラリーマンにとって、職場が憩いこいの場であり、精神的に安定する場所だった。終身雇用で身分も保証されていたし、職場の仲間とともに飲みにいって、怒鳴りあったり、喧嘩もしたり、まさに会社が擬ぎ似じ家庭だったわけです。

　男はそっちの家庭をやり、そのかわり、子育ては女性がやるということで、暗黙のうちに役割分担ができていました。

　ところが、とくにバブル経済崩壊後、それが機能しなくなりました。つまり、男にとって、職場が必ずしも家庭ではなくなってきたため、自分の家族がいる家庭に帰ってきたということではないでしょうか。

　むしろ、女性のほうがまだ仕事がおもしろいときですから、その意味では、役割分担が逆転しているような気もします。少なくとも、そのあたりを考えなおさなければならない時期にきていることは確かだと思います。

　男が仕事以上に家庭生活に重きを置くようになると、バランスが崩くずれますから、べつの問題が出てきます。どうかすると、父親が家庭に重きを置くようになったことがいいことのように思われているところがありますが、そう単純には言えないのではないでしょうか。しかも、家庭生活に重きを置いているといっても、ほんとうに置いているかどうか疑問です。

　仕事をいいかげんにやっていたら、父親としての権威がなくなり、ほんとうの意味での父親として生きているとは言えません。子どもにとっては、母親が二人いるみたいな感じになってしまっているような気もしますが、これは子どもにとっては迷惑な話です。

　父親が子どもに対して自らの権威を示すためには、これは絶対に誰にも負けないとか、おれはこういう人生観でこういうことをやっている、あるいは、こういうものを持っているというものがないとだめでしょう。それもなく、中途半端なかたちで少しばかり家事の真似事をしても、子どもは父親の権威というものを感じ取ることはないでしょう。





ただ見守っていればいい



　子どもというのは、母性というものがないと生きていけませんから、親に対しては、母性を求めるというのが基本です。自分が生きていくために、まず母性を優先させます。とくにいまは、父親がじかに月々のお金を渡すという光景もなくなったし、父親がいなくても、ある程度はお金が入ってきたりするから、よけいにそうです。

　昔は「おれが食わしてやっている」ということだけでいばっていられましたが、いまはなかなかそう言えないようになってきました。

　家庭に重きを置く父親というのは、今後もある程度は増えてくると思います。従来の父親にしても、仕事に一生懸命だったわけではなく、そこに擬似家庭を持って安あん穏のんとしていただけですから。職場に擬似家庭がなくなったから、実際の家庭に戻ってきただけの話です。

　そして、家庭で精神的な支柱になるわけでなく、ただ母親の下した請うけのようなことをしているわけです。

　自分は一生懸命のつもりでも、子どもからすると、よけいな干渉をされているとしか映らないでしょう。干渉しないで、ただ見守ってくれたらいいのに。

「おれもおれの人生を生きている。お母さんはお母さんの人生を生きている。だから、おまえもおまえの人生を生きろ」というのがもっとも望ましい姿だと思います。





面と向きあって話をする方法



　高石恭子さんは、親と子が向きあうことのむずかしさを、次のように述べておられます。

「学生たちと話していて驚くのは、いかに彼らが親、とくに父親と面と向きあって話す経験を持っていないかということです。何年もまったく口をきいていないという場合もあれば、会話はあっても一方通行で、自分の気持ちを受けとめてもらったことがないと訴える場合もあります。子は生なま身みの親の抱く心のひだに触れたいと切望しながら、いまさらなんと切りだせばよいかわからないでいるのです。

　親子にかぎらず、わが国では夫婦でもそうかもしれませんが、生きることや人生の真ま面じ目めなテーマについて、ちゃんと向きあって話すことがますます苦にが手てになっているように思います。家族にさえ、メールでしか本ほん音ねを吐けないという人もいます。そもそも、向きあうためには、まずちゃんと分離して、お互いを別個の人間として認めることができていなければなりません。ひとりよがりな（と私は思うのですが）一体感の幻想に支えられた、日本的な家族関係への甘えは、虐待に勝まさるとも劣おとらぬ負ふの遺産を次世代へ残すでしょう。

　一つ屋根の下に暮らしながら、個食、個室、個眠の生活が可能になったいま、私たちはどうすれば、わずらわしくも温ぬくもりのある、家族が向きあう関係を取り戻すことができるでしょうか」

　親と子が面と向きあって話をするという経験をいかに持っていないかということですが、これも、小さいときから、親ともどもに訓練していかないとだめでしょう。子どもが大学生になってから急に対話をしようと思っても、できるはずがありません。

　子どもが小さいときから対話をしていくためには、たとえば親と子が一緒に読める本とか、親と子が一緒に見ることのできる映画とか、そういうものがとても有益です。

　昔はどこの家でも、親が子どもに本を読んで聞かせるということがよく行われていました。いまは、親が読んでいた本を子どもが読むというようなこともなくなりました。ゲームにしろ、テレビにしろ、もっと手っ取り早い楽しみがいっぱいできたからです。

　映画だったら、家のテレビでビデオを見るより、ときにみんなで映画館へ行くほうがいいでしょう。テレビの場合、家族で見ても、画面が小さく、日常の中に入りこみすぎているため、家族の対話というのがあまり出てきません。やはり、場所をほかに移し、大きい画面で見ると、刺激が違うし、日常とちょっと違う体験ですから、話しやすくなります。

　そのあとで喫茶店へ寄るとか、レストランで食事をするのもいいでしょう。あれがよかった、これがよかったとか、しゃべりあう。すぐれた映画には、必ず人間の生き方が入ってきますから、「あの生き方には勇気づけられる」とか、「ああいうすごい生き方をしている人もいるのだ」とか、そういうことを話す。そういうときに使うお金なんて、安いものだと思います。

　映画だけではなく、舞台芸術でもいいし、コンサート、美術館、博物館でもいい。そういうことを、それぞれで工夫し、積極的に生活に取り入れていってほしいと思います。

　児童文学には、親も子も感激する本がたくさんあります。それを一緒に読んで、ちょっと話しあうだけで、「あの子のあれはよかったなあ」とか、「お父さんだったら、あんなことしないね」とか、そういうときには必ず本音が出てきます。

　いまのままでは、高石さんも言われるとおり、「生身の親の抱く心のひだ」というのは、ほとんど子どもにはわからないでしょう。ところが、読書とか映画を通じて話すと、そういう部分が出てきます。そういう媒ばい介かいもないまま、唐突に父親に向かって、「お父さんはどういう人生観で生きていますか」などとやったら、「おまえ、熱でもあるんじゃないのか」と言われかねません。

　親子で対話ができている家はいいですが、それがやりにくい場合は、ほかの家と家族ぐるみでつきあうのも有効です。親しん戚せきの家族でもいいし、知りあいの家族でもいい、ほかの家と家族ぐるみでつきあうと、そういう機会がより多く得られます。たとえば、自分の親には言いにくいけれど、叔お父じさんや叔お母ばさんになら話しやすいということもあります。

　ところで、いま親子でメールをやっている人がいますが、手軽にやりすぎるとかえって弊へい害がいになります。手紙だったら、自分の考えを一度、客観化できますが、メールの場合、自分の言葉としてしゃべる前に生のものがダイレクトに出てしまうから、とても危険です。

　小学生による殺人事件などは極端な事例でしょうが、このごろはメールをめぐっての友だちのあいだでのもめごとがよく起こっています。メールの場合は直接的すぎるところがあるので、そこに気をつけたほうがいいと思います。





父親が叱るとき



　親子が対話をする機会という点では、日本はとくに少ないようです。欧米では、つねに親子の対話があります。彼らは、子どもをちゃんとした人間に育てあげるにはどうしたらいいかを知っているからです。

　ドイツへ行ったときに、六歳くらいの子がいたずらをして、それを父親が叱しかるという場面に遭遇したことがあります。まず父親が、「おまえはなぜこういうことをしたのか」と理由を聞きます。すると、子どもは屁へ理り屈くつをこねてなんだかんだと言いわけをします。それに対し、父親のほうが一つずつ反論し、子どもが言いわけできなくなったら、そこでやっと、「このバカもの」と怒られます。

　私はその光景を見ていて、冷やかし半分に、「日本だったら、『バカ！』『ごめんなさい』で終わりますが、こちらでは理由を聞いて弁明させる、えらい手間がかかりますなあ」と言ったところ、「自分がやっていることをちゃんと言語で防御できなかったら、この国では生きていけないからね」と言っていました。

　向こうでは、小さいときから、そうやって子どもを育てています。子どもにきちんと教えておかないと、わが子が社会に出たときに生きていけなくなるからです。

　ところが日本の場合、むしろ非言語的な交流のほうが大事にされてきました。以い心しん伝でん心しんとか、腹はら芸げいとか、言われなくてもお察しする……ということが重要で、日本では昔はそうしたことの訓練すらありました。ところが、いまはそれもなくなってしまいました。

　家族構成や家か屋おく構造が変わり、しかも、モノがたくさんある。昔だったら、モノがないし、家族みんなが囲い炉ろ裏りのまわりに集まってきたから、いろいろな訓練が自然とできていましたが、いまは個室を持つようになりましたから、これからは西洋流の子どもの訓練をやっていかなければならなくなりました。

　いまは、ここまで変わったのに、家族のことを考えなおす覚悟がなさすぎて、不幸になっているというのが現状です。

　日本でいかに家庭でのしつけができていないかということは、欧米へ行くとよくわかります。彼らは子どものしつけにはとても熱心です。三、四歳の子でも、親がなにかしたら、必ず「ありがとう」とお礼を言います。子ども同士でもそうしているし、このようにして、個人として生きることの訓練をやっているわけです。

　ヨーロッパの社会にも同じような家族の問題が出てきていますが、彼らは個人を育てるという長い歴史を持っているから、まだ強い。その伝統が破られたところは、極端に悪い状況になっていて、凶きよう悪あく犯罪の低年齢化も起こっていますが、一般の家ではまだ頑張っています。だから、日本では大学生の子どもと親とのあいだに対話がなにもないと聞くだけで、欧米人たちはびっくりします。

　日本では、「わざわざお礼なんて言わなくていいよ、水臭い」などと言ったりしていましたが、これからは、それではうまくいかなくなっていきます。だから、欧米なみに、小さいときからの訓練が必要になってきたのです。そのときに、規則の体現者としての父親の役割が重要になってくるのです。

　そういう意味で、子育てとか家族のあり方とかいうものが、ほんとうにむずかしい時代になってきたと思います。





第四章　母親のなにが問題？












もっと楽しく、もっと幸福に



「日本社会の近代化とともに女性の社会進出が進み、個人としての人生を歩みたい女性、あるいは知性的な女性は増加していく傾向にあります。これらの傾向は、一方では望まれる社会的変化であると同時に、従来から日本社会にあった、いい意味での母性性を減少させることにもつながっているのではないかと思われてなりません」

　平松清志さんは女性の社会進出について、こう指摘され、次のような問いかけをされています。

「日本社会全体に心理的母親不在のような事態が生じないようにするためにも、女性が個人としての人生を歩み、なおかつ、子どもとのつながりを失わない、母性性をも備えた女性として生きる道があるとするならば、それはどのようなモデルとしてとらえられるのでしょうか」

　女性の中には、働きたくて働いている人もいますが、子どもの教育などにお金がかかるからという現実的、経済的な理由で働いている人も少なくありません。

　子どものために母親が苦労をするというのは、すばらしいことです。ただ、方向性を間違えているような気がしてなりません。

「できれば、家にいて育児に専念したいんだけど」とよく言われますが、それも、いまはいたちごっこになっているように思います。

　ほんとうの教育というのは、そんなにお金などかけなくてもできるはずです。みんなが塾へ行くのをやめ、みんなが公立学校へ通っていたら、お金はほとんどかかりません。それをいまはよけいなことを考えて、使わなくてもいいお金をいっぱい使っています。しかも、必ずしもそれで子どもがよくなっているわけではないのに。

　競争意識で、人より先にやっていたら幸福になると思っているけれど、そんなことはないでしょう。むしろ、お金をかけたせいで、子どもが悪くなっていることさえあります。これでは、子どもとの健全なつながりを維持できているとはとても思えません。

　ちょっと冷静になって見わたせば、日本中がいまいかにバカげたことをやっているかということがよくわかると思います。子どものほんとうの幸福を考えたなら、そんなに金かね儲もうけにばかりうつつを抜かさなくてもいいはずです。

　欧米では、その人の個性を大事にしますから、早期教育をしたほうがいいと思う人はするし、無理にしなくてもいいと考える人は普通にやっているし、それぞれが判断をしてやっています。

　ところが、日本ではまだ隣とか近所の判断で動いているところがあって、しかもマスコミがそれをあおったりするから、全体がワーッと一つところに殺到します。そこでは、個人の判断はあまりはたらいていません。そういう中で一人だけ違うことをするというのがとてもむずかしい状況です。

　子どもの早期教育も、しばらくなら効果があります。ほかの子はできないのに、自分の子どもがピアノが弾ひけたら、すごいことのように思うけれど、その子が四十歳、五十歳になったときにはどうかというふうに考えたら、高額のお金をかける意味がほとんどないとわかるでしょう。

　そういうことを、みんなが考えなおしてやってくれたら、もっと家庭が楽しくなり、家族はもっと幸福になります。そんな特別なことをしないで、みんなで公立の学校へ行って遊んで、大学へ行くころからだんだんと頑張って勉強するというふうにしたら、学校生活はほんとうに楽しいものになります。教育に関して、いまの日本ほどお金のむだ遣づかいをしている国は、あまりないのではないでしょうか。

　いま、公立の学校がひどい状態になっているという現状があります。しかし、みんなが公立の学校に通うようになったら、そんなことはなくなります。よそにお金のある家の子だけが勉強させてもらえる場所があるから、そういうことになるのです。

　日本はこれだけうまく経済的に発展したのですから、教育とか子育てに関して、それをもっとよいほうに使わないと損ではないですか。いまはほんとうに残念な状況です。





お金をつぎこむことで悪くなる



　いまはどちらかというと、女性のほうが子どもに対して大きな期待を抱いていて、知的レベルを上げようとする意識が強いようです。そのために自分が一生懸命働いてお金をつぎこんでいるわけですが、結果的に、それで子どもを悪くしているところがあります。そこに早く気づいていただきたい。

　いまのむずかしさは、そこに気づいても、自分のところだけがやめることができにくいという点でしょう。かといって、法律で塾を禁止するわけにもいきませんし。

　結局、私たちとしては、「そんなに苦労して早い時期に子どもにあれこれやらせても、人間がそんなに幸福になるわけはありませんよ」ということを、あちこちで言いまわるより方法がないようです。みんなが気がついてくれないことには、どうしようもありません。

　たとえば、大学の入学試験を、学力試験だけではなくするとか、なにを基準に人を選ぶかというところが変わってこないと、システムを変えていくことはなかなかむずかしいでしょう。





一番になるより有益なこと



　子どもの個性を見るのが、日本人は下手すぎるのではないでしょうか。「努力さえすれば誰でも一番になれる」とみんなが思いこんでいるところがあります。どんなに努力をしても、なれない人もいるし、これといった努力をしなくても、なる人もいます。あることはできなくても、べつのことに秀ひいでているかもしれません。そうした子どもの個性を、親がどれだけ見つけられるかということが大切です。

　努力をするにしても、なんのためにどんな努力をするかを考えないといけない。自分が幸福に生きるということで努力するなら、いくらしてもいいでしょう。しかし、学校の成績がクラスで一番になるための努力だったら、しないほうがいいくらいです。

　塾に行くのがいやだというわが子をせっかんして、死なせてしまった母親がいました。これは極端な結果を招いた事件ですが、多かれ少なかれ、日本の母親の多くがそれに類したことをしているのではないでしょうか。

　日本人は、なんでも順番にこだわりすぎて、本質をなおざりにするところがあります。なにができるかではなく、何番かということばかり気にするから、無意味な競争が起こってくるのです。

　先生のほうも、一番とか二番とかの序列をつけるために、ちょっと引っかかったら間違えるような引っかけ問題とか、大急ぎでやらないと全部できないくらい数多くの問題を出すとか、実質から離れたところで競きそわせることばかりするようになります。

　ですから、いまのような状況で一番になっても、あまり意味がありません。長い人生から見ればほとんど意味のない戦いをやらせて、一番とか二番とかをつくっているだけですから。

　こんなテストなら、百点をとる必要はないし、七、八十点ぐらいにしておいて、あとは遊んでいるほうが、人生のうえではよほど有益です。

　女性の社会進出は、たいへんにけっこうです。それはどんどんやっていただいてかまいません。それをやりながら、自分の子どもの本質的な幸福というものを考えてもらえたらいいわけです。

　むしろ、女性が社会進出するほど、一番とか、学歴とか、そんな問題が重要ではないことに気がつくようになるかもしれません。





中年期の危機×思春期の危機



　京都市教育相談総合センター・カウンセリングセンターの酒さか井い律りつ子こさんは、女性の自立の問題に関して、次のような質問を寄せておられます。

「先生はご著書の中で、親の中年期の危機と子どもの思春期の危機とがちょうど重なるときのことについて述べておられますが、私が相談を担当する保護者の方々も、ほとんどがまさにそのただ中におられます。

　彼女たちに共通するのは、家族の中では妻として、母として生きるかたわら、一方では自分の望む職業を持ち、経済的にも自立し、社会的にも成功をおさめている女性であるということでした。

　私の勤務するセンターが子どもの相談機関であることもあって、もっぱら子どものことや夫との関係性についての話題が中心でしたが、しだいにそれらのことも改善され、そろそろ終結を迎えようかという時期になって、新たに『一人の女性としての自分の生き方について』というテーマが浮上しはじめました。

　傍はた目めには、仕事も結婚も子育てもすべてを手に入れ、女性として充実した人生を送ってこられたように見える方たちでしたが、一様に漏もらされた言葉は、『もう仕事をやめたい』のひとことでした。彼女たちがほんとうに心理療法を必要とするのは、むしろこれからなのではないかとも感じます。現代における女性の生き方と家族、これからの女性の生き方、『永遠の同伴者』についてなど、先生のご意見を聞かせていただけるとありがたいです」

　親の中年期の危機と子どもの思春期の危機とがちょうど重なる場合がよくあります。

　親の中年期の危機というと、前述したように、ほかに好きな人ができるとか、あるいは離婚問題とか、父親が会社をリストラされるとか……そういうことが、子どもの思春期と重なると、当然ながら、子どもに与えるショックがより大きくなります。

　親が中年の危機でもめだしたら、子どもが思春期を乗り越えるのに障害になり、そうなると、家中が大混乱におちいってしまいます。まさに家族崩壊の危機です。

　ただ、それが一いち概がいに悪いとばかりも言いきれません。それだからいいということもあります。

　たとえば、夫婦が見せかけの平和で暮らしているときに、子どもが思春期で暴れだして、それを解決するために私たちのところに相談にこられているうちに、自分たちの中年の危機に気づき、それが糸口になって子どもの問題も解決していくという場合もあります。逆に、子どもの問題の解決を通して、夫婦が自分たちの問題も乗り越えていくというケースもあります。

　とにかく、思春期に親が揺ゆれていると、そういうことは子どもにもよくわかります。そして、夫婦の問題に、子どもを巻きこむかたちになってしまうことがあります。だから、人生において、あるいは家族にとって、ちょうどむずかしい問題が重なる時期なのです。





子どもが親離れしたとき



　とくに母親に多いケースですが、子どもが自分から離れていくと、自分の人生の使命がどこかに行ってしまうかのように思いこんでしまう人がいます。

　子育てというのは、子どもが大人になっていくわけですから、それは必然的に親離れ、子離れのことでもあるわけです。それをずっと自分で抱えこんで離したくないなどと思わずに、大人になっていく子と自分とがこれから先どうやってつきあっていけるかを考えていただきたいと思います。

　酒井さんのお話に出てくる「仕事をやめたい」というのは、子どもが親離れしていったあとの虚脱感のようにも受け取れます。子どもは親離れしているのに、親のほうがまだ子離れができていないと、なにもかもむなしい気持ちになったりします。

　それまでは自分たち夫婦のことはあまり考えず、二人して子どものほうばかりを向いて生きてきました。そこで、子どもが親から離れていくと、一瞬、目標としてきたものを見失ってしまいます。

　それからは、夫婦同士が互いに向きあわなければならなくなります。そのときになって、やっと夫婦がどう生きるかということが大きな課題になってきますが、「仕事をやめたい」というのは、そこまでいく手前の段階だと思われます。つまり、「仕事」以外に、もっと大切なものがあるはずだということが予感されるのです。

　日本では、昔から夫婦が真剣に向きあうということがあまり多くないようですが、それでも昔に比べると、いまは夫婦で楽しんでいる人がとても増えました。

　五十代ぐらいはまだ仕事が忙しいけれど、六十歳くらいになると、芝居でも音楽会でも、夫婦で鑑賞にきている人がすごく目につきます。以前は、ほとんどが女性の友だち同士できていたものです。いまはやりのウォーキングや山歩きにしても、夫婦で歩いている人が目立つようになりました。とてもいいことだと思います。





仕事と子育てのあいだで



「仕事をやめたい」という場合でも、いろいろなケースが考えられます。たとえば、アメリカでよくあるパターンの一つは、これまで男性と張りあってバリバリと仕事をやってきたけれど、結局、やはり子どもを生んで育てたいということで仕事をやめるというものです。だから、アメリカでは高齢出産がいまとても増えています。

　それまでは、子育てなんて論外、自分が仕事をすることばかり考えていたけれど、四十歳を迎えたころに子どもを生んで、そちらのほうにエネルギーを費やすようになるというケースがアメリカではだいぶあります。もちろん、仕事を持ったまま出産している人も少なくありません。

　アメリカの場合、しばらく子育てで仕事を離れていても、カムバックしやすい環境があります。日本の場合は、一度やめたらカムバックしにくいので、そこがちょっとむずかしいところでしょう。

　アメリカでもう一つよくあるパターンは、しばらく子育てしたあと、ボランティア活動に打ちこむというものです。能力のある人ですが、お金はそんなに儲けなくてもいいから、今度はなにか社会に貢こう献けんしたいということで頑張っている人が少なくありません。

　日本でも、昔に比べるとボランティア活動は増えていますが、お金やモノに執しゆう着ちやくしすぎる傾向から脱していくには、これもいい試みだと思います。

　私は文化庁長官になったときに「文化ボランティア」というのを提唱しましたが、それがいまかなり定着しています。ボランティアを楽しいと思うのは、日本人にとっては、価値観の大きな変化だと思います。

　以前は、ボランティアが「よけいなお節せつ介かい」になる場合もありました。このごろは、ボランティアでできることも多くなり、それを受け入れるほうもかなり成熟してきたように思います。

　昔は社会が子どもを守るというシステムがありましたが、それに変わるものとして、ボランティアというかたちで復活させるとか、みんなでいろいろと考えていけば、それが自分自身の人生設計にもつながるというような状況が出てくるものと思います。





「永遠の同伴者」と生きる



「女性としてどう生きるか」というほうをあまり考えすぎると、あれもやりたい、これもやりたいとなって、気がついたら、ただむだにあがいているだけだったなんてことになりがちです。

　妻として、母として、女として生きるエネルギーというのは、そういつまでも保てるわけではありません。そういうときには、宗教的なことが大事になるのではないかと思います。これは必ずしも特定の宗教に入信することを意味していません。

　好むと好まざるとにかかわらず、これから先は死のほうへ向かっていくわけですから、もっと単純に、夫婦でなだらかに生きていくことのほうを大切にしたらいいのではないでしょうか。

　六十歳を過ぎて、夫婦が一緒に行動しているというのは、そういう実感、つまりある種の心地よさが得られていることの証あかしではないかと思います。

　私が旧著『家族関係を考える』（講談社現代新書）の最後に書いた「永遠の同伴者」、すなわち、家族の中心に存在するものの概念は、たぶんに宗教的な存在を念頭に置いています。

　西洋の場合は、絶対的存在としての神を持っていますが、日本の場合は、特定の宗教によってみんなが一様に救われるということではないので、実感するのはむずかしいでしょう。まさにお遍へん路ろさんの「同行二人」で、いつも弘こう法ぼう大だい師しと一緒に歩いているといった、超越的存在を想定しています。あるいは、「ご先祖さま」でもかまいません。

　そして、そういうものを家族の中心につくりだしていくことが、これからの重要な課題になると思います。

　ただ、日本中みんないっせいにあるものを追い求めはじめるというのではなく、各人がそれぞれに努力してつくっていかなければならないので、ここがむずかしいところです。

　私たちのところに相談にこられた方で、最後に、「結局、私もご先祖になっていくんだな」と言ったあと、精神的にすごく安定していった人がいました。それは自分からそう思ったから、安定したわけです。これが、横から誰かに、「あんたも早くご先祖さまになれよ」などと言われたら、「早く死ね」と言われたような気がして、「バカなことを言うな」というふうになります。

　このような根本的な問題というのは、ほかから与えられるのではなく、本人の発見とか努力が必要です。

　昔は、天国・地獄の概念のように、みんなが集団としてそういうのを持っていて、そうした共同幻想の中で平へい穏おんに生きていくことができました。

　キリスト教国の場合、「最後の審判」というのがあって、それまでは頑張らなければならないと考えて生きているわけです。もっとも、このごろは西洋諸国でもだんだんとそういうふうに思わない人が多くなってきたから問題なのですが。

　それでも、神の存在が大前提ですから、わざわざ「同伴者」というようなことを言う必要はありません。つねに高みから見ていてくれますから。

　日本の場合は基本的には多神教ですから、はるか上から見ているというより、もっと親密で、そこここにいるといった感じです。それで「同伴者」という言葉を用いたわけです。

　家族の中で、個人として生きるにしても、そういう超越的存在を持って生きていくのと、「うちの子が一番になったらいい」とばかり思ってやっているのとでは、家族の様相が大きく違ってくるはずです。





同じ失敗を繰り返す女性の心理



　高知心理療法研究所所長の高たか野の祥さが子こさんは、同じ失敗を繰り返す女性の心理を問われています。

「結婚してみたら、夫は家庭内暴力がひどい人だった、アルコール中毒だった、浪費家で家庭経済が破は綻たんした、などの理由で離婚し、再婚した女性が、二度、三度と同様の問題で苦しんでいることがあります。しかも、たとえば、その女性の実父が浪費家で、家が苦境に追いこまれた生活歴を持ちながら、夫との家庭生活で同様の苦しみを受けるというようなことになるのはなぜでしょうか。拒否的イメージの強い父娘関係の中に置かれているのかなと思ったりするのですが」

　高野さんも指摘されているように、一度失敗しても、二度も三度も同じタイプの人と結婚してしまう女性というのは、けっこう多いものです。じつは、男性も同じですが。

　結局、無意識的にそういう人を求めてしまうわけですが、それをなおすには、まずそこをはっきり認識してもらうことが先決です。

　事実を認識できたら、必ず変わります。認識せずにやっているから、同じことが繰り返されていくのです。

　相手がそういう男性だった場合、すぐに離婚させるより、そのことを話しあっていったほうがいいでしょう。そこで苦しまないままに離婚してしまったら、心の中では解決していませんから、また同じ結果を招いてしまいかねません。





「お母さん」になるために



　いまは山王教育研究所のスタッフで、聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院周しゆう産さん期きセンターに勤務されていた橋はし本もと洋よう子こさんの質問は、赤ちゃんと母親の関係についてです。

「私は周産期センターの臨りん床しよう心理士として、赤ちゃんと家族のはじまりのところの心理臨床にたずさわってきました。その中で実感していることは、人は赤ちゃんを生んだからといって『お母さん』になれるわけではないし、育児知識や技術を習得したからといってその子にふさわしい育児ができるわけではなく、赤ちゃんとお母さんが出会い、引きこまれるように没頭していくことによって、母親は『お母さん』になり、赤ちゃんは人として育っていくのだということです。そして、母子が互いの関係に没頭できるためには、身も心も安全に守られていることが必要だということも痛感しています。

　ひと世代前まで、日本では、二十一日間は床とこ上あげをしないとして、お母さんはすべての家事や仕事から離れ、横になって赤ちゃんの世話だけをしていればよいという習慣が生きていました。産さん褥じよく期きの母親の身体的回復を考えて行われていたこの習慣は、じつは子どもが胎内生活から胎外生活へ移行していく時期を支え、母親がお母さんとなり、母子が関係を育はぐくんでいくプロセスを守る絶好のシステムだったともいえると思います。

　現代のお母さんたちは、病院を退院してすぐに家事・育児を自分一人でちゃんとできなければいけないと思っています。そして、思うようにできない自分に苛いら立だっている人たちも多いような気がします。

　私はもう一度、二十一日間は床上げをしないという風習を現代に復活させたいと思っています。家族のはじまりの意味を考えるとき、父親には二十一日間の育児休暇をとらせなければいけないという法律でもつくって、お父さんに母子の支え手となってもらうのがいいのではないかとも考えていますが、いかがでしょうか。

　父親が支え手になることで、母子が守られるだけではなく、赤ちゃんの力が父親自身の内にある母性を開いてくれるとするなら、社会全体にとっても意味あることではないかと思うのです」

　橋本さんの言われる「母親は『お母さん』になり、赤ちゃんは人となる」ということは、みんな普通はあまり意識しないけれども、まったくそのとおりです。母親も、生んだときからお母さんになれるわけではなく、赤ちゃんとの関係で、お母さんに成長していくのです。

　赤ちゃんはお母さんとの関係でだんだんと人になっていくわけですが、この間、二十一日間は床上げをしないという習慣は、昔の人のすばらしい知恵だと思います。

　いまは、子どもが生まれたときも、人が死んだときも、なんでもせわしなさすぎます。近親者が亡くなったあとの喪もの期間は、昔はとても長かった。いまはほとんど服ふく喪もの期間がありません。

　いまは医学が進んでいるから、二十一日間も必要ないし、すぐ退院して働くこともできるでしょう。しかし、そこには、心の準備というものがまったく考慮されていません。

　考えてみれば、私たちだって、家を引っ越したときなど、新しい環境に適応するのに難なん儀ぎしますが、新しい生命がいきなりこの世に出てきたことを思えば、これはとてもたいへんな事件なのです。

　このように、これまでとまったく違うことが起こっているのに、おむつからなにから、なにもかも便利になりましたから、子育てはどんどん簡略化されています。便利になっているけれど、新しい生命を自分が生んで、それを実感できるようになるには、つまり、「お母さん」になるためには、二十一日間でも足りないくらいなのです。

　そのくらいじっくりやらなければならないものを、適当に切りあげてしまうから、育児ノイローゼや虐ぎやく待たいのようなことが頻ひん繁ぱんに起こってくるのです。

　このごろ、父親の育児休暇というのがあって、とる人がだいぶ出てきました。それは非常にいいことだと思いますが、かつては大家族でしたから、まわりのみんながいろいろやってくれて、子どもを生んだ女性は、二十一日間床上げしないでもいられました。

　けれども、いまは核家族になっていますから、父親が育児休暇をとるよりしかたがなくなったわけです。

　二十一日間というのは、子どもを生んだ女性がお母さんになり、一個の生命体が人間になるためにも、必要な時間なのです。便利とか簡便とかいう意味ではどんどん進んでいきますが、人間の心の準備というのは、そんなに簡単に変わるはずがありません。みんなが重要なことを忘れて、大事なことをそっくり抜かしてしまっているように思われてなりません。





見えない壁ができたとき



　橋本さんは引きつづき、次のような指摘をされています。

「生んだ母親でなくても、赤ちゃんと出会い、ある期間赤ちゃんとの関係に没頭していく覚悟と準備のある人なら誰でも『お母さん』になれると思います。里親と子どものあいだにも、母子関係を築きずくことは十分可能であると。ただし、生んだ母親と同様に、里親が赤ちゃんと出会い関係を育んでいく微妙な時期には、物理的にも心理的にもしっかりと守られている必要があると思います。いかがでしょうか」

　子どもを生んだ人でなくても、母親になろうとすればなれると思いますが、それにはそうとうの覚悟と努力が必要でしょう。私も里子や養子を育てている人を知っています。うまくいっている例もありますが、むずかしいのは、その子どもに対してすごく腹が立ったときです。

　自分が生んだ子どもを育てていても、腹が立つことはしょっちゅうあります。それは普通に起こることです。ただ、そういうことが、自分が生んだのではない子どもに対して起こったときに、その子が里子や養子だからそう感じてしまうのではないか、と思ってしまうことが問題です。

　また、まわりにも、「自分の子どもじゃないから、そんなに邪じや険けんにできるんだ」などと心ないことを言う人もいます。そこでちょっと引いてしまうと、無意識のうちに子どもとのあいだにどうしても見えない壁ができてしまいます。

　だから、そんなのは当たり前のことなのだということを、本人がよほどしっかりと確信していないと、よけいな苦労をすることになります。そういうことを正しく理解してくれる人がまわりにいれば大きな助けになりますが、そういう人ばかりとはかぎりません。





手遅れになる前に



　いま、自分が生んだ子に対し、母親になりきれないがために起こってしまう悲ひ惨さんな事件があとを絶ちません。

　昔は大家族だから、誰かがフォローしてくれて、どこかで救われました。その意味では、子どもを生んですぐにお母さんになっていく人は、昔はもっと少なかったかもしれません。なにしろ、母親といえども、二十一日たったら、すぐに田畑で働かなければなりませんでしたから。しかし、そういうときには、おばあちゃんがいて、ちゃんとフォローをしてくれました。

　ところが、いまは核家族ですから、子育てはすべて母親と父親にかかってきます。その父親も仕事を休んでばかりいられないため、母親一人が奮闘することになりがちです。

　子どもに対する虐待事件のほとんどが、助けてくれる人が誰もいない、このような状況で起こっています。

　いったん手をあげてしまうと、自分がやったことに腹が立つから、よけいに子どもに当たり、ますますひどくなって、とうとう死なせてしまい、そのときになってやっとわれに返りますが、もはや手遅れです。

　昔は、子どもが親から殴なぐられたら、おじいちゃんやおばあちゃんのところへ逃げていけました。いまはそれもないから、親の暴力に直接的にさらされてしまいます。また、かつては地域でつながりがありましたから、近所の家で子どもが激しく泣いていたりしたら、誰かが見にきたりして、最悪の結果を未然に防止していました。

　親子の関係で、相手に対してむちゃくちゃに腹が立つことがあるのは当たり前のことです。ただ、カーッと腹が立ったときに、昔は緩かん和わしてくれるものがありましたが、いまは家族が完全に孤立した状態ですから、緩かん衝しよう材ざいがありません。





思いどおりにいかないとき



　いま、自分の思いどおりにいくことがありすぎる時代です。お金さえあれば、だいたいのことができます。ところが、いくらお金があっても、絶対に思いどおりにならないのが家族であり、とくに自分の子どもです。

　たとえば赤ちゃんがワーッと泣きだしたら、いくらお金をやったって泣きやみません。しかも、赤ちゃんがどうして泣いているのかもわからない。

　なんでも思いどおりになるときに、自分の思いどおりにならないことがあると、それが必要以上のおびえになってきます。

「しょせん人生なんて、思いどおりにいかないものなんだ」と達観できていれば、ちょっとぐらいのことではびくともしないけれど、いまの若い人たちは、自分の思いどおりにならないと、なにかがおかしいとか、とんでもないことが起こっているかのように思ってしまいます。これは赤ちゃんがおかしいのか、自分がおかしいのか、自分のやり方がまずいのか……そうやっていろいろと考えているうちにわけがわからなくなって、赤ちゃんを投げつけたり、叩たたいたり、蹴けとばしたりしてしまうのです。

　もちろん、はじめはそんなむちゃをする気はないのに、結果的に虐待をしてしまうということが起こってくるわけですが、そんなときに、「世の中なんて、たいていのことは自分の思いどおりにいかないものさ」と心得ている人は、赤ちゃんが泣いても、「赤ん坊は泣くのが商売だから」と、それほど動じたりはしません。

　そういうことを考えてくると、核家族というのは、心理的には非常にむずかしい状況を背負いこんでいるものなのだとわかるでしょう。そのことをよく心得ておく必要があります。

　それを、おじいちゃん、おばあちゃんのようなよけいなことをしたり、言ったりする人がいないし、近所の誰も口出ししないからということで、みんなは楽になったと思っています。誰も手助けも口出しもしてくれないから、すべて自分一人でやっていかなければならないのに、そういう責任のほうをすっかり忘れてしまっています。

　舅しゆうと・姑しゆうとめにじゃまされない夫婦だけの生活というのが、一つの理想のように考えられていますが、そうした理想を追求するには、それなりの訓練が必要なのに、そこがまったく欠けつ如じよしているから、なにかと悲劇が起こってくるのです。

　父親の育児休暇がとれるようになったのは一つの進歩ですが、これからはもっとそのへんをよく考えていかなければならないでしょう。

　おじいちゃん、おばあちゃんの存在を、もう一度、プラスの意味で考えなおすことも必要です。住宅事情もあるから同居はなかなかむずかしいけれど、もっと頻繁に遊びにいったりきたりして、うまく関係を復活させていくとか、よけいな干渉をするのではなく、相互に助けあう関係を結んでいくとか。

　日本の場合、ちょっと関係ができると、すぐに個人の世界に侵入してくるということがよくあります。それはいやだと思ったとたんに、関係がバラバラになっていきます。その意味では、おじいちゃん、おばあちゃんたちのほうでも考え方を変えていく必要があります。





もう一つの社会貢献



　日本の少子化現象の背景には、子どもを生んだらすべて自分で背負わなければならなくなったという状況も大きく作用しているでしょう。そういう強きよう迫はく観念みたいなものがあるため、出産に対して、どうしても二の足を踏んでしまいがちです。

　それと、いまは子育て以外のことに価値観がありすぎることも原因の一つです。私はよく冗じよう談だんで言うのですが、「社会のために尽くしたい人は、社会へ出ていかなくてもいいから、子どもをどんどん生んで納税者をつくってほしい」と。

　冗談ではなく、いろいろな貢献の仕方がありますから、こちらのほうも忘れないようにしてほしいと本気で思っています。

　子孫をつくるというのは、いままでは自然で当たり前に行われてきましたから、それをことさら社会貢献の要因としてカウントしてきませんでしたが、これほど少子化が急激に進んでしまっては、それもカウントしないわけにはいかなくなりました。もっとも、「それも」というところが大事で、そっちにばかりいきすぎると、また困ったことも起こってきます。

　社会の中で、自分のやった分だけ結果が出て、お金も入ってくるという楽しみと、子どもを育てるという楽しみと、味の違う楽しみを両方やってほしいということです。どちらに転んでも、極端はだめです。

　いままでは子どもを生み育てるのが当たり前だと思ってきたから、それ以外のほうにすごく価値が置かれたけれど、ここまできたら、両方とも同等に評価する必要があります。そういう中で、自分はどういう生き方をするかというのを考えてもらいたいものです。





第五章　子どもにとっていい家庭とは？












子どもを守る「心理的な力」



　角野善宏さんは、子どもを守る心理的な力に注目されています。

「現在において、一家族の内にも、家族の外にも、個人（とくに子ども）を守る心理的な力（潜在力）が弱っているように思われます。そこで、家族の外にある個人を守る力や層を、文化、社会、地域、学校などを含めて（これらも大きい意味で、家族的構造を持っていると思いますので）、具体的にどう強めていったらよいか、おうかがいしたいと思います」

　いまの人たちは、家族、とくに子どもを守るということに関して、子どもにモノを買い与えるとか、勉強させることだけしか考えていないような気がします。子どもをほんとうの意味でしっかりと守っていかないと、自分の力が出てこないのだということを、みんなが忘れすぎていると思います。

　角野さんも指摘されているように、大切なのは「心理的な力」です。

　昔の親は忙しすぎたし、お金もなかったから、子どものことは適当に放っておきました。むしろ、それでうまいこといっていたところがあります。

　いまは、お金と時間がありますから、とくに母親が子どもの世界に介かい入にゆうしようとしすぎます。それは、子どもを守っているのとは違います。

　昔は地域全体が子どもたちを守っていましたが、では昔はよかったかというと、そうとも言いきれません。地域全体が密着していたから、子どもたちがなかなか自由に好きなことができない。ちょっと人と変わったことをすると、「なぜそんなことするんだ」とか、「どこに行くんだ」とか、いつも監視されているようで、なにかとお節せつ介かいが入ります。

　いまは、そうしたわずらわしいしがらみをつぶそうとして、守りまでなくなってしまっている状態です。しがらみを切った分、家族で子どもを守るという意識を強く持っていかなければならなくなったのに。

　そのときに、むしろ介入しすぎる親が多いため、結果として子どもを守っていることにならないし、むしろ、逆のことをしているのが現状です。

　守るにしても、ただ「あれをやれ、これをやれ」と言っているだけでは、子どもはのびのびと育ちません。「失敗してもいいから、もっと好きなことをやってみろ」といった感じで、少しうしろから見守ってやることがかんじんです。

　一方、社会的に守るというのは、たしかに干渉になる場合もあるけれど、それがまったくなくなってしまっていることも心配です。団地など、わりと地域が密着しやすい環境はありますが、よその子どものことはほったらかしです。「あの子には負けるな」などと、自分の子どもの競争相手としか意識していません。

　まだ田舎のほうには、地域で子どもを守るシステムがいくらか残っています。田舎に行くと、どこにどういう子どもがいて、いま都会に出てなにをしているかというのを、みんながよく知っています。

　そうした自由の束そく縛ばくがいやで、みんな都会へ出て、近所同士が知らん顔をしているため、逆に都会では子どもを守る部分が極端に少なくなってしまったのです。

　守りの部分が極端に少なくなると、子どもが誘ゆう拐かいされるとか、昔はあまり考えられなかった事件が頻ひん繁ぱんに起こるようになります。

　昔は、子どもが悪いことをしたときには、他人の子どもでも平気で叱しかっていましたし、子どもたちは、そういう中で社会生活の中では絶対にしてはいけないことを身につけていきました。

　たとえば、私たちの年代なら誰でも、よその家の柿の実などを盗んで、その家のおじさんからこっぴどく叱られたというような経験を持っています。

　同じ柿でも、果樹園で栽培されているいわゆる売り物の柿は、盗んだりしませんでした。たいていは、庭先に植えられていて、枝が大きく道路にはみ出しているようなところです。盗みになるか、いたずらですむのか、そのぎりぎりのところで楽しんでいたところがありました。そういう経験を積みながら、社会生活をしていくうえでのルールを学んでいきました。

　ところがいまはそういうことを教えてくれる人がいないから、子どもたちは限界を体験することなく、簡単に書店やコンビニなどで万引きをしてしまいます。以前なら、柿を盗んでも、「このバカヤロー」と怒られただけですんでいましたが、万引きをして捕まれば、窃せつ盗とうというれっきとした犯罪行為ですから警察ざたになり、未成年者なら親の責任も問われます。

　また、親のほうにも、「弁べん償しようすればいいんだろ」と、お金ですまそうとするところがあります。これで子どもを守っていると思ったら大間違いです。





いじめも歯止めがきかないのは



　私たちの時代にも、いじめというのがありましたが、相手が泣いたらやめるとか、絶対に傷をつけないとか、金品を巻きあげることはしないとか、子どもなりのルールの中でやっていました。

　いまはそういうこともなしに、思春期になっていきなり心の中の混乱を外に向けていくのですが、どこまでやっていいのかわからないまま、極端に過激な方向に進んでしまいます。あるいは、一回、二回で終わらずに、陰湿に延々と続くため、いじめられるほうは耐えきれなくて自殺してしまったりします。われわれが子どものころには、小学生が自殺するなんて、とても考えられませんでした。

　昔は自然発生的にやっていたことがいまではほとんどなくなってきたため、大人の思考とか意志、努力などでやっていかなければならないのですが、これは容易なことではありません。「悪いこと」の限度を示すのはむずかしく、「ちょっとぐらい悪いこともしたらどうだ」などと教えられるものではありません。先生でも親でも、そのときどきによっては、ちょっと怒らないでおこうとか、ここはきつく叱っておかなければならないとか、みなその場で判断していかなければならなくなります。

　やはり、自然ほどすばらしいものはないわけで、昔の親や先生だったら、怒る場合にも、適当なところでやめていました。「コラッ」とか、「バカヤロー」とか言っても、あうんの呼吸で自然にうまく調整していました。大人の中にも、ものすごく怖い人と、あまり怖くない人がいたりして、バランスがとれていました。それによって、子どものいたずらも、自然に限度をわきまえ、極端に走ることがなく、手控えるところがあったのです。

　いまは、ちょっとしたことでもすぐ不良と言われたり、警察ざたになったりしてしまうから、救いというものがありません。子どものほうも、小さないたずらまで封じられているから、やるとなると、とんでもない大事件になってしまいます。小学校の中で、同級生をカッターナイフで切り殺してしまうなどということが、それほどの罪の意識もないままに起こってしまうわけです。

　大人がもう少し賢かしこくならないと、ますます歯止めがきかなくなってしまいます。

　いまは、自然発生的なことを、子どもから奪いすぎているように思います。なんでもみなコントロールしてやればうまくいくと思いすぎているところがあります。だから、子どもをほんとうの意味で守るためには、子どもの自然の動きをもっと活性化し、しばらくはしんぼうして見守っていくことが必要でしょう。





守るつもりが干渉に



　たとえば、東京・世田谷せたがや区にプレーパークという子どものための遊び場が何ヵ所かあって、そこの指導者（プレーリーダー）は安全に注意しているだけで、それ以外はまったく子どもの自由にさせています。普通の公園のように整備されてはおらず、土の上に手づくりの遊具や、なにかの廃はい材ざいなどが雑然と置かれていて、それらを子どもたちが勝手に使って遊んだり、冒険をしたりするわけです。

　管理は地域の住民にまかされていますから、その中で子どもが多少のケガをしても、子どもと親の責任ということで、行政側を訴えるというようなことはありません。このような取り組みを、みんながもっと真剣に考えるべきではないでしょうか。

　行政側で子どものことを担当している人は、「あとで親からなにを言われるかわからないから」という気持ちがあるため、すぐに指導をしたがります。子どもがケガをしたのは、指導者の言うことを聞かなかったからだというふうに、守るどころか、責任逃れの道を用意している始末です。

　昔は鎮ちん守じゆの森のようなところで、子どもたちだけでそういうことをやっていました。木から落ちたとか、ナイフで竹たけ細ざい工くをしていて指を切ったとか、その程度のことはみんなが体験していました。それによって、裁判ざたになることもありませんでした。

　アメリカには、ある地域にそっくり囲いがしてあって、一定以上の収入のある人ばかりが住んでいるところがあります。入り口にはガードマンがいて、中に入る人は身分証明書を見せなければなりません。

　その地域は完全に守られていて、防犯上はとても安全ですが、そこに住む子どもたちは悪さができません。子ども同士で走りまわったり、大声で叫びあったりして遊ぶことができません。住民以外の子どもがそこの子どもの家に遊びにいこうと思ったら、あらかじめ電話で予約をしておかなければならない。こんな環境では、子どもがだんだんとおかしくなってくるのは当然のような気がします。

　いま環境を守るということが大きな社会問題になっていますが、心の環境も同じです。自然の心をどういうふうに取り返すかということを考えなおしていく必要があるでしょう。

　欧米の場合、夏休みなどに、みんなでキャンプに行きます。一ヵ月くらい、子どもを預あずかってくれる施設が各所にあって、そこで木登りをしたり、水泳をしたり、山野を冒険したり、いろいろなことを経験しています。

　こういうことは、日本でもやっていけばいいと思うのですが、日本で子どもが夏休みにすることといえば、勉強ばかりです。

　そうではなく、各地の教育委員会同士が提てい携けいして、東京の子どもを北海道のどこかの町が一ヵ月間ほど預かって、山野を駆けめぐって遊ばせるというようなことをやりだしたら、日本ももっと将来に希望が持てるようになるのではないでしょうか。

　いまは、子どもがちょっとでもケガをしたりすると親が騒ぐから、行政側が尻しり込ごみをしているところがあります。その点、アメリカなどでは契約の世界ですから、そういうことはちゃんと契約書に書いてあるし、もちろん保険もきちんとかけてあります。

　すり傷をつくるとか、蜂はちに刺されるとか、毒キノコの見分け方を知るとかいうのも大切な勉強だと思うのですが。

　いまは、子どもを守ると言いながら、干渉になってしまって、ほんとうの意味で子どもを守ってはいません。このあたりも、家族を考えるうえでの大きな問題です。





子どもが夢想する家



　野村二朗さんは家庭裁判所の調査官をされている立場から、最近の少年たちの心もようについても問題を提起されています。

「最近の少年非行を見ると、非行の凶きよう悪あく化かや低年齢化が進んでおり、また、普通の家庭の子どもが非行に走り、驚かされることがあります。その意味では、現在は、家族が抱えている問題の深刻さが増しているように思います。しかし、多くの少年たちと面接していると、彼らが親子関係の悩みにぶつかりながら、自分の将来の人生のことを真剣に考えていることに気がつきます。そして、その内容が、意外に古典的で、いい意味で保守的であることに驚かされることがあります。

　中流家庭に育ったある女子少年の場合、『頼りになるやさしい彼氏と出会い、結婚して子どもをつくって平へい穏おんな家庭生活を送りたい』と私との面接で語ったことがありました。また、家が商売をしているある男子少年は、『父親に負けないよう、一家を支えられる頼れる親になりたい』と語りました。彼らは親に反抗していても、このような自分の将来の家族像を描いていました。

　いまの子どもは変わったとよく言われます。しかし、非行少年を通して見た思春期の子どもは、夫ふ唱しよう婦ふ随ずいや一いつ家か団だん欒らんに象徴されるような日本的家族像を心の中に持っていて、自分の将来を考えているように感じることがあります。子どもには、昔とあまり変わっていない部分があるのではないでしょうか。現代の子どもが求める家族について、どのようにお考えになっていますか」

　私は以前、アメリカのストリート・チルドレンをあつかったドキュメンタリー映画を見たことがあります。彼らは家を出て街に住み、犯罪すれすれのことをしながら生きているわけですが、そういう子どもたちにインタビューして、「君らは大きくなったらなにになりたいか」と聞いたときに、ほとんどの子が、「温かい家庭を持って、ちゃんとした父親（母親）になりたい」と答えていました。ストリート・チルドレン同士で勝手に生きているから、もっと変わったことを言うかと思ったら、みんながそういう答えでした。

　そういうのを見ても、家族がしっかり生きていることがいかに大事かということがわかるし、非行している子どもたちのほうがよけいに強くそう思っているところがあります。ただ、自分では実際にそういう家族生活を体験していないため、一家団欒といった一種の理想像みたいなものをイメージしているわけです。

　実際に両親と暮らしていれば、そんな古いパターンはすでに存在しないということを知っているから、もっと違うことを考えるのでしょうが、アメリカのストリート・チルドレンはそういうことを知らないので、まったく古いかたちの家を夢想しているのです。

　かといって、それを否定することはできません。それはそれで大事にしてやって、それだったらどうする、これだったらこうしなければならない、ということでやっていかないとしようがないでしょう。そういう子たちは夢想する力が強いので、よけいにむずかしいところがあります。

　たとえば担任の先生などを好きになって、昔ふうの父親像とか母親像とかを心に思い描いていたりします。だから、その先生なら、自分がなにをしても助けてくれる、自分のためになんでもやってくれると思いこんでいます。ところが、先生のほうが、ちょっとしたことで怒ったり、きついことを言ったりすると、夢想とのギャップが大きいから、よけいに衝撃を受けてしまいます。そういうときには、先生のほうでそこに気づいて、それに対処していかなければならないわけです。

　こういう子の場合、前より学校へよくくるようになったと喜んでいたら、急に先生のものを盗んでしまったりすることがあります。これは、この程度のことをしても自分を許してくれるかどうか、相手を試しているのです。母親なら、ちょっとくらい盗んだって、自分を好いていてくれるはずだと相手の心を測っているのです。そこまではっきり意識はしていないし、言ったりもしないけれど、そういうことがよく行動に出てきます。そこを先生のほうが気づかないまま強く怒ったりすると、よけいに反動が強くなります。





波風が立たないようにすると



　野村さんは「普通の家庭の子どもが非行に走る」と述べておられますが、それは外見的に普通の家庭ということです。

　たとえば、小こ遣づかいはちゃんともらっているとか、家で個室を与えられているとか、家族そろってご飯を食べているとか、そういう項目をあげていくと、ほとんどクリアしている。ところが、その家には、家族だからこそあるはずの感情のぶつかりあいが、まったくなかったりします。

　援助交際をしていた女の子の家庭を調べると、小遣いもきちんともらっているし、家族そろってご飯を食べているし、そういう言い方をしたら全部そろっていて、なにも問題はないというケースがとても多いことがわかります。

　なにが欠けているかといえば、思春期にふさわしい感情の揺ゆさぶりを一家でまったく体験できていないということです。みんな静かに、表面上はうまいこといっているように見えますが、思春期の子にしてみたら、まるでもの足りないわけです。だから、なにかやらないとおさまらない。そういうところから、援助交際みたいなことに入っていく例が少なくありません。

　これはむしろ両親に問題があって、いわゆる「いい親」とか「いい家」というのを演じすぎているし、いまの親たちは形式的な平和を求めすぎているところがあります。子どもが小さいときから少しずつしんぼうさせて、波風があまり立たない家にしようとするから、どうしても人工的になっていくのです。

　ある少年のクライエントから、「先生、理解のある両親を持つと、けっこうたいへんですよ」と言われたことがあります。親からへんに理解を持たれてしまうから、感情の高こう揚ようにふさわしい暴れ方ができないというわけです。

　前述したように、会社でエレベーターの前で隠れて番をしているとか、親もどこかで愚おろかしいしんぼうをさせられているはずです。そういうときには、家で「コラーッ」とか「このバカヤロー！」とか、親子でガンガンやったらいいのです。子どもが「こんな家にいられるかっ」とかなんとか言っているから、家にいることができるのです。

「うるせえな、おやじ」とか、「勝手にしろ、このバカタレ」とかいった感情のぶつけあいがあってうまくバランスがとれるところを、親のほうから「まあまあ」とか、「いやいや」とかやられると、発散できなかったものがストレスとなって子どもの心の中に蓄積されていきます。

　悪い成績をとってきても、母親が少しも怒らないで、「次に期待しているわよ」とか言ったりすると、家の中がどんどん氷のようになっていきます。その母親も心の中では、「こんな成績では絶対にだめ。こんなのは私の子じゃない」などと思っている。そういうことを、「なんなの、この成績は！」と言ってやったらほんとうの親子になるのに、そこをぐっとこらえて、「次に期待する」などと言っているから、心のほうがどんどん冷たくなっていくのです。そして、子どもは、その冷たいところだけを敏感に感じてしまうのです。

　もっと普通に生きていたら、ほんとうの家族になっているのに、家の中でおかしなしんぼうをすると、よけいに裏目に出てしまいます。子どもは親の素直な感情を知りたがっているのに、それを隠してしまうから、お父さんやお母さんがほんとうに生きているのかどうかわからなくなるのです。

　昔はお金もモノもなかったから、「小遣いくれ」「ないものはない」といった調子で、親子で喧けん嘩かをせざるをえない状況がありました。いまはほとんどをお金でカバーできるから、「お小遣いもあげましょう」、ちょっと成績が悪かったら、怒るのではなく、「塾に行きなさい」「家庭教師をつけましょう」と、怒鳴り散らさないで、こういう対応をする親がとても多くなりました。

　だから、子どもは、「ほんとうは親はどう思っているのか」と疑問を持って、それを試す意味で、おかしなことをしたりするようになるのです。





「心の叫び」が聞こえますか



　いまの親は、ほかの子がみんな持っているからということで、携帯電話でもなんでも子どもに買い与えてしまいます。いまは携帯電話とかメールとかが子ども同士のコミュニケーションのもっとも重要なツールになっているのではないでしょうか。どう考えても異常です。

　孤独とか不安を感じたときに、携帯電話やメールで誰かに伝えると、すぐに返事が返ってくるから、そこで孤独や不安が解消されたような気になってしまう。でも、それは、自分の中で醸じよう成せいするということなしに、ただまき散らしているだけですから、根本的な解決にはなっていません。

　そういうときにこそ、家族の中で吐きだしていかなければならないのに、子どもは携帯電話やメールに頼ってしまいます。しかし、携帯やメールの相手は、ただ発信を受けとめているだけで、そういう心をまともに受けとめてはくれません。やはり、生きた人間と、携帯とかメールなどとはまったく違います。

　そのへんのところを、親がよく考えなおしていかないと、「普通の家」の子が援助交際をするというようなことは、なくなっていかないでしょう。

　援助交際をやっている子の中には、自分がそういうことをしていることを、むしろ親に知ってもらいたがっているとしか思えない子もいます。すぐにバレるようなことをわざとする子が多い。たとえば、親から見たら、絶対に小遣いでは買えないような高価なものを身につけているとか。そのときに、「どうしたの、それ？」と聞いてくれたら、そこから対話がはじまるのに、親はなにも言いません。それは、子どもたちの心の叫びなのに、気がつきもしない。そんな親が少なくありません。





悪いことが起こりやすいのは



　いま、いわゆる「普通の家庭」の子どもの非行がとても増えているように言われていますが、そんなことはありません。全体的に見れば、日本はまだまだ健全だと言えます。

　昔の人間だって同じことで、なにかしらおもしろいことを探して、ときに悪さをするというようなことは、いつの時代にもあることです。

　いまが昔と違うのは、携帯やメールがあって、出会い系サイトみたいなところに簡単に入っていけることです。昔は、誰かに出会おうと思っても、そんなに簡単にはできませんでした。盛り場とかお祭りで女の子を引っかけようとか、海水浴場でガールハントをしようとか、そういうことをするにしても、生きた人間同士の関係になっていました。

　困ったことに、文明が発達すると、それだけ悪におちいる可能性も高くなります。江戸時代だったら、悪いことをしようと思ってもたいへんだし、すぐにバレてしまいます。それがいまでは、ひそかに悪いことをしようと思ったら、バーチャル空間を利用して、子どもにも簡単にできてしまいます。

　手段の問題としてだけでなく、人間にかかってくるストレスも大きくなるから、よけいに悪いことが起こりやすくなり、凶悪化しがちです。

　だから、科学技術の進歩とかなんとか、きれいごとを言っていますが、私たちはとんでもない代だい償しようを払ってこういうことをやっているのです。そこにまだみんな気づいていません。まず大人がそこに気づいて、小さいときから、いろいろな悪の可能性がある世の中で自分はどう生きていくかということを、もっときちんと子どもに教えていく必要があるのではないでしょうか。





まさかと思うようなこと



　野村さんはさらにとても重要な指摘をされています。

「非行事件をあつかっていると、子どもが非行を犯したことがきっかけで父母が自分たちの夫婦の問題や子どもへの接し方を考えなおし、かえって家族の絆きずなを強めたり、父親らしさ母親らしさを回復したりする結果となった事例に出会うことがあります。また、幼い子どもの引き取りをめぐって離婚紛争中の夫婦が、子どもが父母双方を求めていることを子どもの言動からじかに知るや、夫婦はむやみにもめることをやめ、夫が妻に子どもを託すことに合意し、妻は夫が定期的に子どもと接する機会をもうけることに賛成して離婚が成立した事例がありました。

　これらの経験から私は、問題を抱えた家族ほど、子どもが夫婦や家族を動かす不思議な力を持っていることを感じています。どのような子どもにも家族関係を動かす創造的な力があるように信じています。そして、この点を心得て子どもを見守りながら問題を抱えた家族に接近できる専門家がいると、子どもの力を引きだす結果を導くことがあるように思うのですが、心理療法ではどのように理解されますか」

　まったくそのとおりだと思います。だから、私など、子どもに会っているときに、あまり親には会わないことがあります。むしろ、子どもの力だけのほうが、家族全体が変わっていく可能性が高いからです。

　家族の絆というのは、なかなかむずかしいものですが、やはり、夫婦だけの家族の絆と、子どもがいる家族の絆とは、まったく質が違います。子どもの事件を通じて、親は真剣になりますから、まさかと思うようなことが起こったりします。それで、親も考えなおす機会を与えられるわけです。

　ただ、子ども自身は、父親や母親にこうしてほしいというような具体的なことをあまり意識していない、あるいは、ほとんど無意識ではないかと思います。子どもの言動が核心をついているため、それを通じて親のほうが認識するわけです。高校生くらいなら、意識して、自分から親を連れてきたりする場合もありますが、それ以下の子どもの場合は、ほとんど無意識の言動といってもいいでしょう。





子どもが「悪いこと」をするとき



　子どもには、家族の絆をつくりだすという「創造的な力」が存在しますが、いま述べたように、子どもはそういうことを意識していませんから、創造的な力は、いろいろなかたちをとってあらわれます。子どもの非行の背景にも、それが大きく作用しています。

　だから、普通に言うように、悪い家に悪い子ができるということではありません。非行＝悪い家というような単純な図式で考えないほうがいいし、世間で言われるような「いい父親」「いい母親」でも、変わっていかなければならない場合があります。

　逆に言うと、なにか課題が存在するときには、子どもはその課題にふさわしい行動をとるということです。そこを察知していかないと親が変わることはできませんが、それをきっかけに親が変わることができれば、家族の関係はプラスのほうに大きく変わっていきます。

　その意味では、子どもが「悪いこと」をするのは、よりよくなるための信号であり、きっかけになりうるわけです。その「悪いこと」がどのくらいのところでとどまっているかということを見きわめることがとても大事になってきます。

　しかも、なにかをしてやろうと思いつつも、実際の行動としてはやらなかったという子もいますから、問題が発生しないから「いい家」とか「いい家族」ということも一いち概がいには言えません。むしろ、あまり「いい」とか「悪い」という価値判断を入れないことが大事です。

　家族になにかがあれば、子どもはそれにふさわしいことをします。そのときに、課題を持って、なにかをつくりあげていかなければならないのに、たとえば携帯電話やメールなどがあると、課題が発はつ酵こうする前にどんどん外に出ていってしまいます。現代は、課題が発酵する前につぶされてしまうことがとても多く、そういうかたちで外に出ていってしまうと、親もその異変になかなか気がつきません。

　子ども本人はそれで解消されたかのように思っていますが、基本的には変わっていないため、家族の課題としてはなにも解決されないまま、むしろ気づかないうちに肥大化していくケースが多くなっています。





子どもの下手な叱り方



　子どもが「悪い」ことをしたときの、親の対処法も重要になってきます。

　親が子どもを叱る場合、子どもには体で覚えるということもありますから、お尻を叩たたくくらいのことはあってもいいと思いますが、そのときに気をつけなければならないのは、親が自分に対する腹立たしさや憎しみをこめてやってしまうことです。

　自分の子どもには、期待が大きいだけ、怒りも大きくなりがちですが、それをそのまま子どもにぶつけてしまっては、課題の解決どころか、その所在すらつかめなくなります。

　とくに母親によく見られますが、怒っている自分に腹が立って、その怒りをさらに子どもにぶつけてしまうことがあります。そうやっているうちに、たががはずれてしまって、子どもに対する憎しみのほうが強くなってくると、ますます悪い方向に突き進んでしまいます。

　たとえば、「自分はこんなに愛しているのに、ちっともこたえてくれない」とか、「私がパートにまで出て頑張っているのに、この子ったら……」とか言って、さらに怒りを強くしますが、親のほうは当然期待にこたえてくれるはずだと思っていても、そんな単純にこたえられるものではありません。

　普段から感情のぶつけあいをしながら生活してきた家族なら、少しくらい怒鳴られても、親が自分を憎んでいるわけではないとわかりますが、母親が突発的に怒りを爆発させたりすると、そこに親の愛を感じるなどということは無理でしょう。子どもが親の愛情を感じるというのは、親の行動とのかねあいから生じることなのです。





うるさいけど、いいところも……



　加か古こ川がわ市民病院の小児科に勤務されている岡おか田だ由ゆ美み子こさんは、祖母が母親がわりをしている例を紹介しています。

「最近、子どもの問題で小児科を訪れる祖母たちがおられます。両親が離婚後、父親に引き取られた子どものおばあさんたちです。おばあさんたちは母親がわりに孫を育てつつ、孫の心がつかめないまま、とまどっておられます。母親がわりとはいっても、母親のようにはなれず、心配は尽きないようです。核家族化が通常となったいま、家族とはやはり親と子の二世代なのでしょうか。現代に生きる私たちが直接責任を担になえるのは、子どもの世代までであって、孫の世代はやはり子どもの世代に託すしかないのでしょうか」

　いまの時代、二世代どころか、三世代、四世代、あるいは叔お父じさん、叔お母ばさん、従い兄と弟ことか、もっと横の関係まで活用していかないと、核家族だけで背負っていくのはとても困難です。

　もちろん、関係ができるからには、いいことばかりではなく、プラスとマイナスが必ず起こってきます。だから、「うるさいからやめておこう」ではなく、「うるさい面もあるけど、いいところがある」と思っていただきたい。そこをよく理解していかないと、なかなか新しい関係を築きずくことはできません。

　いままではむしろ大家族制の悪い面ばかりを経験してきたため、核家族が理想的に思えていましたが、その弊へい害がいが表面化してきたいま、今度は少し逆のほうを考えたほうがいいと思います。





一人っ子の注意点



　最近は少子化の傾向から、一人っ子というのがとても多くなりましたが、とくに一人っ子の場合こそ、ほかの家族とつきあうことを考えるべきです。従兄弟が兄弟のかわりをすることもあります。少子化の傾向が進めば進むほど、親しん戚せきとのつきあいが大事になります。

　一人っ子の家族というのは、ある意味では、親戚とのつきあいが逆に希薄になる可能性もあります。だから、なにも親戚だけでなく、積極的に友だちの家族とつきあうなど、親がカバーすることを考えるべきです。それでないと、子どもがかわいそうですし、子どものためだけでなく、親自身の相談相手としても有益です。

　保育園や幼稚園でも、ある程度はカバーできますが、兄弟関係の代だい替たいにはなかなかなりません。親戚でも友だちでも、家族ぐるみでつきあっている場合はそこが違います。

　もちろん、どちらの場合もいいことばかりではありません。かえってむずかしいこともありますが、おもしろさもあります。親と子どもを含めた、いわゆる家族ぐるみのつきあいというものが、みんなもっと上手にならなければならないし、そのためにはそれなりの訓練も必要です。

　岡田さんは、「自分は祖母であって、母親ではない」という不安を持っておられる方の事例をあげていますが、とくにこのごろは離婚が増えたこともあって、おじいちゃんやおばあちゃんが孫を育てるというケースもかなりよく見受けられます。

　実の親子の場合でも心配は尽きないけれど、祖父母が孫を育てるとなると、よけいに問題が増えるかもしれません。さらに、こうしたケースでは、「実の母親にはなりきれないのではないか」という不安もつきまといます。

　こうした二重の心配を避けるためには、なんでもいいことばかりではないということをよく知っておく必要があるでしょう。そして、だから敬遠してしまうのではなく、マイナス面も持っていることとして受け入れていけばいいわけです。

　おばあさんはしょせんおばあさんであって、母親にはなりきれませんが、だから家族は二世代でなければならないということではありません。むしろ、三世代、四世代で、みんなで子どもを育てていけばいいわけです。なにかとマイナス面があって苦労することがあっても、子どもというのは、自分が受け入れられていることがわかれば、ちゃんと育っていくものです。もちろん、子どもも子どもなりに苦労はするし、いやな思いもするかもしれませんが、そういうことを経験しながら育っていきます。子どもというのは、そのへんはすごいものを持っています。

　母親がここだけは絶対にやらなければならない、というような制限は、なにもありません。おばあちゃんが食事をつくったって、参観日に出かけていったって、いっこうにかまいません。要は、気持ちの持ちようです。「この子は私が絶対に育てます」という気き概がいがあれば、子どもは必ず受け入れていきます。

　ただ、不思議ですが、やはり女の人がいないとうまくいかないようです。離婚して子どもを父親が引き取り、祖父が育てるというのはむずかしいことです。

　アメリカで実際に問題になったことですが、女性同士の結婚の場合は養子をとることができるが、男同士の結婚のときには養子をとれないという規則ができたときに、男同士で結婚している人たちが、「男女平等、男性差別をするな」と言ってデモ行進をしたことがあります。けれども、臨りん床しよう心理の面からいっても、ちょっとむずかしいところがあります。





兄弟喧嘩は当たり前



　岡田さんはさらに、兄弟喧嘩、家族の会話についても質問されています。

「非常に小さいお子さんの兄弟葛かつ藤とうにご両親がとまどわれる状況があります。とくに、第一子をいい子に、努力して、愛情いっぱいに育てたにもかかわらず、わが子の豹ひよう変へんぶりに、それまでの子育てのすべてを否定されたと悩むお母さんたちも少なくありません。否定的で攻撃的な言動は家族の中でもなかなか認められにくい面があり、命が一つ加わると家族も変わるということが一般に了解されにくいようです。

　祖父母でさえ、母親の不安をあおるように『甘やかしすぎ』などと言ってしまいます。また、親の世代の兄弟葛藤はこれほど直接的ではなかったと言われることも多く、『こんな子は初めて。育て方がおかしいに違いない』などと祖父母世代に言われてしまうと、ますます孤独な子育てへと追いこまれてしまいます。兄弟葛藤の表面化、過激化について、お考えをお聞かせください」

　いまは子どもの数が少ないから、兄弟の葛藤がよく見えすぎるところがあります。昔だってけっこうやっていたのですが、子どもがたくさんいたし、母親も家の仕事に追われていましたから、そこまで見えていなかったにすぎません。

　そして、そういう葛藤があっても、子どもたちなりに解決していたのですが、いまはもろに見えてしまうから、どうしても大事件のように考えてしまいがちです。

　それと、親たちが、うまく育てたらいい子ができるとか、自分の子をいい子にしたいとか、思いすぎています。いい子というのは、親から考えたいい子であって、それはどういうことかというと、「親の言うことをよく聞いて、喧嘩をしないで……」。でも、人の言うことばかり聞いて、喧嘩もできない人間なんて、まるでおもしろみがありません。みんながみんな、そんなふうになってしまったら、もはや人間ではなくなってしまいます。

　兄弟同士の喧嘩は、むしろしなければならないことだと思います。怒鳴りあいの喧嘩をしながら、子どもはいろいろなことを学んで育っていくのです。

　掃除機でも、洗濯機でも、上等のものは完全に人の言うことを聞いてくれます。だから、自分の子どもも上手にやったら、とてもいい子ができるという錯さつ覚かくを持ちすぎているように思われます。人間というのは、怒ったり怒鳴ったりするから価値があるのに。

　兄弟喧嘩をなにかたいへんなことのように考えて、「うちの子どもはこんなことをやるんです」などと相談にこられる母親がいますが、そんなのは当たり前だと思っていただきたい。

　自分が王さまだと思っていたところに、弟が生まれてきたりすれば、自分の座を脅おびやかされますから、防衛本能がはたらきます。だから、ときどき弟を叩いたりしてしまうでしょう。

　でも、それはなにも悪い子ではなくて、人間というのはそういうものだと考えればいいわけです。それを、自分が一生懸命に育てた子だから、そういうことはあるはずがないと思うのは、錯覚にすぎません。





いい子になんか育たない



　昔の人は、人生というのはままならないものだという認識を持っていました。世の中というのは、だいたいのことは自分の思うようにならないものだということを基本にして生きていました。だから、その程度のことぐらいでは少しも驚きませんでした。

　ところが、いまは、うまくやれば、だいたいのことが思うようになる世の中になりました。どんなに暑くても、冷房のきいた涼しいところに入っていられます。だから、人の心も自分の思いのままになると思いこみすぎてしまっているのではないでしょうか。

　昔の人は、子どもはいつ死ぬかわからないから、たくさん生んでおかなければならないと思っていました。たくさんいれば、中に出来の悪いのがいても当たり前。ところがいまは、一人か二人生んだ子どもを、みないい子に育てるという前提でやっていて、それができると思っているところが、大きな間違いなのです。

　子どもが少ないために、女の子だけで育った子は、男の子どものことがわかりません。その女の子が大きくなって結婚し、自分が男の子を生んだりすると、たいてい子育てにとまどってしまいます。

　男の子というのは、小さいときに、ものを投げつけたり、悪さをしたり、けっこうむちゃなことをするものです。そのときに、「うちの子はたいへんだ」と仰ぎよう天てんしてしまう。

　そういうときには、たとえば私の兄・河合かわい雅まさ雄お（兵庫県立人と自然の博物館名誉館長）が書いた『少年動物誌』（福音館書店）などを読んでもらうことにしています。そうすると、「ああ、男の子ってこういうことをやるんですね」と言って、すごく安心されます。

　兄弟が喧嘩するのは当たり前、そうやって育っていくものだということは、児童文学にも書かれているし、映画にも出てきます。それらは全部がつくりごとではありません。みんな、もっとそういうのを読んだり見たりして、学習していただきたいと思います。





大きな損をしていませんか



　いまの人たちは、生活を便利にしようとするあまり、かえって自分の人生で大きな損をしているのではないでしょうか。上等の車を買い、最新式の洗濯機を買い、冷暖房を完備させるためには、お金を儲もうけなければなりません。子どもの教育費を稼かせぐ必要があり、母親も一緒になって、そうとうに無理をして働いています。

　ところが、その間、親子はバラバラの状態です。子育てに関しては、すごく損をしているとしか思われません。

　子どもがどんなにおもしろいことを考えうるかということも知らないまま、うまくやったら自分の思いどおりの子ができるかのように思っているけれど、思うような結果はまず出ないでしょう。

　電化製品なら、不具合が起こればメーカーにクレームをつければいいけれども、自分の子にはクレームのつけようがありません。クレームをつけたら、自分が製造者責任を問われてしまいます。

　要は、そういう子どもの一面を、おもしろいと思うか、不具合と思うかの差だと思います。人間というのは、こんなにおもしろいものなんだと思いはじめたら、いろいろなものが見えてきて、どんどんおもしろくなってきます。そこに気づかないまま、あくせく働いているのは、やはり大きな損をしているような気がしてなりません。

　昔はよく停電がありましたから、ちょっとくらい停電になっても驚きませんでした。私は、いまの日本で、ときどき意図的に停電をさせたらおもしろいのではないかと思っています。テレビもつかない。ゲームもできない。外出もできない。そうしたら、家で家族と話でもするしかないでしょう。

　いまは電車がちょっと遅れただけでも、みんな怒りまくっています。ちょっと予想外のことが起こると、なかなかそれに対応できないでイライラをつのらせます。機械にそういうことを求めるならいいけれど、それを人間にまで求めるから、おかしなことになるのです。





しつけを学校に要求する親



　岩宮恵子さんはスクールカウンセラーをされていた経験から、こんな質問も寄せています。

「学校が家庭の機能まで請うけ負おわなくてはならなくなっている部分があるように思います。この問題はどう考えていけばいいのでしょうか」

　実際に、親から学校にいろいろな要求がつきつけられて、先生たちも困っているようです。

「子どもの同級生が家に遊びにきたので、おやつをごちそうしたところ、おやつを期待してくるようになり、負担でたまらない。うちの子どもも学校でおやつに関しての注意を受けたことがないと言っているから、学校から、人の家に遊びにいったときにはおやつを食べないように、という文書を全家庭に対して出してもらいたい」

「ゲームを毎日何時間もして困っている。学校からゲーム禁止と言ってほしい」

　そして、岩宮さんは、「家庭での子どもの過ごし方についてまで、保護者が学校側に申し入れてくることがあります。すべて学校に責任を帰することで、子どもとのあいだで当然ぶつからなくてはならない葛藤を回避しようとしている親が存在しているのを痛感します」と指摘されています。

　学校が家庭の機能まで背負いこまされているというのは、日本特有の現象といっていいでしょう。

　キリスト教文化圏では、倫理の面は教会が果たしているし、しつけの面は家庭が果たしています。だから、学校はいわゆる知識を教えていればいい、ほかのことはむしろやってもらわないほうがいい、という考え方で、うまく役割分担ができています。

　それに対し日本では、家庭が果たすべき機能をどんどん外注するようになりました。それがどんどんエスカレートして、「なんでも学校でやっていただきたい」という状況を招しよう来らいしています。本来なら家庭でやるべきことも、学校に押しつけるのが当たり前のようになっています。

　しつけを学校に要求する親というのは、家でやるべきことを自分ではほとんど考えていないし、現実になにもしていません。もっと極端な場合は、「勉強はうちで家庭教師をつけてやります。塾にも行かせますから、学校ではしつけをお願いします」などと本気で言う親もいます。

　家庭ではしつけはできないものと、はじめからあきらめてしまっているようですが、子どもが小さいときからしつけをきっちりやるという意志を親が持っていればできることです。それを、みんなが持っていないし、やってもいない。実際に、やり方がわからない。

　日本の場合、伝統的に、大勢の家族が一緒に生活していくことで自然にしつけができるというシステムをつくり、それがうまく機能していました。その根本になっていたのは、モノが少ないということでした。少ないものを多くの兄弟で分けあわざるをえないわけですから、「もったいない」という気持ちも自然に実感できました。

「もったいない」というのはもともと仏教的な教えですが、なにも父親が仏教の経典に基づいて説教する必要はありませんでした。朝食をとっているときに、「そんなに残したら、もったいないじゃないか」と言っていれば子どもには自然と理解できました。日常生活そのものが、すべてしつけにつながっていました。

　出かけるときには仏ぶつ壇だんや神かみ棚だなに向かって手を合わせ、学校に通う道すがら、農家の方がどんなに苦労してお米を収穫し、野菜を栽培しているかを目にすることができました。暖房は囲い炉ろ裏り一つしかないから、冬などはみんながそこに集まらざるをえませんでした。「家族はみんな集まって」などとことさら言う必要がなく、必然的にそうなっていました。囲炉裏では年寄りが主役で、しかもなんでもよく知っているから、子どもたちは、おじいちゃん、おばあちゃんほど偉い人はいないと思っていました。いちいち「お年寄りを大切に」などと言う必要もありませんでした。

　ようするに、日本の場合は、わざわざ言葉に出して言わなくても、西洋人が言うところの倫理教育、宗教教育というものが、家族で一緒に日常生活をすることで自然にできていました。それで、日本は長いことやってきたのです。

　とくに終戦直後の窮きゆう乏ぼうに苦しんだ世代は、これでモノがたくさんあったらどんなに幸福だろうと思い、そして、みんな懸命に頑張って、物質的に豊かな社会をつくりあげました。ところが、われわれが豊かにした物質によって、日本の倫理教育、宗教教育のシステムはつぶされてしまったのです。

　モノがたくさんあれば、みんなに行きわたります。子どもの数も減ってきましたから、むしろ、「もっと食え、食え」というわけで、好き勝手にやらせるようになって、「もったいない」は死語と化しつつあります。

　西洋の場合なら、食事中はみんなが食卓についていなければならないとか、個室にいるときにはドアを開けておかなければならないとか、言葉によってルールをつくり、それが徹底していましたから、いくら時代的背景が変わっても守られていきます。

　ところが、日本では、そんなことをいちいち言わなくてもうまくいっていましたから、そこで、好きなようにしていいとなると、子どもは、ほかの人が食事を終えていなくても、自分さえ食べ終わればさっさと自分の部屋へ行って、ドアに鍵かぎをかけ、中でなにをしているかわからないというふうに、西洋では起こりえないことが起こるようになったのです。

　モノが急激に豊かになったときの家庭教育については、誰もなにも言ってこなかったので、新しく親になった世代には、なにをどうしたらいいかわかりません。一方、文明の力によってなんでもできるようになりましたから、文明の力によってできた学校に、なんでもやってもらおうということになります。

　ほんとうは自分でそれをしなければならないのに、社会状況が急変しているにもかかわらず、家族はなにもしなくてもうまいこといくと思いこんでいて、しかし、現実にはうまくいかないので、「学校はなにやってるんだ」ということになるわけです。

　子どものしつけについては、そういう自覚がなくてもやってこられただけに、いまは子育てにとって非常にむずかしい環境を日本はつくりだしてしまったのです。

　頭がよくて忙しい人は、自分ではやらずに、なるべく人にさせたいと思いがちです。「学校はなにをしているのか」と批判しようと思ったら、いくらでも言えます。ほんとうは、そういうことを言う前に、「自分の家で、自分はどうしているのか」ということが問題なのに。





なんでも外注していませんか



　いまでは、食事も掃除も洗濯も、外注でやろうとすればなんでもできる時代です。そこで、しつけまで外注しようとしています。家族機能も外注でというわけですが、それでは、なんのために家族をやっているのかわからないという状況になってきています。

　そこで、たとえば、豊かさに制限をつけるということも、考えていかなければならないのではないでしょうか。

　私はアメリカのプリンストン大学で仕事をしていたことがあります。あそこは金持ちの子弟が多い学校ですが、学生で親から車を買ってもらっていた人は一人もいませんでした。ある程度以上にモノを与えることが、子どもには悪いことだということをよく知っているからです。

　とくにユダヤ人の家庭では、大金持ちの家でも、そういうところをきっちりとわきまえています。私の知りあいでユダヤ人女性と結婚した人がいましたが、つきあっているときには、彼女の実家が大金持ちだったとはまるで思わなかったと言っています。彼女の独身生活を見ていたら、とても質しつ素そだったので、自分では無理して食事をおごったりしていたんだけど、実際には彼女のほうがずっと金持ちだったわけで、あとで苦笑していました。

　日本の家でも、昔から続いている、いわゆる旧きゆう家かとか名めい家かでは、家庭教育というものをきちんとやっているところが多く、少なくとも子どもにほしがるものをなんでも買ってやったり、多額のお金を与えたりはしていません。

　日本はとくに戦後、急にモノが豊かになったため、みんな有う頂ちよう天てんになって、自分たちが苦労した分、子どもによけいに与えてしまいがちです。しかし、人間というのは、モノがたくさんあったら幸福だというわけではありません。

　全体的にモノが少ししかなかったときは、親が精いっぱいやってくれたら子どもは喜びました。ところが、いまは子どもが少なくなっているところに、親も与え、おじいさんやおばあさんも孫に与えるということで、飽ほう和わ状態になっています。子どもたちがモノのありがたみというものを感じる機会を、親たちが奪ってしまったのです。

　その結果、現在の状況を招いているわけですが、このへんでみんながそういうところを自覚し、ほんとうの意味での子どもの幸福というものを考えていかなければならないときにきています。日本の家庭のあり方、家庭の教育というものをきちんと考えなおしていかないとどうしようもない、そうした閉へい塞そく状態におちいっています。

　いま日本の親が子どもに要求しているのは、勉強ができるかどうかだけです。昔の子どもは、お使いをしたり、庭の掃除をしたり、それぞれに家庭の中でなにかしらの役割を担っていました。ところがいまは、「そんなことはしなくていいから、とにかく勉強をしなさい」ということですから、子どもにしつけなど身につくはずもなく、ますます悪くなるばかりです。

　そういう状態で子どもが社会に出ていけば、あちこちで摩ま擦さつを起こすだけです。それで、子どもがほんとうに幸福なのでしょうか。





親の大きな勘違い



　いまの親が自分の子どもを満足にしつけられないのは、「民主化」を勘かん違ちがいした結果ではないかと思われます。

　戦後の民主主義によって、戦前のように権力で上から押さえつけるようなやり方はよくない、子どもはもっと自由にのびのびと育てなければいけないということはわかりました。ところが、自由にするにも、一定のルールがあるということを理解しなかったのです。

　自由主義とか個人主義とかいうけれども、欧米の家庭では子どもをとてもきびしくしつけます。日本の家庭は民主化の過程で、旧来の上からの圧力を除去することばかりに熱心になって、そういうところをすっかり見逃してしまったのです。

　日本では、子どもが好むように育てることがいいことだと思ってしまいました。子どもがほしがるものをなんでも与え、子どもがいやがることはやらなくてもいいとしてしまった。それが、子どもを自由にのびのび育てることだと勘違いしてしまったのです。

　スポーツをするにも、一定のルールがあります。社会生活を営いとなむのも同じです。みんなが野の放ほう図ずでは、社会は成り立ちません。人間みんなが幸福に生きていくために必要な規律というものがあって、それを子どもに教えるのがしつけなのです。

　日本の場合は、ことさら教えなくても家庭生活の中で自然に身についていくシステムでしたが、それがなくなったら、かわりになる新しいシステムを考えだしていかなければならないのに、それをしてきませんでした。そして、親は自分の家庭で子どもをしつけるということを放棄し、学校にやらせようとしています。

　その学校も、民主化教育をスローガンにしてきたわけですが、その意味を誤ったところがあるように思われます。いまこそ、親も学校も、みんな真剣に話しあいをしていかなければならないのではないでしょうか。

　戦前のなんでも上から押しつけるやり方はよくありません。私もそういうのは嫌いです。しかし、日本的なものがすべて悪いということではないと思います。いまでも日本的な家族関係のよさというものが、まだいくらか残っています。これが残っているいまのうちに、ＰＴＡなどが中心になって真剣に討論し、新しい方向性を見いだす努力をしていくべきだと思います。

　このことは現在の日本の大きな社会的問題だとは思いますが、これを制度の改革でやろうとするのは間違いです。というより、これは制度以前の問題です。

　たとえば、豊かさに対する制限ということについて、こんなふうに考えたらどうでしょうか。ある山にケーブルカーで登るのと、歩いて登るのと、どっちが楽しいかといったら、歩いて登るほうが楽しいときもあるし、ケーブルカーが楽しいときもあります。そのときに、誰もがケーブルカーでしか登れないようになっているのが、ほんとうに正しいあり方なのかどうかということです。

　たとえば、欧米の子どもたちは、親がどんなに金持ちでも、みんな平気で安いものを身につけています。日本の親は競争をしてまで、上等な服を着せようとしますが、それが子どもにとって、活動的で心地よいものであるかどうかは別問題です。

　いまのように豊かさが当たり前になった時代だからこそ、豊かでないことのもつ意味、あるいはありがたみというのがわかるようになったとも言えなくもありません。むしろ、モノが足りなかった時代を知っている人のほうが抵抗感を抱くかもしれません。そこらへんを本質的に考えなおしていく必要がありそうです。





第六章　問題にどう対処するか












父と息子、父と娘、親殺し……



　川嵜克哲さんは私がよく引用する「神話」について、次のように質問されています。

「あるシンポジウムで河合先生は、むずかしいクライエントさんに心理療法を通してかかわっていくときの支えにしているのは神話だと述べておられました。一方、心理療法を支えるのは家族だともおっしゃっています。家族と神話との関係について、お聞かせください」

　心理療法の現場で私が神話をよりどころにしているという点に関してですが、考えてみれば、ギリシア神話にしても、『聖書』の物語にしても、日本の『古こ事じ記き』の神話にしても、そこに語られているのは、それこそ家族の問題だらけです。そこには、父と息子、父と娘、母親との関係など、家族の根本的な問題がことごとく語られています。親殺し、子殺し、兄弟の葛かつ藤とうにいたるまで、家族に関するあらゆる問題が含まれています。

　父親の問題とも関係してきますが、自分は父親としてどう生きるかとか、息子との関係はどうかといったことを考えるうえで、神話はとても重要な根本資料を提供してくれます。なにしろ、古い時代から人間が体験してきたことが、物語として連れん綿めんと語られているわけですから。

　言い換えれば、いま私たちにとって大きな問題となっている家族のことは、それこそ原始時代から問題になっていたということであり、それほど根本的な問題だということです。

　世界中のあらゆる民族が自分たちに特有の神話を持っていますが、それは子孫たちに教育として伝えるために存在していたわけで、神話を持っていない民族はありません。それほど、意義深いものなのです。





昔話や神話に語られていること



　もっとも、私自身、心理療法家になった当初から、神話というものに注目していたわけでも、それを念頭に置いていたわけでもありません。

　最初のころは、心理療法は科学的にできるものと単純に考えていましたから、勉強して、よい方法さえ見つければ、患者は必ず治なおるものだと確信していました。ところが、現場でいろいろやっていくうちにだんだんと、人間の心はそんなに単純なものではないということがわかってきて、人間存在のもっとも奥深いところ、もっとも大事なところは、昔話や神話、伝説の中に語られているのではないかと思うようになったのです。

　とくに戦後の日本は、科学一いつ辺ぺん倒とうに変わりましたから、そういう中で、神話などという言葉を口にするのはたいへんなことでした。最近になって、そういうところが見なおされるようになってきたのは、家族というものは思いのままにならないものという現実に直面するようになったからではないかと思っています。

　そして、この、家族というものは思いのままにならないということを認識することは、とても大事なことです。

　科学・技術が発達しすぎると、人間はなんでも自分の思いどおりにできると思いこんでしまいます。事実、それまで不可能だったことが、次々に可能になっていますから、無理もないことかもしれません。しかも、マニュアルに書いてあるとおりにしたらなんでもできると思いすぎているので、子育ても、さらには、人間そのものもそうなると思いこんでしまっているのです。実際、お金でもやれば、人間だってある程度は自分の思いのままに操あやつることができてしまいます。

　このように、人間も思いどおりになると思っているけれども、もっとも思いどおりにならないのが、じつは家族です。

　自分の跡あと継つぎになってほしいと父親が思っていても、息子は他の職業につきたいと言うかもしれません。あるいは大切に育ててきた娘が親の気に入らぬ男性と結婚したいと言いだすこともあります。

　それというのも、人間というものは元来そういうもので、そうした自由意思を持った人間が集まって、しかもちゃんと生きていくという、とても困難きわまりないことをやっているのが家族だからです。

　昔は、家族が心を合わせていなかったら生きてはいけないという状況がありましたから、それほど困難なことではありませんでした。父親の言うことを聞かなかったら、現実に食っていけませんでしたから。

　その意味では、いまは、自由意思を持っている人とともに、ほかの人の自由意思を尊重しながら、しかも自分の自由意思をできるだけ生かして生きていくという、非常に高度なことをやらなければならない時代になってきたのです。

　昔は、自分の自由意思より、父親の言うことを聞かなければ生きていけませんでした。逆に言えば、親の言うことを聞いていればよかったけれども、いまは自分で考えていかなければなりません。しかも、ただ自分のことだけを考えるのではなく、相手のことも察していかなければならない。その葛藤を解決していこうとするからこそ、人間らしい生き方ができるのではないかと思います。

　そして、それゆえに、いまはむしろ昔より家族というものが大事なのではないかと考えています。子どもの自由にするのがいいとも決まっていないし、親の言うことになんでも子どもが従うべきでもない。大切なのは「話しあい」です。両者の根気のある話しあいから新しい家庭の姿が生まれてくるのです。





どうすれば心が通じるか



　いま、家族の存立をあやうくしている一つの要因は、お金でしょう。何度も述べるように、お金によって多くのことが思いのままになる時代です。情報でもなんでもお金があれば自由に入手できますから、昔のように、祖父母や両親から聞かなくてもいい。だから、祖父母と同居している必要もないし、親の言うとおりにしなくても生きていけるから、自然と親と子との対話もなくなってきます。そのへんのところが、昔の家族とは大きく違います。

　そのお金も、昔は親からもらうしかなかったけれども、いまはそういうこともなくなっています。

　こういう状態になってくると、なんでも思いどおりにいくから、親は子どもも自分の思いどおりに育つと思ったら大間違いで、絶対そうはいきません。子どもは子どもで、自由意思を持っているからです。

　そして、親は「これだけ一生懸命育てたのに」とよく言いますが、一生懸命育てたらいい子ができると決まっているわけでもありませんし、いい子が必ずしも幸福とはかぎりません。仕事を一生懸命やればお金が入ってきますが、子どもはそうはいきません。だからこそ、家族はおもしろいと思うのですが、なかなか葛藤があることをおもしろいとは思えない人が多いようです。むしろ、ほとんどの人が、そういうのがないのがいい家庭だと錯さつ覚かくしています。

　そして、なにか家庭内に問題があると、「よその家はうまくいっているのに、うちがうまくいっていないのは、自分の育て方が悪いからではないか」と考えるようになってしまいます。どんなにうまく育てても、人間が生きているのだから、ときに喧けん嘩かぐらいあるのは当たり前なのに。

　昔は、親が子どものことを思っていることが、子どもにもわかりやすいという状況がありました。お母さんが手にアカギレをつくって洗濯をしてくれたりするのを見ていれば、口に出して言わなくてもわかります。お父さんの働いている姿も見えやすく、両親が自分たちのために働いているということが、いつも実感できました。ところが、いまはそういうところがほとんど実感できなくなっています。

　そこがほとんど実感できなくて、しかも、モノは簡単に手に入るとなると、親が自分のことをほんとうに思ってくれているのかどうか、よくわからなくなります。

　そこで、車やバイクを買ってくれとか、高価なものを要求するようになったり、万引きなどをしてつかまってみたり、そういうことで親を試してみたくなります。そういうことを意識してやる子は少ないですが、そうした行為が自然と出てきがちです。

　たとえば、子どもが父親の車を無断で乗りまわして交通事故を起こしてしまったときに、父親の第一声が、「ケガはしなかったか」と聞くのと、「車はどうなったか」と聞くのとでは、当然、子どもの受け取り方も違ってきます。無意識的にも、そこを試しているようなところがあります。

　そのときの親のひとことで、子どもが一瞬にして変わってしまうケースもあるほどです。親が車のことはなにも言わず、ひたすら子どもの身体のことを心配していれば、子どもにも、「ああ、親は自分のことを考えていてくれたんだ」とわかるわけです。逆にいえば、いまはそういうことを経ないと、家族に対する気持ちがわかりにくくなっているということです。

　昔の本を読むと、母親にまつわる美談がいっぱい出てきますが、いまはなんでもお金で手に入るし、なんでも機械がやってくれますから、美談になりようがありません。夜中に病気の自分を背負って医者まで走ってくれたということならわかるけれど、救急車で運ばれたのでは、親のありがたみもわかりません。

　昔は飴あめ玉だま一つでも心が通じたけれど、いまは心と心が通じることがとてもむずかしい時代になっているのです。

「母さんが夜なべをして……」という歌がありますが、私の母親は夜いつも私たちの足た袋びの裏を繕つくろったりしていました。子どもの私たちには、それを自分のためにやってくれているということがはっきり見えていました。いま、そういう行為にかわるものはほとんどありません。

　だから、家族同士が心を通わせようとしたら、どうしても対話をするしかありません。

　いまの時代でも、家族の対話がある家族は、心が通じあっています。昔は意識しなくても自然にうまくいっていたことが、いまは自然にいかなくなっているから、そこがむずかしいわけです。

　昔は、子育ては自然にできていて、お金がなくて苦しかったけれども、心のほうはうまくいっていました。いまはそれがまったく逆になっています。





失敗談から解決法まで神話にある



　話を神話に戻しますが、いま私たちが問題にしているような家族間の葛藤も、失敗談から解決法まで、ことごとく神話に語られています。

　世界の神話を見ていくと、文化のパターンが違うから、こういう方法もある、これもおもしろいのではないかとか、いろいろ参考になります。

　神話というといかにも英雄の冒ぼう険けん譚たんなどが注目されがちですが、よく見ていくと、基本的には家族が原点になっていることがわかります。

　考えてみれば、家族というものが形成されなければ人類も出てこなかったわけですから、やはり夫婦とか親子とかいうものが根本であることは間違いないでしょう。その家族をまとめていかなければならないから、そういう話をすることが昔からとても大事だったはずです。内容としては荒こう唐とう無む稽けいなところもありますが、その意味しているところは奥深いものがあります。

　子どもなどは、本能的に神話や昔話に関心を示します。たとえば昔話の中でタヌキがしゃべったとしても、誰も不思議に思わずに、熱心に聞いています。タヌキがしゃべるはずがないとみんな知っていても、異議を唱となえることもありません。そんな荒唐無稽なことが、千年以上にわたってずっと語り継がれてきたのは、それだけみんなの心を打つからです。

　心理療法の現場では、クライエントにそこのところがうまく伝わっていくと、短時間で効果を発揮することがあります。





心理療法家の心がけ



　川嵜さんは心理療法家の家族のことも問題にされています。

「現代における家族のあり方を考えるとき、自分が心理療法にかかわっていることもあって、どうしても心理療法家の家族のあり方に目がいってしまいます。その点、心理療法にかかわっておられる河合先生ご自身が家族の中の一員として心がけていたり、気をつけていたりするようなことはありますか」

　心理療法家というのは、ある個人のために、自分のすべてを投げだすくらいの覚悟でことに当たっていかないと、クライエントは治っていきませんから、日々そういうことに従事している心理療法家の家族は、とても複雑な立場に置かれることになります。

　なにしろ、その家族もまた父親に対して、家族のためにすべてを投げだしてほしいと願っていますから。

　たとえば、家族でしゃべったりしているときにクライエントから電話がかかってくると、お父さんはそちらと話しはじめます。そのとき、電話で話している父親はほんとうに一生懸命です。そこで、家族にしてみると、「お父さんは患者さんとだったらあんなに真剣にやるのに、どうして家族と話すときはいいかげんなのかしら」ということになります。

　だから、まず、家族に心理療法家の仕事の内容を正しく理解してもらう必要があります。心理療法家がそういうことを家でもやりだしたら、自分の神経のほうがすり減ってしまいます。そういうことを家族も理解しないといけないし、両方で協力して一緒に乗り越えていかなければならないでしょう。

　だから、アメリカの心理療法家はクライエントに自宅の電話番号を絶対に教えないし、家には電話をかけてこないようにさせています。私自身もできるかぎりそうしています。

　ただ、日本でむずかしいのは、人間関係です。クライエントが、このカウンセラーに話を聴きいてもらおうと思ったら、徹底的に依存しようとします。こちらがその依存をちょっとでも切ろうとすると、「私は先生に見捨てられた」などと思いこんでしまいます。

　欧米では依存しすぎることなくやっていくという長い歴史を持っていますから、臨りん床しようの現場では一生懸命にやって、家に帰ったら別個の人格になるのが当たり前だけれど、日本では、「患者がこんなに苦しんでいるときに、先生は家で家族と談笑なんかしている」などと、なにか悪いことでもしているかのように思われてしまいます。

　クライエントからすると、心理療法家が自宅の電話番号を教えてくれるかどうかというのは、とても大きな意味を持ちます。でも、教えたら、たいへんなことになりかねません。そこで、教えなくてもできるような心理療法家に自分がならなければならないわけです。

　いま私はまったく教えないようにしていますが、この仕事をはじめたばかりのころは、クライエントに自宅の電話番号を教えていました。もちろん、家にかかってきたりすると、なかなかやっかいですが、そこに大きなジレンマを感じながら、家族とともに乗り越えていきました。

　そして、なんとか乗り越えることができると、今度は電話番号など教えなくても、ちゃんとできるようになります。

　人間関係というのはとても微妙なものですから、この患者さんのために懸命にやるということと、「あなたが私にどんなに依存しても大丈夫ですよ」というのは、ちょっと違います。しかし、依存を許容するほうがわかりやすいので、ついそうしてしまうのです。

　そして、駆けだしのころは、微妙な味をなかなか出すことができません。そこで、こちらからそういうことを言っているわけではないけれども、無意識のうちに、「どうぞ私に依存してください」というような信号を出してしまっているのです。

　とくにクライエントには敏感な人が多いから、相手はそれに応えてどんどん依存してきます。それに対し、血気盛んなころは、こっちも懸命に応対してしまい、それがどんどんエスカレートしていきます。

　そうなると、相手が依存しようとしたときに、それがちょっとでもはずれると、「なんだ、この先生は私のことを一生懸命やってくれていたのではないのか」と思うようになります。

　そういうことを防ぐためにも、クライエントに、一生懸命であることと依存とは違うのだということを少しずつわからせていかなければなりません。





人間性が鍛えられる場所



　私の知りあいのセラピストがこんな経験をしています。あるクライエントが夜中の十二時ごろ、自宅に電話をかけてきました。そういう人はだいたい「いまから死にます」というようなことを言います。そのときに、簡単に「それはやめなさい」などと言ったりすると、すごく怒って、「先生は私の苦しみがわからないから、そんな冷たいことを言うんでしょう」などと言います。「じゃあ、死になさい」とも言えませんから、相手の話をしんぼう強く聴いています。電話で二時間くらいたって、そのうちに双方ともなにも言えなくなり、お互いに黙って、どちらからも電話を切れない状態になってしまうこともよくあったそうです。

　そういうことが何度も重なったためにとうとう困り果てて、そのセラピストが私のところに相談を持ちかけてきました。そこで、そのクライエントを私が引き受けることになりました。

　私がその患者さんに、「前の先生にはずいぶんお世話になっていたそうだね」と言ったところ、「あの人とはとてもつきあいきれません」と言うのです。あんなに長時間、電話をする人間なんて、とてもかなわないというわけです。自分からではなく、先生のほうから自分のところに電話がかかってきたくらいに思っているのです。

　こういう人は、どっちがどっちかわからないくらいまでいかないと治らないところがありますから、そういうことがよくありますが、まだ経験の浅いセラピストでは、精神的にまいってしまいます。

　私が言ったひとことを、一ヵ月も二ヵ月もたってから、「先生、いいことを思いつきました」などと、まるで自分が独自に考えついたことのように言うクライエントもいました。患者さんの中には、それくらいのことを平気で言う人がいますから、なかなかたいへんな仕事です。

　その意味では、心理療法家は母性的な面と父性的な面の両方を持っていなければなりません。しかも、母性にしろ、父性にしろ、どうしても極端になってきます。母性で言うと、「あなたのためなら死にます」というほどのものだし、父性で言うと、「だめだから殺すぞ」というくらいのものです。この両方を持っていないとできない仕事なのです。

　日本のセラピストは、父性原理が弱く、母性原理が強い傾向があります。だから、感心するくらいにしんぼうする人がいます。とくに日本の場合は、母性的な頑張りのほうがやりやすいところがありますが、でも、しんぼうしたから効果があがるとはかぎりません。

　たとえば電話で「死にます」と言われたときに、相手の話を十分に聴いて、「もう遅いから、ともかくここでいったん切りますよ」とはなかなか言えない。そうではなく、そういう患者のときにはむしろ、「もう切るぞ」ときっぱりと告げて、切ってしまっても大丈夫なときもあります。もちろん、その前に、そういうことができるだけの人間関係が結ばれている必要があります。

　その意味でも、心理療法の現場にたずさわっている人たちは、自分の家族関係がちゃんとできていたほうがいいし、自分でそれを練習したり、いろいろ体験したりしていないと適切なカウンセリングができないと思いますが、現実にはなかなかそうはいきません。

　家族ほど思いどおりにならないものはありませんが、それは、家族によってこそ人間性が鍛きたえられるということでもあります。そしてそれは、心理療法家にとっても同じことです。





人の人生の数だけ答えがある



　岡田由美子さんもまた、援助者とその家族の問題を提起されています。

「河合先生も『家族関係を考える』の中で少し触れておられますが、教育、医療、福祉などの現場で援助者として働く人にとって、仕事で出会う家族のたいへんさのほうが圧倒的に大きいのに、自分の家族のたいへんさに苦しい思いをつのらせることを経験しています。

　援助者にとって、自分自身の家族関係を考えるときの方向性や苦しみを抜くための手だて、日ごろから自身の家族について意識化できるものなのかなど、思われるところをお聞かせください」

　援助者として働いている人は、誰もが岡田さんと同じようなことを考えているはずです。私は、人の援助をする場合、まず自分の家族からはじめるべきだと思っていますが、ただ、不思議なことに、自分の家族のことはなかなかうまくできないのに、他人の家族のことはとてもうまくまとめられるという人もいます。

　このことに関して、私はとても印象に強く残っていることがあります。

　戦後日本のカウンセリングに大きな影響を与えたアメリカの臨床心理学者に、カール・ロジャース（一九〇二～一九八七）という人がいます。この人が日本にきたとき、「カウンセラーは自分の家族を大切に思うべきではないか」と質問されて、こんなふうに答えました。

「私もそう思う。思うけど、私のまわりには、自分たちの夫婦関係なんかむちゃくちゃやっていながら、他人の夫婦関係を上手に助けている人が現実にいる。ここが人間のおもしろいところだ」

　この言葉がとても印象に残っていますが、それも事実だけれども、やはり、まず自分のところからやらなければ話にならないのではないかと私は思います。

　おもしろいことに、と言ってはなんですが、有名な精神分析家でありながら、自分のところの夫婦関係や親子関係はひどく悪いという人がいます。それほど家族の問題というのはむずかしいということです。

　りっぱな教育者や警察官の子どもが、非行少年だったという例もあります。これらのことは、家族問題に関して、絶対的に正しい方法は存在しないということを意味しています。これほど人の個性がかかわることはないし、徹底的に個性がかかわってくるから、模も範はん答案などというものはありえないわけです。

　なにも自分の家を故意にめちゃくちゃにしたいと思っている人はいないでしょう。なんとかしようと思って一生懸命になりながらも、うまくいっていないということですから、やはり個人が生きるということはたいへんなことなのです。

　そうでありながら、他人の家族の役には立てるというところが、またおもしろいところでもあるのですが。

　私のところへ相談にこられたある教師の方が、こんなことを言われました。

「私は進学指導の神さまなんて言われ、『あの先生に担任を持ってもらったら、だいたい自分の思っている学校に進学できる』と言われている。それくらい、進学指導には自信があるのに、自分の子どもにはそれがまったく役立たない。どうしたらいいのでしょう」

　それで相談にこられたわけですが、私としては、「そうです。そういうものなんです」と答え、あとは二人でじっくり考えることにしました。

　人の人生の数だけ答えがあるということですから、そう簡単にはいくはずがないのに、いまの世の中は、つねに一つの答えを求めたがります。それも、性急に。

　たしかに機械のたぐいはみな答えを持っています。飛行機が飛んだり飛ばなかったりしたら、あぶなくてたまりません。金属のかたまりが空を飛ぶというような途方もないことが現実に可能だから、人間のことでもなんでも、こうすればこうなるという答えが出るものと思いこみすぎています。

　科学・技術はどんどん発達して、それこそどこまで発達するかわかりません。けれども、人間の場合、その人というのは、世界で一人しかいないわけです。それを忘れて、なにかいい方法はないかと考えてしまいますが、そんなものはあるはずがありません。

　というより、せっかく生まれてきたからには、みんなと同じ生き方をしてもおもしろくありません。みんなと同じことをうまくやったところで、自分が生きたのとは違いますから。





自分の意志を超えた存在の大切さ



　三浦亜子さんからは、宗教性についての質問もいただいています。

「先生は以前、宗教的とは、自分を中心に置いた生き方から離れて、なんらかの意味で自分を超越する経験であるということを、その必要性とともに述べておられましたが、家族という場はその意味で、いまも昔も私たちにとって身近な宗教的な場であり、また宗教性を養える場ではないかと感じます。とくに『外側に』特別なものを求めがちな現代人にとって、平凡な日常に足をつけて生きていくことの重要性や、自分の『内側に』目を向けつづけることの意味について、もっともよく気づかせてくれる場であるように感じますが、先生はいかがお考えでしょうか。

　日本の家族、日本人の魂たましいとずっとかかわってこられて、日本人の宗教性はいまどうなっていると感じられますか。あるいはどうなっていくと思われますか。それに対して、私たち一人一人が自覚的でいなければならないことはなんでしょうか」

　欧米の場合、絶対者としての神がいて、教会というものがありますが、日本はそうはなっておらず、寺や神社があっても、あまり宗教体験をする場になっていません。

　しかし、家族のことを深く考えれば、そこに自分の意志を超えたものが存在するのは明白ですし、その自分の意志を超えた存在を大事にしていくことが宗教のはじまりといえるのではないでしょうか。

　たとえば、生まれたばかりの赤ちゃんでも自分の意志を持っていて、こちらがなにかやろうと思っても、いやなときはそれを避けようとします。

　それが一般の他人同士の関係だったら、そこで相手とのつきあいをやめてしまえばいいでしょう。自分の言うことを聞かない相手に対し、「あんなアホ、ほっとけ」と言えます。ところが、相手が家族の場合は、それは言えません。

　どんなにむずかって、こちらの言うことを聞いてくれなくても、それが自分の赤ちゃんなら、放っておくわけにはいきません。この子をうちの子として授さずかったからには、どんなことがあっても絶対に一緒にやっていこう、ということですから、キリスト教徒やイスラームがよく口にする「神の意志には絶対にしたがいます」という言葉と似てきます。

　これは、自分の意志でどうこうなるものではなく、むしろ、意志を超越したかたちでわきあがってくる感覚です。ある人と結婚し、子どもが生まれ、そうやって家族になった機会を本気で生きようと思ったら、絶対に超越体験というものが出てきます。それはとても大事なものではないかと思います。





ユングが言っていること



　たとえば、カソリックの考え方では、いったん夫婦になったからには、生涯別れることはできないとされています。彼らにとって、結婚式というのは聖なる儀式であり、神の前で交かわした契約ですから、絶対に背そむくことはできないのです。

　逆にいえば、そうした束そく縛ばくがないと家族がバラバラになってしまうから、宗教性によって家族がバラバラになることを防いだともいえますが、それほど家族のつながりと宗教性は密接に結びついているものなのです。

　日本の場合、明治時代より以前は、わりと平気で離婚していました。家さえ栄えたらいいということで、離婚率はそうとうに高かった。いまは、家より個人が大事になってきて、しかも、なんでも手っ取り早い結論を望んでいますから、結婚なんてわずらわしいことはやめておこうなどという考え方も出てきて、独身を通す人も増えています。

　こうした傾向は、家の中で宗教的な行事がどんどんなくなってきていることとも関係しているような気がします。

　昔だったら、どこの家にも仏ぶつ壇だんや神かみ棚だながあって、あれはなんとなくかたちだけのようでありながら、かなり有効に機能していました。人間にとっては、考えることだけでなく、行動していることも意味を持ちますから。

　理由はわからないけれど、みんなが集まって拝おがんだりお経などを唱えたりしていることで、一体感も生まれるし、自分たちを超えた存在があるということにもなります。だから、仏壇とか神棚というのは、そこにあるだけで、それなりに意味がありました。

　それから、お彼ひ岸がんには墓参りにいくとか、お盆ぼんになると故郷に帰省するとか、お正月には近くの神社にお参りにいくとか、そういうところはまだ日本では大事にされています。そういうときに、必ず家族で行くというのが大きな意味を持っています。

　お盆や暮れの帰省ラッシュなど、昔よりひどくなっているような気がしますから、宗教的な行為はずいぶん減っているように見えても、なんらかのかたちで残っているといえます。お祭りでもそうですが、そういうところにはいまだにすごいエネルギーを使っています。

　このへんのところまでなくなってきたときには、日本もあぶないのではないかと思います。

　昔は、「お天てん道とうさまが見ているから」というような言い方で、してはいけないことというのが日常生活の中で自然にわかるようになっていました。その意味では、日本の社会はとてもよくできたシステムを持っていました。

　そういう宗教的な言い方でうまく機能していたけれども、そういうものを迷信として、どんどん切り捨ててきました。それでいながら、切り捨てたあとどうするかということを考えてこなかったために、いま倫理的な混乱におちいっているのです。

　ただ、人間から宗教性がなくなることはないでしょう。それは、人間は誰でも自分の死ぬということは知っていますが、死んだあとどうなるかはわからないからです。

　ユング（一八七五～一九六一）がこんなことを言っています。

「旅行に出て、行く先のことがわからないときには、とても不安になる。われわれの人生の旅において、終着駅がどうなっているかはわからないのだから、人間が不安になるのは当然だろう」





日本的曖昧さのいいところ



　日本にはまだ宗教的な部分は残っていますが、ヨーロッパでは、そのあたりはもっと深刻な問題になるかもしれません。というのも、あちらの基本となる宗教が一神教だからです。

　一つしかないということは、その存在を否定したら、ゼロになってしまいます。あるかないかの問題ですから、神など存在しないと思ったら、もはや規制はなくなってしまって、やりたい放題になってしまう可能性をはらんでいます。

　その意味でも、日本がキリスト教の伝統もないまま欧米のシステムだけを取り入れようとするのは、とても危険なことなのです。むしろ、あるのかないのかはっきりしない日本古来の考え方のほうがずっと安全だとも言えます。アニミズムは基本的に多神教ですから、神がそこにはいなくても、どこかにはいるかもしれない。この曖あい昧まいさがとても大事なのです。

　この曖昧さの集積が、日本の安全性を保っているともいえます。これによって、日本人はうまく生活システムを守っています。だから、いま急増しているとはいえ、日本における凶きよう悪あく犯罪の件数は、世界的にはまだまだ少ないほうです。たとえば、アメリカでいま刑務所に入っている人は百八十万人くらいいるそうですが、日本では五万人くらいで、アメリカのほうが人口が二倍強としても、スケールが違います。

　それも、日本的曖昧さが、なんとなくみんなを包んでいるからだと思います。そして、私たちは、そういう点を大事にしなければならないし、さらには「ただ勝敗を争うだけでなく、こういうやり方もあるよ」というかたちで世界に提唱していかなければならないのですが、国際舞台ではそれがなかなかむずかしいようです。

　日本の国際人と称する人たちが、そういうことを正面きって言うと前近代的との批判を受けるのではないかと思ってしまって、みずから口を閉とざしてしまうところがあるのはとても残念です。





宗教が答えようとしてきたこと



　考えてみれば、自分はどうしてこの世に生まれてきて、最後にはなぜ死ななければならないのか……こんなにわからないことはありません。昔からそういう疑問に直接的に答えようとしてきたのが宗教です。

　だから、どんなに科学が進歩しても、これが完全になくなることはないでしょう。むしろ、精神的なよりどころとして、これからもずっと重要な位置を占しめていくと思います。

　たとえば、毎年の初はつ詣もうでには、若い人たちもたくさんやってきて、お賽さい銭せんをあげるという行為をごく自然に行っています。

　スイスの女性分析心理学者で箱庭療法の技法を確立したカルフさんが日本にこられたときに、私が奈良をご案内したのですが、その際にカルフさんが、「日本人の宗教性というのはすごい」と驚いておられました。たとえば東とう大だい寺じなどで、「こんなにたくさんの人がきて、こんなにお金をあげたり、祈ったりしている」と言われる。そこで私が、「いや、これはみんな観光客ですよ」と言ったら、「そういう観光をするところがすごいじゃないですか」。

　観光できたのなら、もっとほかの楽しいことをして遊べばいいのに、宗教施設にやってきて、お金まであげている。こういうことを観光としてやっている国は少ない、だから「やっぱりすごい」と言うのです。

　考えてみたら、そのとおりです。これには私も日本人の特異性を再認識させられたものです。もう何十年も前のことですが、こうした状況はいまでも少しも変わっていません。

　これからは、そういうところを、どういうふうに自覚し、どういうふうに持っていくかということを考えていくことが大事でしょう。悪くすると、そこに落とし穴みたいなものができて、オウム真理教事件のようなことが起こってくることもありえます。逆に、これをうまく活用できれば、世界の各地で起こっている紛争を、武力ではなしに解決する手がかりになるかもしれません。





子どものしつけのヒントに



　家族の問題でいえば、そうした宗教性を持ちだすことによって、子どものしつけに役立てることも可能です。

　朝、家族みんなで仏壇や神棚に向かって手を合わせる、おじいちゃん、おばあちゃんが話してくれる昔話は荒唐無稽で、しかも怖いところがある。こういうのを小さいころから見たり聞かされたりして育つのとそうでないのとでは、人間性の形成に大きな違いが出てきます。

　昔は三世代同居が当たり前でしたし、平均寿命も短かったから、子どものころに必ずといっていいほど、祖父母などの葬儀を体験しました。こうした身内の死を間近に体験することも、とても重要です。

　おじいちゃん、おばあちゃんが死ぬと、「ご先祖さま」になるわけですが、そういう体験があれば、なにかのおりに、「ご先祖さまが見ているよ」と言われたりすると、ふと自分自身に対する規制の気持ちが起こります。

　昔は親が子どもを本気で叱しかるときには、仏壇の前でやったものでした。つまり、これは親が怒っているのではなく、先祖代々の魂が怒っているということですから、このときの戒いましめは子どもの心に深く残ります。

　日本全体の物質的な豊かさ、なんでもお金で解決しようとする風潮、核家族化の傾向などとともに、そうした宗教的な部分がないがしろにされてきましたが、それでも宗教性が完全に消えてしまうことはないはずです。

　たとえば、いまでも小さな子どもはサンタクロースの存在を信じていて、ほんとうにプレゼントを運んできてくれると思っています。無む邪じや気きな子どもだけではなく、大人だって、バレンタインデーにはチョコレートをプレゼントしたりしているし、それをしないと、なんとなく落ち着かないというところがあります。

　星占いを信じているのも同じことです。日本人がそれなりの宗教性をもっているからこそ、そういうことをやるのであって、初詣も同じ次元でやっているわけです。これは、とても大事な点だと思います。





ファンタジーが持つ力



　こうしたことは、自己を超越したものが存在するということが前提になっていますから、宗教性そのものであり、あるいは共同幻想（ファンタジー）ともいえます。

　神話に見る人間の本来的なファンタジーにはとてつもない力があって、私たちを支えています。考えてみれば、人が空を飛んだりすることはありえないわけですが、みんなが共有しているファンタジー、共同幻想があるために、誰も不思議とは思いません。そういうものがあるところは、集団としての精神性がとても安定しています。

　アフリカのある部族では、自分たちの先祖はライオンだったということが部族の共同の認識になっています。なにかことあるごとに、長老がライオンさまにおうかがいをたてるし、誰かが病気になったらライオンのところへ行きます。

　そういうことをやっている部族は、みんなが精神的にとても安定しています。きっちり安定しているかわりに、進歩とか変化があまり起こらないから、文明から取り残されてしまっているところがありますが、だから彼らは不幸だとは絶対に言えません。

　西欧はそういうところを破って、いわゆる文明社会を形成してきたわけですが、破るほうばかりに懸命になりすぎるあまり、共同幻想をどんどんこわしていくと、人心が不安定になってきます。

　もちろん、共同幻想には怖い側面もあって、それこそわれわれ日本人が体験したことですが、明治の政治家たちは「天皇は神である」という人工的な共同幻想によって日本人をまとめようとしました。

　明治政府の人たちが西洋諸国を視察し、どうしてヨーロッパはこんなに強いのだろうと考えたときに、それは彼らが唯一神を持っているからだと気がつきました。そこで、それを日本にもつくろうとして、天皇を神格化しようとしたわけです。

　しかし、キリスト教的な伝統がないところに、いきなりそういうものをつくっても、うまく機能するはずがありません。結局、そうした目もく論ろ見みは失敗し、敗戦によってみんなひどい目にあったものだから、その反動で、いまの日本人はそういうファンタジーに対して強いアレルギー反応を示しています。

　それで、宗教性、幻想的な面をどんどんつぶしてきたわけですが、でも、そういう部分をなにもかもつぶしてしまったら、かえって不安定になって、とても危険な社会になると思います。

　これからは、ある程度はそういうところを個人個人で、あるいは自分たちの家族で見つけていかなければならないでしょう。むずかしいけれども、そこがこれからの重要な課題だと思います。





日本人の知恵の使い方



　中世以降、江戸時代までの天皇は、ちょっと違っていました。

　武家社会以降、日本で一番強いのは将軍だったわけですが、みんななんとなく、その背後に天皇というものが存在していることを知っていました。征せい夷い大たい将しよう軍ぐんという称号は天皇から授けられるわけですから。

　ところが、天皇とはなにかと聞かれても、見たことも会ったこともないから、誰もよくわからない。そういう実体がよくわからない超越的なものを置いておいて、曖昧にやってきたわけです。そこが、日本的統治システムのおもしろいところです。

　よく考えると、当時の天皇は権力も持っていなければ、あまりお金もない。ところが、たとえば正しよう倉そう院いんの御ぎよ物ぶつが誰にも侵おかされることなく千年以上も存続したというのは、外国人から見ると、とうてい理解できないことなのです。

　外国人が正倉院展などを見ると、その技術性、芸術性のレベルの高さにびっくりします。そういうものが、奈良時代から天皇家の財産として残っているわけです。だから、彼らの論理では、日本の天皇というのはよほど強大な権力を持っていたに違いない、あるいは、強力な武力であれを千年以上も守り抜いたに違いないと考えてしまいます。

　ところが、実際はそうやって守ったわけではありません。あそこは一種の聖域としてあり、織お田だ信のぶ長なが（一五三四～一五八二）がちょっと触しよく手しゆを伸ばしかけた程度で、ほかには誰も手をつけようとはしませんでした。なにかわからないけれど、侵してはならないものとして近づこうとしなかったのです。

　そういう点では、日本人というのは世界的にも特異な知恵を持った民族といえます。

　その日本的な知恵というものを、これからどういうふうにうまく使っていくかということを、いま考えるべきときだと思っています。





歳とともに大事になること



　宗教性については、高野祥子さんからも次のような質問がきています。

「核家族の場合、子どもが自立し、老夫婦となったとき、伴はん侶りよ（家族）との死別や自らの死に直面するようになります。このようなとき、宗教性の有う無むが心の安定と生きる力に大きくかかわってくると思いますが、家族と宗教についてご教示ください」

　宗教性はどんなときでも大事ですが、自分が歳としをとってきたときには、とくに重要になります。ただ、いま非常にむずかしい問題は、既成の宗教が各人にとって深い意味の宗教性と結びつかない場合が多いことです。

　老おいてくると、自分にとっても、自分の伴侶に対しても、「死」の受け入れという課題が生じます。それをいまさら、仏教の地獄、極ごく楽らくで考えるわけにはいかない。とすると、各人でこの大きい、重い課題に直面する覚悟がいります。しかし、「教義」というのではなく、日本では伝統的生活習慣の中に宗教性が浸透しているという面もあります。

　どこの家でも、お盆になったらご先祖さまが帰ってくるとか、その折々にいろいろな宗教行事をしていました。いわゆる厳密な意味での信仰ではなく、宗教性が生活と一体となって身についていました。欧米人のように、なにをどう信じているとか、こういう考え方に基づいているとか、論理的なやり方ではなく、生活全般の中で、なんとなく体感として持っていて、それに支えられて生きてきました。

　ところが、体感として支えられてきた部分が、急激に変わってきています。いろいろな行事を宗教を意識することなくやってきましたが、それもこのごろはずっと減りました。核家族化の進行の中で、そういうものをどんどん排除してきたため、歳をとってから急にそういうものを取り入れようとしても、むずかしくなってしまったのです。

　ですから、高野さんが言われるような意味での宗教性というのは、日本の家族にとってとても大切なことなのですが、かなりむずかしい状態になっています。

　でも、日本人からそうした宗教性が完全に消えてしまったわけではありませんし、消し去ることができるものでもありません。たとえば、「日本人の秩序感覚」と評した人がいましたが、阪神淡路大震災のときに暴動も略奪も起こりませんでした。いまだに隠いん然ぜんとして、そういう倫理観が生きているというのは、非常に重要なことだと思います。

　なぜそうなのかということを、これからの日本に生かしていくためにも、きちんと研究しておく必要があるのではないでしょうか。





「この家に宗教はあるか」



　家庭内暴力で父親や母親を殴なぐっていた子が、面接によってかなりよくなってきたころになって、父親がその子に、「おまえにはほしいものはなんでも与えてやったのに、なにが不足で父さんや母さんを殴ったりしたんだ」と聞いたときに、「じゃあ、この家に宗教はあるか」と言われて、これにはご両親も答える術すべを失ったようでした。

「宗教があるか」と言われたときに、「うちは浄じよう土ど真しん宗しゆうだ」などと答えても意味がありません。自分たちがふだん、それにのっとって生きているわけではありませんから。彼が言っているのは、おそらく生きていくための規き範はんのことだったのでしょう。

　いまではみんながそういう部分を切り捨てて生きていますが、でも、まだ日本人は半無意識的宗教性で生きているところがあります。今後に生かしていくためにも、そこをきちんと解明していくことが必要です。

　西洋人が日曜日ごとに教会に行くように、宗教というのは、ある程度はかたちがあったほうがわかりやすいかもしれません。なにもなしで、なにかを信じているといっても、むずかしいでしょう。鰯いわしの頭もなんとかと言いますが、不思議なことに、手を合わせるとか、柏かしわ手でを打ったりすると、なんとなく厳げん粛しゆくな気分になります。ですから、案外、そういうことも大事なのかもしれません。

　本来、神というのは姿かたちのないものです。しかし、なにかのかたちを出していかないと、意識するのがむずかしい。そこを人間の知恵で、いろいろと表現するわけですが、そのかたちにも心とか魂がこもらなかったら意味がありません。

　その意味では、いまの日本の宗教的な儀式は、ほとんどが形けい骸がい化かしているといえますが、そういうところをぶちこわし、そのうえ、内面性も心もなくなってしまったら、どうしようもなくなります。





精神的安定が得られるとき



　家族の根本に宗教性があると、精神的なつながりは強くなりますが、かといって、つながりを持つためになにかの宗教を信仰するというのもむずかしいでしょう。それより、自分という存在なり、自分の意志とかいうものを超えた力が作用していると思うか思わないか、そういう価値観を持つかどうかが大きいと思います。

　昔は、そういうことをグループでやっていました。つまり、浄土真宗の人は浄土真宗で、日にち蓮れん宗しゆうの人は日蓮宗で、信者がみんなでシェアしていました。それがいまこわれてきているため、個人でやらなければならなくなりました。だから、いまはよけいにむずかしい時代なのです。

　家族の問題でもそうですが、世の中には自分の思いどおりにいかないことがいっぱいあります。自分だけうまくいかなくて、他人はうまくいくといった不合理としか思えないことにも遭遇します。そういうときには、理屈だけではとうてい精神的安定は得られません。

　偉大なるＸというか、得体のしれないものがあって、それがあるときにかたちをとって、大きい岩に見えたり、大きい木に見えたりするのが、いわゆるアニミズムです。誰だって、まっ暗な夜道を一人で歩いているときに、なんとなく怖さを感じたことがあるでしょう。そういう自然の宗教性を、日本人はいまでもなんとなく持っています。

　昔は三世代、四世代の人が同居していましたから、人の死というものが身近にありました。子どものときに、昨日までいた人がこの世からいなくなってしまうということを目まのあたりにすれば、やはりなにかを感じます。昔はそういうところから、宗教性というものが自然に身体に浸透していきました。

　いまの核家族の中では、そういう体験は極端に少なくなっていますから、ますますむずかしくなっています。

　子どものときにそういう経験があったほうがいいからといって、田舎に住んでいるおじいさんが亡くなったときに、「ほら、見てみなさい」と、おじいさんの遺い骸がいを見せてもあまり意味がありません。

　おじいさんと孫が一緒に住んでいて、おじいさんの膝ひざの上に座っていろいろな話を聞かせてもらったということがあって、そのおじいさんの死に直面したときに、子どもの心になにかが残るのです。





「犯人探し」をしてなんになる



　高野祥子さんからはこんな質問もきています。

「わが子の心の病理が顕けん在ざい化かしたとき、親は被害意識を強くする傾向が近年目立ってきたように思われます。そして、医師やカウンセラーや教師に対して強く依存したり、あるいは操作的になったりすることが多いのですが、このような場合について、病前との比較においてお教えください」

　人はなんでも因果的に考えようとする傾向が強すぎて、子どもになにかが起こると、「親が悪い」とか「親が離婚しているからだ」とか、一元的な説明になりがちです。まわりもそうですし、当の親もそうです。来談者の中には、自分が悪かったから子どもがこんなふうになったのではないかと悔くやんでおられる人が少なくありません。

　そう思っても自分ではなにもできないから、結局、「先生、ぜひともうちの子をお願いします」というふうに、よけいに医師やカウンセラーに強く依存するようになってしまうのでしょう。

　親子関係とか家族とかを考える場合にしても、なにもかも因果関係だけで説明できるはずがありません。たとえなんらかの因果関係があったとしても、背景にはその家の長い歴史というものが横たわっているかもしれないし、日本人が持ってきた文化そのものに由来しているかもしれません。

　とくに現在は、日本中が急激に変わりつつあり、さらに変わろうとしている時期ですから、いろいろな要素が錯さく綜そうしているはずです。その中で、「親が悪い」というひとことで片づけようとするのは、とても皮ひ相そうなとらえ方です。

　もちろん、子どもがもっとも信頼できる親が頑張ることはいいことですし、親が変わっていかなければならないことも事実ですが、少なくとも誰が悪いというような考え方をしないことが大事です。

　なにか子どもに関係する事件が起きると、「親子関係に問題があったのではないか」などと、マスコミがさかんに騒ぎたてます。人間というのは、自分の理解を超えた、わけのわからないことが起こると、とても不安になり、なんとか早く納得したいという心理がはたらきます。そこにそういう報道があると、「やはり、そうだったのか」などと簡単に納得してしまうわけです。

　勝手に悪者をつくり、みんなでそれを叩たたくことで、安心したいわけです。

　新聞やテレビも、なんとかして他社より早くに原因を報じたがります。だから、なにか事件があると、私もすぐに「原因はなんですか」などと聞かれます。そういうときは、私は必ず「わかりません」と答えています。もちろん、それでは売りものになりませんから、私の回答が新聞やテレビに出ることもないわけです。

　でも、わからないのが、ほんとうは当たり前なのです。そんな簡単に原因などわかるはずがないのです。そのことにマスコミも含め、みんなが気づいてほしいものです。

　たとえば、子どもが自殺した場合など、「自殺の原因は……」とすぐに言いたがります。そのときに、「母親に叱られて自殺した」などと新聞に書かれたら、一般の人はその母親を極ごく悪あく人にんのように思ってしまうし、極端な人は、「子どもを叱るとあぶないですね」などということを言ったりします。

　だから、そういうことで相談にこられた親御さんには、私はいつも「誰が悪いかなどと考えるより、どうしたら解決の方法があるかを一緒に考えましょう」と言います。そうすれば、ご両親もやる気が起こってきますが、お互いに「おまえが悪い」「あなたが悪い」と言いあっていては、なにも生まれません。

「これは自分が悪かったんだ」と、自分で自分を変えていける人はまだいいのですが、それを他人から押しつけられたのでは、耐えきれるものではありません。

　子どもが窃せつ盗とうをしたということで、お母さんが相談にこられたことがあります。その方は、「原因はわかっているんです」と言われました。それはなにかと聞いたら、「隔かく世せい遺伝です。主人の父親も子どものときに窃盗したことがあるそうですから」。

　私がそれを聞いてすぐわかったのは、このお母さんは「自分には責任がない」と言いたいのだな、ということでした。隔世遺伝が原因だということで納得し、安心したいわけです。このように、問題から逃げていかれると、よけいに解決がむずかしくなってしまいます。

　ですから、誰が悪いかなどと「犯人探し」をするのではなく、みんなでともに頑張ってよくしていくことを考えていくことがかんじんなのです。

　そのときに、どうしてもクライエントだけが変わればいいかのように思いがちですが、そうではなく、みんなで一緒に考えて、みんなで一緒に変わっていくことが必要です。

　ある姑しゆうとめさんが相談にこられて、「うちの嫁はすごく悪い女で困っています。なんとか嫁をよくする方法はありませんか」と言われたことがあります。そこで私はこう言いました。

「カウンセリングというのは、悪い人をよくしたりはできません。そんなことができるんだったら、私がやってもらいたいくらいだ。だけど、嫁さんが悪いからと悩んでいる人を助けることはできます」と。





悩みを持つのは選ばれた人



　石川敬子さんの次の質問も、それと少し関連があります。

「心理療法をしていると、家族の中で一番大変だと考えられている人が来所せず、そのまわりの家族が心理療法にこられることがよくあります。しかし、心理療法が進んでくると、その人に動きがあります。面接当初は、『本来はあの人がくるべきだ』と思っていたにもかかわらず、いざその人がカウンセリングにこようとすると、『こなくてもいいのではないか』と思ってしまう自分がいるのです。

　家族力動という視点で考えると、誰が一番問題かなどということは決められないし、むしろそう考えられていた人がカウンセリングにこないで変化していくことに意味があるようにも思うのですが、先生はどのようにお考えですか」

　石川さんが指摘されているように、誰が一番問題かなどということは、簡単に決められるものではありません。ただ、こちらがもっともきてほしいと思っている人が来所しないということは、しばしばあります。

　ある不登校の子のお母さんが相談にこられたので、「息子さんを連れてきてください」とお願いしました。ところが、お母さんが家へ帰って息子さんに言ったところ、こう言われたそうです。

「なにを言ってるんだ。この家の悪の元げん凶きようはおまえじゃないか。だから、おまえが行けばいい」

「おまえ」というのは、お母さんのことで、息子さんが実際にそういう言い方をするのだそうです。そこで私はさらに、その息子さんにこう伝えてもらいました。

「それはそうかもしれない。だけど、私には力がないので、悪の元凶なんかに怖くて会えない。だから、せめて悪の元凶の息子にきてもらいたいんだ」

　お母さんがそのように伝えたところ、「そりゃ、おもろいおっさんやなあ」ということで、息子さんも一緒にやってくることになりました。

　誰が一番たいへんかとか、誰が一番悪いかではなく、誰と協力できるのかというふうに考えたほうがやりやすいと思います。たしかに最初にカウンセリングを受けにこられるのは、変わろうとする意欲のある人ですが、かりにそれが「当人」でなくても、悩んでいる人のほうが変わろうとする気持ちが強いものです。学校へ行かなくなった子とか、ノイローゼになった人とか、悩みを背負っている人は、それだけ頑張るために選ばれているわけですから。

　家族の誰かが不登校を起こしたり、ノイローゼになったりしないかぎり、いまの日本では、家族の対話などそう簡単に生まれません。だから、そういう問題が起こったときは、このへんで家族が対話をしないとこの家はあぶないぞ、というサインだと考えたほうがいいでしょう。みんなでこれは一家全体の問題だと考えていただきたい。

　多くの場合、子どもにしわ寄せがいってしまいがちですが、私たちがいわゆる「問題児」というような子と会っているときには、この子は選ばれた人だという気持ちが強くします。解決するべき「問題」を大人に提出しているとも言えます。

　たとえばお釈しや迦かさんは、みんなが普通に生きているときに、「なんで人間は死ぬのだろう」とか、「なんで人間は年老いるのだろう」とかいうようなことを考え、悩みました。普通に王子のままでいたら、やがて王になって、富で好きなことをして生きていけたのに、そういうことを考えて家を出たわけです。そう考えれば、悩みを持つ人は選ばれた人だということがわかるのではないでしょうか。





百年後の家族



　渡辺雄三さんからは、これからの家族のあり方、その未来像についての質問が寄せられています。

「欧米の先進国と日本とではそうとうに異なるかもしれませんが、百年後の二十二世紀において、家族の形態や機能はどのように変化・変容しているでしょうか。あるいは本質的にはほとんど変化しないものなのでしょうか。人類の大きな歴史の流れ、とくに物質的発展よりも心理的な発達の面での、その歴史は、家族というものを、どのような方向に動かしているのでしょうか。半分遊び心でけっこうですから、家族についての先生の未来予測をお聞かせください。

　これも欧米と日本とでは異なるかもしれませんが、これから結婚の形態や機能はどのように変化していくとお考えですか」

　百年後の家族の形態や機能について、はっきりとはわかりませんが、二極分化するような感じがします。

　一つは、世の中が便利になってなんでもできるかのように思うけれど、むしろ、自分の思いのままにはならない家族のほうが人間味があってけっこうおもしろいのではないかということで、もう一度、私が言うような家族のおもしろさみたいなのがわかってきて、家族を大事にしていこうという傾向が出てくる。

　その一方で、もう家族なんてわずらわしいことはやめておこう、みんな好きなことをすればいいではないか、ということでバラバラになっていく。

　この二つに大きく分かれていくような気がします。

　ただ、後者のバラバラになった場合ですが、自分が元気でお金が儲もうかって、好きなことをしているように思えるうちはいいけれど、歳をとって病気をしたり、体の自由がきかなくなったりしたときには、とても悲ひ惨さんではないかと思います。ですから、私の個人的な希望としては、もう一度、家族のおもしろさをみんなが見なおしてほしいと思っているわけです。

　いまは若い人のあいだで家族志向が強くなっていると言われますが、安易な気持ちでやったら、かえって苦しむことになります。長続きせず、すぐにいやになって、子どもを虐ぎやく待たいしたくなったりします。そこをもうひと掘りして、考えなおす必要があるでしょう。





ままならないことがおもしろい



　結婚の形態や機能についてですが、これもむずかしい問題です。とくにアメリカの場合は、離婚がすごく多く、その反省がいま出てきています。

　個人中心で考えるから、夫婦でも愛情がなかったら別れて、それは子どものためにもいいことだと思いこんでいたけれど、そうではないということが、彼らにもだんだんとわかってきました。

　別れても、子どものところに面会に行ったらいいとか、子どもが夏休みのあいだだけ父親のところで暮らすとかしたらいいなどと、頭でいろいろ考えているけれど、人間というのは考えているとおりにはいかないもので、さまざまな問題が現実に起こってきたわけです。大人が頭で考えてやったことで、実際に子どものほうは傷つき、苦労しています。

　そこで、アメリカがこれからどうなっていくか、注意深く見守り、きちんとデータをとって研究していくべきだと思います。

　アメリカでは犯罪が多発していますが、そのことと、いまはみんなが好きなことをして、ほんとうに子どものことを考えていないことと、どこか関係があるのではないかと私は思っています。

　日本でも犯罪が急増していると言われますが、まだその実態が突っこんで研究されているとは言いがたい状況です。たとえば凶悪犯罪の低年齢化のことも、もっときちんと研究すべきでしょう。一般に思われているよりも、日本の少年犯罪は増えていないと思います。

　これから日本でもアメリカのように夫婦がどんどん離婚するようになると、子どもはお父さん、お母さんと離れていきます。それがどういう意味を持っているのかということもまた、もっと研究する必要があるのではないでしょうか。

　頭で考えた合理性というのを追求していくと、人間はだんだん機械に近づいていって、おもしろさがなくなっていくように思います。日本的な人間関係というものも、どこかで維持していったほうがおもしろいのではないでしょうか。

　私の好みとしては、家族というのを大事にしていき、ときに「ままならない」ことが起こるでしょうが、それがまたおもしろいという考え方です。

　しかし、実際には、人の心は便利なほうに便利なほうにと向かっていくかもしれません。ある意味で、いまは便利なほうの頂点みたいなところにきていて、みんなちょっと気がつきだしたというところも見受けられます。たとえば人と人とのつながりを大事にしようとか、環境問題でも、自然に帰れという動きが出てきたりしています。そういうところに期待しています。





「厄介者」があらわれるのは



　酒井律子さんは、ある種の事例を担当するときの怖さを克服する術すべについても、問いかけておられます。

「家族の文化、家族の無意識とひとことで言うのは簡単ですが、そこにある重さ、深さ、広がりにはとてつもない存在感があり、まるで自律した動きを持つべつの生きものが、家族の世代を超えて生きつづけているかのように感じられるような事例に出会うことがあります。

　このような事例では、少々の危機的な出来事が起きたくらいでは、なかなか決定的な変化は訪れてはくれませんが、それでももうこれ以上進めない限界ぎりぎりのところにまでくると、人知をはるかに超えたところで、予測もしなかったような出来事が起こり、あとはするすると糸が解ほどけていくようにものごとが展開していくのを体験することがあります。

　家族に宿る魂という言葉がふさわしいのかどうかはわかりませんが、まるで家族の中心に知恵者としてのなにかが存在し、家族の成熟を促したり、家族全体としての絶妙なバランスを保ってくれているようにも感じます。しかし、家族全体の大きな変化には、死と再生ということがつきものですし、それが象徴的に起こることばかりとはかぎりません。正直いって、事例を担当することに怖さを感じたりすることもあります。先生はこのような事例を担当されるとき、どのようにしてセラピストとしてのご自分を守っておられるのでしょうか」

　それぞれの家族には、その家族の持っているなんともいえない、酒井さんの言葉でいえば魂のようなものは、たしかに存在します。一人の人と会っていても、そこに家族の魂の重さを感じるのです。

　ところが、クライエントと話をしていても、家族の文化、家族の無意識というものを感じさせられるときと、あまり感じないときとがあります。

　たとえば、子どもが不登校になったりして相談にこられる人がいます。そのご両親はもうずっと都会人として暮らしてきているのに、話をしていると、父親が急に、「じつは私は〇〇県の出身で……」と言いだしたりして、思いがけないところでそういうものを引きずっていることがわかるときがあります。

　サラリーマンとして、一般的生活者としては、普通にやっているようだけれど、どこかに出身地の田舎の家の歴史をみんな負っていて、そういうところを自覚し、それがきっかけとなって、家族がうまくいくようになるという事例に、私自身も出会ったことがあります。

　とくに私が仕事をしている京都は、とても長い歴史を背負っていますから、一人一人は意識しないけれど、そこで暮らす家族にもそうした歴史が影響しているところがあって、そういう部分をとても強く感じさせられることがあります。

　そういう家族には、必ずあるパターンみたいなものがあります。それを引きずりながら生活してきたわけですが、そういうパターンを長いあいだ続けていると、必ずひずんでくるものです。それがひずんできたところで、問題として浮上してくるという言い方もできます。

　そうなると、それまではうまいこといっていたけれども、三代くらいたつとそのパターンに合わない、あるいは合わせることができない子どもが出てくることがあります。それが、そこの家でいうところの「厄やつ介かい者もの」になるわけです。そして、じつはその子が改革へのきっかけを与えてくれるのです。





家族に受け継がれているもの



　たとえば何軒も貸家を所有していて、家賃収入があると、父親はあくせく働かなくても生きていけます。次の息子もブラブラして暮らしている。それでも、家族は生きていけますが、男がブラブラする傾向を持ったまま三代ほど続いたら、やはり、その家はどこかひずんできます。

　すると、息子が急に学校へ行かなくなったりします。自分はブラブラしていても、子どもが学校へ行かなくなったら放っておけなくなって、それで父親がやっと動きだす。「おまえ、学校へ行け」と言うと、息子は、「そんなこと言うお父さんは、なにしてんの」と反論する。子どもというのは無意識的にも核心をズバリとついたことを言いますから、そこではじめて父親が愕がく然ぜんとします。

　子ども自身は、とくに意識的に問題提起をしようと思ってしているわけではありませんが、なにやらおかしいと感じます。そうすると、なんとなく身動きができなくなって、学校へも行かなくなる。家が貧乏でもなく、小こ遣づかいも足りているのに、急に万引きしたりするようになったりします。

　そこで、親にしてみれば、「うちの家族にそんなのはいるはずがない」ということになるわけですが、相談にこられて話をしているうちに、「ああ……」と思い当たるところが出てきます。そのあたりは、とても興味深い現象です。

　酒井さんは「家族の魂」という表現をしておられますが、いかなる家族にも、意識するとしないとにかかわらず、家族の文化というものは必ずあります。そして、それがその人の人生にとって、それほど問題にならない場合と、かなり大きく影響しているケースとがあります。

　私の家は少し前までは農家でしたが、ずっとそれを感じてきたし、いまでもそうです。

　私が行っている心理療法というのは、農作物を育てるのに似たところがあります。農作物を収穫するまでには、一定の時間が必要です。こちらがいくら急いでも、その時期がこなければ、けっして結実しません。私たちは苗を植え、施せ肥ひ、除草などをしたりしますが、あとはすべて作物自体の力にゆだねるほかありません。

　私のいまの仕事も、そういうところが土台になっているし、「土の香り」とでも言いますか、やはり、わが家は代々農業をやってきたのだなあと実感させられるときがあります。

　農業もそうですが、昔は職業はほとんど世せ襲しゆうでした。とくに機械に頼る部分が少なかった時代には、職業というのは一いつ朝ちよう一いつ夕せきにできるものではありませんでした。たとえば大工さんなら、その家はずっと大工の仕事をやってきたわけですから、大工さんにしかできない仕事というのがいくらでもあります。大工としてのノウハウが蓄積され、受け継がれてくるわけですから、誰にでも簡単に真似できるものではありません。

　大工仕事のような技術は目に見えるからわかりやすいけれど、やはり、家族の文化とか家族の魂といわれるものも確実に受け継がれていると思います。そうした家族として引きずっているものが、ふだんはあまり意識されないけれども、ときとして強く意識されるときがあります。

　昔のように、子が家業を継ぐのが当たり前だった時代には、家族の文化がわりと意識化されますが、いまは職業選択の自由とか、親から自立するとか、そっちのほうばかりが強調されるため、そういう部分が希薄になっています。

　とくに都会で生活している一般のサラリーマンの場合、そういう部分はなかなか意識しにくいものですが、それでも、ゆっくり話をしたり、お酒を飲んだりしていると、必ず出てきます。また、自分としても、そういうところを一度はっきり探索しておくのが、自分の家族のあり方を考えるうえでも必要ではないかと思います。

　昔も家業を継ぐのがいやで、長男が家を飛びだしてしまうというケースがよくありました。しかし、いっぺん飛びだしても、また帰ってくることが多かった。そして、なまじ順調に家業を継いだ人より、一度出ていって戻ってきた人のほうが精神的にも強く、技術的にも磨みがかれていて、家業をさらに発展させたりします。

　家業を継ぐにしても、普通に継ぐより、いったん外に出たことで、自分の家の文化というものを強く意識することができた結果かもしれません。

　家業のことがわりと強く自覚されているときには、それがちょっとひずんだりすると、かえって障害になってきます。たとえば、「おまえは長男なのだから、家業を継がなければならない」とか、「農家の息子がなんでそんなことをしなければいかんのか」などとやられたりすると、かえって家族の方向性をゆがめてしまいかねません。

　その点、そういうものが、酒井さんの言われるような、「家族の中心に知恵者としてのなにかが存在し」ているような状態になると、家族の文化を持ったままで、いろいろなことができるようになるわけです。





どう生まれ変われるかを探る



「死と再生」というのは、人間全般にかかわるとても大きなテーマで、誰でもどこかで一度死んで生まれ変わるというような体験をしているものです。それが家族全体としても起こりうるし、ときに、それが劇的に起こることもあります。

　たとえば、いま住んでいる家を売って、家族全員で違うところに引っ越したとします。この場合、たしかに環境は劇的に変わり、その意味では、いったんゼロにして再生したということもできます。

　それでもやはり、家族の文化を消すことはできないし、過去とのつながりを完全に断ちきることはできません。

　住んでいるところも変わり、職業も変わり、学校も変わり、なにからなにまで変わっているようだけど、やっぱりなにかがつながっています。そのときに、全部切ってしまおうと思いすぎると、よけいにうまくいかないでしょう。

　自分では断ちきったと思っても、あるときふと、家族の文化というものが必ず出てきます。だから、無理に断ちきろうとするより、そういうものを保持しながら、自分はどう生まれ変われるかということを考えたほうが賢けん明めいだと思います。

　通常は、家族の文化というものがわりと無意識に受け入れられて、親の職業をそのまま継いでいる人もいるし、家業だけでなく、兄弟とか親類に教員が多いとか、鉄道マンが多いとか、そういうことがよくあります。つまり、その文化の中にみんなずっと生きているわけです。ただ、ときどき、たとえば商家の息子で、画家になりたいとか、科学者になりたいとかいうのが出てきたりして、一族でもめることがあります。

　私たちのところに相談にこられるのは、マイナス面があらわれた場合ですが、話を聞いていて、最初はお互いに悪いことばかり言いあっているのが、しだいに「まあ、そういうのがいてもいいのではないか」とか、「たまには別の血を入れるのもいいのではないか」というような話になってきたら、そこで家族は再生します。いったんもめることで、その家の文化が活性化されるわけです。

　もちろん、すべてが再生するわけではなく、場合によっては、破壊されることもあります。一人の息子が家を出ただけではすまず、ときには、もめているうちに家族全体がバラバラになってしまうこともあります。

　クライエントとして相談にこられる人には、私は必ず家族のことを聞きますが、あまりにもいろいろな問題がありすぎて、こちらがうっかりそこに深入りしすぎると、予想外のことが起こってしまう場合もあります。そのあたりが、酒井さんの言われる「事例を担当することの怖さ」でしょう。

　私の場合は、できるだけ来談者をキーにしながら、家族というものを考えるようにしますが、たしかに非常にむずかしい点です。





手っ取り早い解決策が最悪



「セラピストとしての自分を守る」ということですが、来談者の身に起こっている問題は、一つのいいチャンスだというくらいに考えたほうがいいし、そう考えるからこそ、この仕事を続けていられるような気もします。

　相談にこられる人は、自分はたいへんな災難に遭遇していると思っていますが、私たちは、それをその人の今後にどう生かすか、という観点から考えて対処するわけです。

　災難を取り除く、つまり、マイナスをゼロにする仕事だとは絶対に思っていません。マイナスはむしろプラスになりうるし、再生とはマイナスをプラスにすることだと思っています。

　だから、たとえば子どもの不登校の問題で相談にこられたのに、最後には、「この子が学校へ行かなくなってくれたおかげで……」と、むしろそれがよかったことのように言う親がけっこういます。もちろん、みんながそうではないし、「おかげで」というところまでいくのに、かなり時間もかかりますが。

　現在は、家族というシステムにとっても大きな転換期ですから、これまでに想像もできなかったいろいろな問題がいちどきに起こってきます。それは、なにか新しいことがはじまるチャンスでもあるわけですが、そのためにも、私たちは考え方をそうとうに改造していかなければならないのではないでしょうか。

　こういうときにもっとも悪いのは、みんなが手っ取り早い解決策を探そうとすることです。マイナスをゼロにするくらいなら、わりと手っ取り早くできるかもしれませんが、それでは、またすぐにマイナスが起こってきます。





問題を解消するとっておきの場所



　たとえば家族の絆きずなというと、いかにもプラスのことばかりを考えがちですが、マイナスの意味も持っています。

「絆」という字を、平安時代ごろには「ほだし」と読んでいました。「ほだし」とは、牛とか馬が勝手に動けないようにするための縄なわのことで、もともとは自由を拘こう束そくするという意味がありました。

　自分は出家したいけれど、家族のことを考えると、そうもできない。そういうときに、「家族にほだされて」という使い方をします。平安時代の用法では、ほとんどそういう意味で使われた言葉です。

　束縛されることですから、マイナスの意味です。たとえば、家族があまりベタベタしている家では、子どもがなかなか自立できません。つまり、絆ではなく、「ほだし」になります。

　その絆がプラスの意味に使われるようになったのは、家族の関係が薄くなりすぎたからです。昔はそういうのがあるのが当たり前でしたから、「ほだし」というマイナスの意味で使いましたが、いまはあまりなくなったから、必要なもの、あったほうがいいものとして、「家族の絆」というふうに使われるようになったのです。

　しかも、現実には、家族の絆があるからこそ、自立もできるのです。絆がなかったら、断ちきるものがありませんから、自立もできません。

　絆というのは、いまはなかなか目には見えなくなってきましたが、それでも、一般的には、子どもにとって母親は力を持っているし、それはかなり強いものです。ただ、それは一般的にはということであって、それが少しでもずれると、非常にむずかしい状況になってきます。

　いずれにせよ、マイナスをプラスに持っていくためには、そうとうの覚悟、努力、時間が必要です。

　いまは、お金や機械によってなんでも手っ取り早くできることが多いため、家族の問題もそんなふうに考えて、「うちの子をなんとかよくする施設はありませんか」などと相談にこられる人が少なくありません。

「お金はいくらでも出しますから」と言われても、こればかりは安易な外注の発想ではどうにもなりません。

　それより、無料でできる、とてもいい施設があります。

　それは、それぞれの家庭です。
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